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　緑の木々に囲まれた小さな庭には、真ん中に蓮はすの花が浮うかぶ池があった。

　池のほとりに座った凜り莉りは、目の前の香こう炉ろから立ち上る香かおりを胸いっぱいに吸い込む。

　甘くて優やさしい香りは心地ここちいい気分にさせてくれたが、俯うつむき加か減げんで首を横に振ふった。

「いい香りだけど、これじゃないわ。白びやく檀だんに伽きや羅らに麝じや香こうに竜りゆう涎ぜん香こう、そして沈じん香こう。これをみんな混ぜ合わせたら、父さまが嗅かがせてくれたあの香りに近いものができると思ったんだけど、ぜんぜん違ちがう。あの香りはもっと〝せつない〟香りだったもの」

　以前父が嗅がせてくれたのは、昔から伝わるとても貴重な香で、古すぎて効力はないもののかすかに香りだけはするというものだった。甘あま酸ずっぱいその香りを嗅いだ時、寂さびしい、悲しい、辛つらい、でも嬉うれしい、というよくわからない感情で胸がいっぱいになって、涙なみだがこみ上げた。

　そして最後に残った感情を言葉にすると〝せつない〟だった。

　どうしてもあの香りを再現したくて何度も挑ちよう戦せんしているが、なかなかうまくいかない。

　考え込んでいると、がさっと音がした。振り向くと十歳の自分より少し年上の少年がいた。

（あれ……？　何だか顔が……）

　すぐ近くにいるのに、なぜだか少年の顔が歪ゆがんで見えて、思わず目をこすった。

「甘くて品のいい香りだな」

　声変わりもまだなのか、少年の声はやや高い。

「そうでしょう。でもこれが完成じゃないの。何かが足りないのよね」

　少年が近くにきても、やはり顔や姿が歪んで見えて、知り合いか初めて見る相手かすらわからなかった。だが不思議と怖こわいとは思わない。なぜだろうと考えて、ふとある事に気付く。

「あなたから優しい香りがするわ。でも悲しんでいる香りもする。何かあったの？」

「香り？　香りで他人の気持ちがわかるのか？　そんな馬ば鹿かな」

「馬鹿じゃないわ。わたしの特技は〝絶対嗅きゆう覚かく〟なのよ。ようするに、とっても鼻が利きくの。あなたから漂ただよってくる香りで、あなたの気持ちがなんとなくわかるの。父さまはわたしの鼻が、相手の汗あせの香りの変化を嗅ぎ分けるんだろうって言ってた」

「信じられない話だな。……だが確かに悲しい事はあった。それで辛い気持ちになっている。でも顔にも態度にも出していないし、誰だれも気付かなかったのに」

　そっと近づいて再び香りを嗅ぐと、頭に冷たい雨にうたれて震ふるえている子犬が浮かんだ。

「悲しみの香りが強くなっていくわ。とても辛くて寂しい思いをしたのね。……泣かないで」

　顔ははっきりしないが、少年が涙を浮かべた気がした。手を差し出すと、少年が戸と惑まどいつつも手を握にぎる。少年の手は冷えていて、そこから彼の悲しみが伝わってくるような気がした。

「泣いてたなんて、誰にも言うなよ」

　ぶっきらぼうだが、強がっているのが伝わってくる声だった。

「うん、絶対に言わない。だから、我が慢まんしなくていいよ」

　なぜか他人とは思えなくて、感情が高ぶって涙がこみ上げた。両手を握り合って寄り添そい、額をこつんとあわせる。額にじんわり少年の熱を感じながら二人で泣きじゃくった。

　少年の悲しみに寄り添って、どれぐらい経たっただろう。少年がようやく泣き止やんだ。

「悲しい気持ちを隠かくしていたのに気付かれたのは初めてだし、一いつ緒しよに泣いてくれた人も初めてだ。すごく嬉しかった。……そういえば、君は名前はなんというんだ？」

　少年の名前を自分も知りたいと思った。彼がどこに住んでいて、どういう風に育って、いつもどんな遊びをしているのかも。初めて会った相手にそんな気持ちを持つなんて初めてで、戸惑いつつも彼の名前を聞くにはまず自分から名乗るのが礼れい儀ぎかと、胸に手を当てた。

　名乗ろうと口を開いた瞬しゆん間かん、がさがさっと植木が折れそうなほどの大きな音がした。目をやると、黒装しよう束ぞくの男が数人立っている。顔を隠している彼らからは〝危険〟な香りがした。

「捕つかまえろ！」

　男達の視線が少年に向かっているのに気付いて、とっさに香の灰を彼らに投げつける。

「誰か！　誰か助けてーっ」

　大人の男を前にして恐こわくて足が竦すくんでいたが、精いっぱいの大声を上げた。恐きよう怖ふよりも、悲しい思いをしている少年を、これ以上辛い目にあわせたくないという気持ちの方が強かった。
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「助けてーっ」

　叫さけんだ途と端たん、凜莉は目が覚めた。肩かたで息いきをしつつ呆ぼう然ぜんとしていたが、ようやく辺りを見る余よ裕ゆうができる。狭せまい室内はところどころ小さな穴があいていてすきま風がひどかった。

　見慣れたその光景が、この数年ずっと暮らしている自分の部屋だとわかってほっとした。

「またあの夢を見たのね……。子どもの頃ころから何度も見てるけど、いつも黒装束の男達があの男の子を捕まえようとしたところで目が覚めるわ。何で同じ夢ばかり見るんだろう」

　常に少年の顔は歪んでいてわからない。彼との会話は夢のたびに変わるが、必ず少年を捕まえようとする男達が現れて目が覚める。首を捻ひねって考えていたが、やがて息をついた。

「ただの夢だし、まあいいか」

　いつもと同じ結論に辿たどり着いて、立ち上がって背せ伸のびした。そしてくんくんと鼻を鳴らす。

「お隣となりの朝ご飯はお粥かゆね。ほうれん草入りだなんて豪ごう華かだわ。うらやましい」

　思わず微笑ほほえんだ。黒い瞳ひとみは大きくてぱっちりしているが、顔立ちはそこそこで十六歳の割には女らしくないやせぎすの体型。背中までの黒くろ髪かみは艶つややかだと言われるが、貧びん乏ぼうなおかげで髪かみ飾かざり一つもっていないので、いつも頭の上で一つに結んでいる。特別美人なわけでもなく色気もない。そんな自分が人に自じ慢まんできる事と言ったら、どんな匂においも嗅ぎ分けるこの鼻だけだ。

　鋭するどい嗅覚は窓を開けなくても、長屋の隣に住む家族の朝食が何か突つき止められた。

　小さな窓を開けると、同じような古びた長屋が建ち並び、威い勢せいのいい声があちこちから聞こえてきた。ここは真しん光こうと呼ばれる町だ。庶しよ民みんが住む下町で、決してみんな裕ゆう福ふくではない。

　それでも、真光に住む人々は毎日元気だった。

「今日も忙いそがしいけど、頑がん張ばらなくちゃ！」

　みんなに負けじと気合いを入れ、さっそく朝食を作る為ために部屋を出た。
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「食事の後片付けは、わたしがするわ。母さま」

　凜莉は食器を持って立ち上がり、母の蓮れん歌かに顔を向けた。机を拭ふこうとしていた母が微笑む。

「大だい丈じよう夫ぶよ。凜莉は仕事もあるんだし」

「でも顔色が悪いわ、また熱が出ているんじゃない？」

　四十に手が届こうとしている蓮歌は、細身で背も低く、顔立ちはまるで少女のようだった。

「平気よ。凜莉は頑張ってお仕事しているんだもの。家事ぐらいは私がしなくちゃ」

　頑張り屋の母だが、昔から身体からだが弱くてすぐに熱を出す。無理をして欲しくなかった。

「お仕事っていっても、大好きな香を調合しているだけだから、ぜんぜん苦じゃないわ。あんまりお金にはならないから贅ぜい沢たくはできないけど、母さまとわたしだけだったら何とか暮らしていけるし。だから何も気にしないでゆっくりしてて。机はわたしが拭くから」

　手を差し出すと、蓮歌が苦く笑しようしつつ布ふ巾きんを渡わたしてくれる。

「ありがとう。じゃあ、凜莉に甘えちゃおうかしら。それにしても、凜莉は女の子だけど逞たくましいわね。そういうところはお父様そっくり。お父様もお仕事が大好きだったの。立派な香士としていろんな人の悩なやみや苦しみを香で解決していらしたのよ」

　この神しん瑞ずい国こくでは、薬と同等に香が珍ちん重ちようされている。

　香を調合して様々な効能を発揮させる者達を香士と呼び、彼らは医師と同じくらいに尊敬されていた。宮きゆう廷ていにも香道省と呼ばれる優ゆう秀しゆうな香士達が集まる部署があるぐらいだ。

　実は父は以前、その香道省の長おさだった。

　母の思い出話を聞くと、笑えみが浮かんだ。母の話しぶりからは父への愛情が伝わってくる。

　仲なか睦むつまじい夫ふう婦ふだったらしく、二人の間に生まれたのは幸福だと思えた。蓮歌が目を細める。

「お父様は私の誇ほこりだわ。お父様が亡なくなった時は悲しくて何日も泣き暮らしたけど、凜莉が〝母さま、大丈夫だよ、わたしが守ってあげるよ〟って慰なぐさめてくれたから、もう一度前に進もうって思えるようになったの」

　子どもの頃の話で、そんな事を言った事すら覚えていない。しかし母を守りたいという気持ちはいまも変わっていなかった。蓮歌が窓の外へと目を向ける。

「お父様が事故で亡くなって、もう六年ね……」

　蓮歌の言葉で、父の顔を思い浮かべようとした。その途端、頭がズキリと痛む。

　思わず顔をしかめそうになったが、何とか堪こらえた。

（危ない危ない。頭痛がするって言ったらまた母さまが心配するわ。だけど、どうしていつも父さまの事を思い出そうとすると、頭が痛くなるのかな……？）

　頭痛を堪えつつ思い出した父の顔はかなりおぼろげだ。父と遊んだりした記き憶おくはほとんどないが、内ない緒しよでよく宮廷に連れて行ってもらったのは覚えている。

（あの時は特別だよって言われて喜んでいたけど、いま考えるとわたしの嗅覚を調合に生かしたかっただけよね。だって宮廷の思い出と言えば、散らかっている父さまの調合室でいろんな種類の香こう木ぼくの香かおりを嗅かいだ事だけだもの）

　香の種類は大きくわけて二つある。一つは香木と呼ばれる心地ここちよい芳ほう香こうを放つ木材だ。香木はいろんな木の枝や根を乾かん燥そうさせたり、木材を地中に埋まい没ぼつさせて樹じゆ脂しを凝ぎよう集しゆうさせて作られる。そのまま削けずって加熱し、香りを出すのが一いつ般ぱん的だ。

　そしてもう一つは、練ねり香と呼ばれる香木や香料などを粉末にして混ぜ合わせて加熱し、香りを出すものだ。他ほかにもいくつか種類はあるが、その二つを総そう称しようして香と呼ぶ事が多かった。

　父はたまに、何の木を原料として作られた香木かわからないものを手に入れてくる。その香木を調べ、原料として予想される種類をいくつか絞しぼりこんだあと、自分の出番となった。

　香木の香りを嗅いで原料が何か当てると〝凜莉の嗅覚はすごいな！〟と父は褒ほめてくれた。

　懐なつかしい思い出にひたりつつ机を片付けて、棚たなに置いていた香こう炉ろを持ってくる。

「母さま。そろそろ香の時間よ。最近眠ねむりが浅いって言ってたでしょ。気持ちを落ち着ける香を用意したから、試ためしてみて」

　父が亡くなってから、母は寝ね付つきが悪くなったり眠りが浅くなったりしていた。もともと身体が丈じよう夫ぶではないので、睡すい眠みんがとれないと体調を崩くずしやすい。だから昨夜、父から教わった気持ちが落ち着いてよく眠れる香を調合していた。机に置いた香炉は陶とう器きで出来ていて、手の平に収まる大きさだ。朝食の用意をする時に使った炭のかけらを火ひ箸ばしで挟はさんで香炉に入れる。

「あら、凜莉。今日は直接火をつける香じゃないのね」

「ええ、練り香を作ってみたの。香料を粉末にして蜜みつで練って丸めたのよ。炭の上に置いてじわじわ温めて香りを出すの。効果が出るまで時間がかかるけど、たまにはいいかと思って」

　練り香を炭の上に置くと、しばらくして奥ゆかしい香りが部屋いっぱいにたちこめた。

　香りを吸い込むと、静かな池のほとりで一羽の水鳥が羽を休めている光景が頭に浮うかぶ。

「いい香りね。甘すぎずきつすぎず、とても素す敵てき。……これは伽きや羅らじゃないかしら？」

　蓮歌の肩から力が抜ぬけたのを確かく認にんして、ほっとする。

「さすが母さまね、当たりよ。練り香に伽羅を入れてみたの。伽羅はいつもは高くて買えないんだけど、この間偶ぐう然ぜん安く手に入って。他にもいくつか香料を仕入れたから、痛みをとる香も作ったの。あとで医い療りよう所に行って買い取ってもらうわ。今日はごちそうが食べられるわよ」

　医療所では医師と香士が協力して診しん察さつにあたる事も多く、薬とともに香も用いられていた。

「凜莉の調合の才能もお父様譲ゆずりね。お父様はとても優秀な香士だった。香道省の長で、宮廷でも一目置かれるほどだったんだから。本当だったら、正香士になる事だって夢ではなかったのよ。だって、お父様は『秘ひ宝ほう香こう』を完成させていたんだもの」

　蓮歌の声が凜として響ひびいた。秘宝香という言葉に身が引き締しまる思いがして、思わず呟つぶやく。

「秘宝香……。神瑞国に伝説のように語り継つがれる香。すべての香士達が求めてやまないけど、完成させた者はいまだかつていない」

　それは神瑞国に伝わる、小さな子どもでも知っている話だった。

　秘宝香はどんな敵でも撃げき退たいできるという強大な力を持つらしい。らしいというのは、詳くわしい効能を知るのは皇族と香道省の一部の香士だけで、一般の民たみには知らされていないからだ。

　香道省の長だった父は、その秘宝香の調合を成功させようと命をかけていた。

「わたしも父さまは秘宝香を完成させていたと信じているわ。父さまの顔もよく覚えていないけど、〝凜莉、秘宝香がとうとう完成したぞ！〟って言って喜んでいたのは覚えているもの」

　何百年も誰だれも成功しなかった秘宝香を作るという偉い業ぎようを成し遂とげた父は、香士の頂点である正香士を名乗れるはずだった。

「でも父さまは皇こう帝てい陛下に秘宝香を披ひ露ろうしようとして失敗し、宮廷で噓うそつき呼ばわりされた」

　悔くやしさで唇くちびるを嚙かんだ。

　秘宝香が完成したと自分を抱かかえ上げてはしゃいでいた父は、決して噓はついていなかった。

「父さまは確かに秘宝香を完成させていたのよ。だけど秘宝香の御お披ひ露ろ目めで失敗したあと、すぐに事故で亡くなってしまったから、秘宝香作りに成功したって証しよう拠こはない。でもね、母さま。わたしは絶対に父さまが秘宝香を作り上げていたって証明してみせるわ」

「そうできたらお父様の名めい誉よも回復できるから嬉うれしいけど、でもそんな事が本当にできるの？」

　心配そうな顔つきの蓮歌に大きく頷うなずいた。

「ええ。父さまの顔も満足に覚えていないけど、わたしには記憶以外に頼たよりになるものがあるわ。わたしの〝絶対嗅きゆう覚かく〟は父さまが秘宝香作りの時に使っていた香料を覚えているはず。鼻が覚えている通りに調合して秘宝香を作り上げたら、父さまは正しかったって証明になるわ」

　それは父が亡くなった時からずっと考えていた事だ。その為に毎日香の勉強に励はげんでいる。

　蓮歌が心配そうな顔のまま、首を傾かしげた。

「でも秘宝香に使うような香料は特別なものばかりで、香道省にいないと手に入らないってお父様から聞いたわ。香道省に入るには香士にならないといけないけど、凜莉は女の子でしょう。女の子は香士にはなれないわ」

　それは父の名誉を回復させたい自分にとって、たちはだかる大きな壁かべだった。

　口元に手を当てて考え込む。

「香道省で働く為には、まず国試を受けて香士の資格を取らないといけないのよね。だけど、国試は男性しか受けられない。その上、宮廷で働く為には科挙に受かって官人にならないといけないけど、それもまた男性しか受けられない」

　努力で解決できるならどんな事でもするつもりだ。しかし女だから香士になれず、宮廷にも勤められないと言われては、どうする事もできなかった。

「香士として宮廷の香道省に入らないと、秘宝香を作るのに必要な材料も道具も手に入らない。いまのままだと父さまが正しかったって証明するのは不可能に近いわ。だけど、わたしは諦あきらめない。きっと何か方法はあるはずよ。絶対に秘宝香を作ってみせるわ」

　決意は固かった。蓮歌が、ようやく微笑ほほえむ。

「凜莉の意志の強さはお父様譲りだものね。あなたの事を信じているわ。凜莉の嗅覚は特別だってお父様もよく言われていたもの。でも、あまり危ない事はしないでね」

「わかってるわ。あっ、もうそろそろ行かなくちゃ。母さま、ゆっくりしててね」

　約束していた時間が迫せまっている事に気付いて、慌あわてて荷物を取りに自室に向かった。
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　真光の医療所は今日も人でいっぱいだ。凜莉が裏口の戸を叩たたくと、すぐに中から開いた。

「ああ、凜莉。やっと来たか。待ってたんだ！」

　白い衣服の中年男性は、この医療所の長おさの澄ちよう明めいだ。

「遅おそくなってごめんなさい。香を持ってきました」

　布ぬの袋ぶくろを開けていくつもの白い包みを見せると、澄明はさっと確認してから受け取った。

「いつもありがとう。凜莉が調合する香は、患かん者じやさん達に大好評だよ。女性の香士も認められれば、凜莉は立派な香士になれるだろうにね」

　声には心の底から残念そうな響きがあった。

「でもわたしが香士になったら、こんなに安い値段で医術に使う香は手に入りませんよ」

　医療所には医師とともに香士がいるのが普ふ通つうだが、澄明の医療所には香士を雇やとうだけの余よ裕ゆうはなかった。本来なら、香士の資格がない自分が作った香を買うのは咎とがめられる行こう為いだ。

　しかし正式な香士が調合する香は自分が調合する香の倍の値段がする。

　だから効き目はばっちりだという事を確認して、澄明は内緒で買ってくれていた。

「それを言われると痛いな。ここは貧民街の医療所で薬だってまともに買えないんだから」

「先生！　患者さんがお待ちですよ！」

　戸の中から声がして、澄明が慌てて頷いた。そして声を潜ひそめる。

「今日も小こ遣づかい稼かせぎしていかないか？　忙いそがしくて忙しくて私一人では手が回らないんだよ」

「小遣い稼ぎって〝あれ〟ですか？　でもあれっていろいろまずいと思うんですよね……」

　ひそひそ話しながら渋しぶい顔をすると、澄明が拝むように両手を顔の前であわせた。

「そんな事を言わないで。実は今日は大切なお客様がいらっしゃるんだ。だからそれまでに診察を終えたいんだけど、患者でごったがえしてる。手伝ってくれよ」

　小さな医療所に患者がごったがえすわけは、澄明が金がないならつけでいいと言ってくれるからだ。下町の人々は、総じて生活が苦しい。それをわかっているからこそ、澄明は診しん療りよう代を待ってくれる。しかしそのせいでまともに薬や香が買えなくて、自分のような資格なしの香士もどきから必要なものを買わなければならない事態に陥おちいっていた。

「大切なお客様っていったい誰なんですか？」

「聞いて驚おどろけ。神瑞国の皇太子、煌こう翔しよう様が医療所を視察にいらっしゃるんだ」

　澄明が自じ慢まんげに胸をそらせた。その名前を聞いて、思わず耳を疑う。

「煌翔様って皇帝のご子息の煌翔様ですか!?　そんな偉えらい方がなぜこんな下町の医療所に？」

　煌翔は皇太子として国内だけにとどまらず、国外でも評判が高いと聞いていた。

　見た事はないが、見み目め麗うるわしくて礼れい儀ぎ正ただしく、父である皇帝の補ほ佐さとして政治や外交に関かかわっているという。下町に住む自分にとっては、まさに雲の上のような存在だ。

「知り合いの知り合いの知り合いに頼たのんで、医療所に国から寄付金をもらえないか頼んだら、どういうわけか煌翔様が視察にいらっしゃる事になったんだ。今日の視察がうまくいけば、多額の寄付金を頂けるかもしれない。その金があったら、もう一人医師も雇えるし設備も増やせるし、もっと患者も受け入れられる。今日は正念場なんだ」

　ぶしょうひげの澄明は見かけは恐こわそうだが、とても患者の事を考える優やさしい医師だった。

「なるほど。じゃあ今日は気合いを入れないとですね。ではわたしにできる事はお手伝いします。先生にはいつもお世話になっているし」

「ありがとう。じゃあ、診察に来た患者にいつものやつを頼むよ」

　澄明に慌ただしく招き入れられて、裏口から医療所に足を踏ふみ入れた。
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　凜莉は、狭せまい診察室の窓を閉めた。本当は爽さわやかな風を入れたいが、そうはできない事情がある。準備が終わった頃ころ、診察室の戸が開いて患者が入ってきた。

「先生が来るまでにもう少し時間がかかるので、先にお話を聞かせてくださいね」

　白衣をまとい帳面と筆を持って、目の前に来た少年を見つめた。少年は十二、三歳で、薄うす汚よごれた着物を着ている。用意された椅い子すにおずおず座った少年を見て、鼻をくんくんさせた。

（痛みを堪こらえている香かおりがするわ。右みぎ腕うでを庇かばっているみたい。もしかしたら……）

「腕うでが痛いの？」

　少年が顔を上げて、目を瞬またたかせた。

「まだ何も言っていないのに、どうして痛いってわかるの？」

　不思議そうな顔をしている少年に向かって、曖あい昧まいに微笑んだ。

（痛みを堪えていると独特の汗あせが出るのよね。その汗の香りでわかるなんて信じないわよね）

　身体からだに起こった様々な変化によって、出る汗の香りが微び妙みように違ちがう。

　その微妙な違いを、自慢の嗅覚は嗅かぎ分ける事ができた。澄明に便利な鼻だと感心されるが、実はそうそう何でも都合良くわかるものでもない。まず相手の汗の違いがわかるには、密閉された部屋に二人でいなければならない。だからこの部屋の戸も窓も閉め切っていた。

　開放された空間でもわからない事はないが、息がかかるほど近くに相手がいないと難しかった。そして複数の人間がいる環かん境きようではよほど相手の汗の香りが強くないと、他人のものと混じり合って香りが変化するので嗅ぎ分けるのは厳しくなる。

　澄明に頼まれて、何度かこの嗅覚を使って診しん断だんの手伝いをしていた。汗の香りを嗅いで怪け我がや病気の内容を探さぐり、いますぐ治療が必要か、それとも少し待ってもらっても大だい丈じよう夫ぶか判断するのが仕事だ。医療所はいつも人で溢あふれていて、澄明が一人で全員をすぐに診みるのは不可能だ。

　だから緊きん急きゆうかそうでないかの判断をしていた。

「右腕の肘ひじより下のところが痛いの。農作業してて転んじゃって」

　少年が右腕を上げた。袖そでをめくると、肘の下辺りに青黒い痣あざができている。

　腕を軽く触さわりつつ、顔を少年に近づけた。少年の汗の香りが、更さらにわかりやすくなった。

（この汗の香りからすると、痛みはそうひどくないみたい。骨折まではしてないようね）

　これなら、急いで澄明が診しん察さつする必要はないかと思った。

「じゃあ、痛みをとる香こうを焚たくわ。それを嗅ぎながら先生を待ってて」

　部屋に備えてある香こう炉ろに、さきほど持ってきた香を入れ、火打ち石で火をつけた。

　ほどなくして、白い煙けむりが上がり始める。その煙を嗅いだ少年がそっと目を閉じた。

「……いい香りだね。何だか痛みが遠のいていっている気がするよ。────ありがとう」

　目を瞑つぶったまま微笑んだ少年に頷うなずいて、そっと部屋を出た。

　閉めた戸に背をもたせかけて、少年の言葉を思い出すと、ふわりと心が温かくなった。

「ありがとう、か」

　医療所でこの言葉を聞くたび、香の調合ができる事に感謝する。小さな時から父のような香士になりたいと思っていたが、医療所で香の効能を目まの当たりにするようになってからは〝人を癒いやす香士〟になるのが夢になった。ただ、夢を叶かなえる為ためには一つ、大きな問題がある。

「女は香士の国試を受けられないのよね……」

　国試に受かって初めて、堂々と香士と名乗れる。

　蓮歌ともその話をしていたが、やはりいまの自分では香士の資格をとるのは無理だった。

「何とかできないかしら……」

　考え込みつつ、少年の怪我の事を報告しようと、澄明のいる診察室に足を向ける。

　待合室を通ろうとすると、人だかりができている事に気付いて足を止めた。

「何かな……？　あ、もしかして！」

　背せ伸のびして人だかりの先を見つめた。そして思わず目を見開く。

「わあ！　かっこいい……！」

　思わず漏もれた言葉に、隣となりにいた女性が頷いた。

「そうよね。煌翔様って素す敵てきだわ。こんな間近で見たの初めてよ！」

　興奮した女性が、頰ほおを染めて前方に目をやっている。視線の先にいるのは、赤毛の長ちよう髪はつを背中で一つに結び、灰はい褐かつ色しよくの切れ長の瞳ひとみをした青年だ。神瑞国の民たみはみな黒い髪かみと黒い瞳をしているが、皇族だけは違う。彼らは龍りゆうの末まつ裔えいといわれ、民とは違う髪と瞳の色をしていた。

　その話通り、皇太子の姿はここにいるたくさんの人々の誰だれとも違っていた。

　髪と瞳の色もそうだが、龍の末裔と言われるのも頷けるほど迫はく力りよくと威い厳げんがあった。

　年はおそらく二十歳はたち前後だろう。整った男らしい顔立ちで、琥こ珀はく色いろの地に皇族のみが着る事を許される昇のぼり龍の刺し繡しゆうが入った直ちよく裾きよを身につけている。

　背の高い彼は柔やわらかな物腰も相まって、きらきら輝かがやいて見えた。

「……これだけたくさんの人をあなた一人で診察するのは大変でしょう」

　聞こえて来た煌翔の声も、低音の美声だった。澄明が神しん妙みような顔で頷く。

「ええ。真光の町に住む人々は、あまり裕ゆう福ふくではありません。しかし病気や怪我は誰でもするものです。医療所はどんな人間も受け入れる覚かく悟ごで続けています。ただ、やはり人件費と薬や香にかかる経費を捻ねん出しゆつできなくて」

　煌翔が気の毒そうな顔をしつつ、澄明の肩かたに手を置いた。

「わかりました。この医療所へ寄付金を納めましょう」

「本当ですか!?」

「ええ、あなたのような徳の高い医師のお手伝いができるのは嬉うれしい限りです。お一人でよく頑がん張ばっておられると感心致いたします」

　澄明の顔がぱあっと明るくなったのを見て、こちらまで嬉しくなった。

（やったわね！　先生。これで少しは経営状態もよくなるんじゃないかしら。もう一人医師が欲しいって前からずっと言ってたし。それにしても、優しそうな皇太子様だわ。言葉も丁てい寧ねいで柔らかいし。みんなから人気があるのもわかるくらい素敵な方ね。でも……）

　ふと眉まゆ根ねが寄った。

「皇太子様を見たのは初めてだけど何かひっかかるのよね。うまく言えないけど。……ん？」

　なぜか煌翔を見ると、もやもやした。考え込んでいると、ふと右手から嫌いやな香りがする。鼻をつんとつく香りは、人が何かの発ほつ作さを起こす際に一気に汗をかいた時のものだと気付く。

　本当ならこんなに大勢の人がいたら、汗の香りが混ざり合ってよくわからなくなるはずだ。

　それでも気付いたという事は、近くにいる人物がそうとうひどい発作を起こしたのだ。右手を見ると、さきほど煌翔を見て頰を染めていた女性が、赤黒い顔色になって目を剝むいていた。

「ううっ……！」

　女性が喉のどを搔かきむしるようにして、ばったりと倒たおれ込む。

「大丈夫!?　しっかり！」

　慌あわててしゃがみ込んで女性を仰あお向むきにさせた。女性は気を失っているようだ。顔色がだんだんと黒ずんでいっている。彼女の首筋に鼻を近づけた。放たれる香りには覚えがあった。

「どうした!?　凜莉」

　やってきた澄明が同じく隣でしゃがみ込む。

「先生、この人胸の病気でしょう。呼吸がしにくくて苦しんでいる時の香りがする」

「そうだ。肺が悪いんだ。呼吸ができていないのか!?」

　澄明が口元に手を当てた。そして唸うなるように声を上げる。

「急いで息をさせないと！」

　澄明が女性の鼻を押さえて、口うつしで息を吹ふき込んだ。

「わたしいいものを持っているわ。香炉をちょうだい！」

　手元に持っていた布ぬの袋ぶくろから、気道の通りをよくする香の入った包みを取り出した。

　医い療りよう所の手伝いの女性が、心得ているのかすぐに香炉を差し出す。

　それに包みの中にあった練ねり香を入れて火打ち石で火をつけると、白い煙が上がり始めた。

　香炉を女性の傍かたわらに置くと、すっきりとした刺し激げきのある香りが漂ただよった。何度も直接息を吹き込む動作を繰くり返す澄明の隣で、香炉から上がる煙が女性へいくよう持っていた帳面で扇あおぐ。

　するとしばらくして、少しずつ女性の顔色が生気を取り戻もどし始めた。

「……よし、自力で呼吸ができるようになってきた。これなら大丈夫だ。おい、彼女を運ぶぞ」

　澄明が呼ぶと、白衣をきた手伝いの男が数人やってきた。

　全員で女性をそっと抱かかえ上げて、隣の診察室へと運ぶ。

「凜莉、助かったよ。最後は完全に呼吸が止まっていたから、私の処置だけでは駄だ目めだったかもしれない。彼女が息を吹き返したのは、お前の香のおかげだ、ありがとう」

「いいえ。先生の処置が早かったんです。香はあくまで診しん療りようの補助ですから」

　澄明と話していると、ふいに背後から声がした。

「凜莉？　凜莉なのか？」

　振ふり返ると、見知った顔があった。年の頃ころは、二十代後半。肩までのまっすぐな黒い髪。細身だが背は高く、眼鏡をした黒い瞳は優やさしげに細められている。彼の名は清せい木もく蓮れん。香道省の香士達が着る紫むらさきの交くみ領えり襦じゆ裙くんを着た木蓮は整った顔立ちだが、わずかに垂れた目が優しい印象を与あたえる青年だった。

「あっ、お久しぶりです。木蓮！」

　思わず微笑ほほえんだ。しかし辺りを見回して首を竦すくめる。木蓮の後ろには皇太子の煌翔がいて、護衛らしき屈くつ強きような兵士や立派な着物を着た官人もいる。だが木蓮は気にした様子もなかった。

「久しぶりだね。凜莉。最近忙いそがしくて会いに行けなかったけど、元気だったかい？」

「ええ。……あの、わたしに話しかけたりして大だい丈じよう夫ぶですか？　お仕事で来てるんでしょう。木蓮は香道省の長おさなんだから」

　宮きゆう廷ていには香士達を集めた部署がある。それが香道省だ。木蓮はその香士達を統とう括かつする長で、この国一番の香士と言っても過言ではなかった。身分が高い貴族でもある彼は、本当なら口を利きくのも恐おそれ多い存在だ。しかし彼とは昔から親しくしている間あいだ柄がらだった。

（木蓮は五年前、真光にいたわたし達を訪ねてきたのよね。父さまには世話になったって言って、そのあとも何度も様子を見に来てくれて。わたしに香の調合の手ほどきをしてくれた師し匠しようでもあるし）

　見上げると、木蓮が柔にゆう和わな表情で微笑んだ。彼は身分など気にしないひょうひょうとした男だった。初めて会った時に身分の高い彼を前にして緊きん張ちようして話していたら、自分の事は呼び捨てでいいよと言ってくれた。それでも最初は遠えん慮りよして木蓮様と呼んでいたが、いつしか木蓮さんになり、いまでは呼び捨てに抵てい抗こうもなくなってまるで家族のような存在になっていた。

「大丈夫だよ。私は急病で来られなくなった薬道省の薬くす師しの代わりに来ているだけだし。それよりいまのは凜莉の特技を使ったんだろう？　何の病気かまで嗅かぎ分けるなんてさすがだ」

　片目を瞑った木蓮は、まるでいつも家に来てたわいない話をしている時と同じ口調だ。

　さすがに皇太子が近くにいるのにまずいのではと焦あせった。

「木蓮、彼女は？」

　一人であたふたしていると、皇太子の煌翔に声をかけられた。

　木蓮が振り向いて跪ひざまずき礼をしたのを見て、慌ててそれに倣ならう。煌翔が目の前まで近寄った。

（うわっ！　どうしよう。皇太子様がこんな近くに……！）

　緊張でがちがちに身体からだを硬かたくしていると、木蓮が一度頭を下げた。

「彼女は凜莉と申します。私の知り合いでして」

　整った顔立ちの煌翔にじっと見つめられて、内心では恥はずかしいやら恐れ多いやらで大混乱だった。国を守る為ためには炎ほのおのように熱く情熱を燃やし、政治の事になると氷のように冷静な判断をするという噂うわさの皇太子は、民の人気も絶大だ。特に女性からはそうとうな支持を受けていて、それは彼の男らしい顔立ちのせいもあるだろうと容易に想像できた。いままで会った男性の中で、間ま違ちがいなく頂点に立つほどの整った顔立ちに、思わず見み惚とれてしまった。

「凜莉というのか。さきほどは見事だったな。瞬しゆん時じに症しよう状じようを見み抜ぬいて、処置する医師の補ほ佐さとして、症状にあった的確な香こうを焚たいた。……それにしても肺の病気の発作で倒れたとどうしてわかったんだ？　知っていたのか？」

　柔らかい口調と表情の煌翔が首を傾かしげた。
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「いえ、あの、はい……」

　病気の〝香かおり〟がしたんですと言っても信じてもらえないだろうと、曖あい昧まいに微笑んで頷うなずく。

「そうか。それにしても香を焚く技術も素す早ばやくて見事だった。腕うで前まえに感服したぞ」

　どうやら手放しで褒ほめられているようだった。

　嬉しくなって、両手を組んで頭を下げるという最上級の礼を尽つくした。

「皇太子様からお褒めの言葉を賜たまわるなんて、身に余る光栄です」

「ほう。ずいぶん礼れい儀ぎがなっているな。庶しよ民みんとは思えない」

　木蓮がこちらに目をやった。

「彼女はもともと貴族の生まれなのです。女性ですが香の調合も上手で、もし女性も国試を受けられるなら、いい香士になれるのにもったいないと思っているのです」

「なるほど。確かに素晴らしい腕前だった。女性が香士となるのはさすがに無理だが、これからも精しよう進じんするといい」

　皇太子の言葉に深々と礼をする。彼が背を向けたのを見て、心の中で言われた事を反はん芻すうした。

（女性が香士となるのはさすがに無理か────。やっぱりどれだけ努力しても女性は正式な香士にはなれないのかな）

　いつか女性も香士になれると信じて頑がん張ばっているが、こんな時はくじけそうになった。

「凜莉、用があるから、あとから家に行くよ。いい？」

　唇くちびるを嚙かみしめていると、木蓮がそっと耳元で囁ささやいた。はっとして、慌てて頷く。

「ええ。医療所の手伝いが終わったらもう帰るから、夕方は家にいると思う」

「わかった。じゃあ、あとでね」

　木蓮が軽く手を振って、煌翔のあとに続いた。彼のように、みんなに認められる香士になって香道省に入り、秘宝香の研究をしたい。その夢は、自分が女性というだけで叶かなえられない。

　それが悔くやしくて悔しくて、たまらなかった。
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　家に帰り着いたら、母は眠ねむっていた。凜莉は起こさないようにそっと部屋の片付けをする。

　ようやく綺き麗れいになったとほっとしていると、入り口の戸から声がした。

「凜莉、木蓮だけど、いいかな？」

　返事して戸を開けると、下町には不似合いな高級な着物を着た木蓮が立っていた。部屋に招き入れ、机の前にある椅い子すに座るよう手で促うながす。木蓮がそこに腰こし掛かけつつ、辺りを見回した。

「あれ、蓮歌様は？」

「いま眠ってるんです。昨夜ゆうべあんまり眠れてなかったみたいだから」

「そう。では小さな声で話そうかな。起こすと悪いから」

　木蓮らしい気き遣づかいに感謝した。お茶を淹いれて持って行くと、木蓮が破顔した。

「いい香りだね」

「でしょう。茶屋で一つ一つ香りを確かめて買ったんです。安くてもいいお茶はあるんですよ」

　香道省の長である木蓮も香りにはうるさい。その彼に褒められるのは、何より嬉うれしかった。

　椅子に座って木蓮と向き合いながら、お茶を口に含ふくんだ。

「ところで、用って何ですか？」

　首を傾げると、木蓮がふいに真顔になって眼鏡を押し上げた。

「実は……ここだけの話にしてほしいんだけど、香道省の長をクビになったんだ……」

　悲しげな顔をしている木蓮に、目を見開いた。

「ええ!?　本当ですか？　いったいどうしてそんな事に？」

「陛下の食事があんまりおいしそうで、ついつまみ食いしちゃって……」

「何でそんな事をするんですか!?……って、あれ？　いい大人がそんな事をするっておかしいですよね。それって本当ですか？」

「いや、噓うそだよ」

　にっこり笑われて、がっくり肩かたを落とす。木蓮の性格を思い出して、怒いかりがこみ上げた。

「何でいつもそういうくだらない噓をつくんですか！」

「毎回、本気で騙だまされてくれる凜莉の素直さが可愛かわいくて、つい」

　にこにこ顔の木蓮は、優やさしくていい人だが、時折とてもくだらない噓をつく。そのたびに騙されて心配して振ふり回される自分の、素直といえば聞こえのいい単純さが恨うらめしかった。

「もう！　からかいにきたのなら、忙いそがしいんですから帰ってください！」

「そう怒おこらないで。本当に用事はあるんだよ。実は……」

　木蓮の顔が急に真しん剣けんみを帯びた。そしてやや声を潜ひそめる。

「蘭らん天てん木ぼくが手に入ったんだ」

「ええーっ！」

　部屋に響ひびき渡わたるほどの大声を上げてしまい、木蓮が慌あわてたように口元に人差し指を当てた。

「しーっ。静かにして。これは香道省以外に漏もらすとまずい話なんだから」

　慌てて口元を押さえて、速くなった心臓の動きを抑おさえようと一度深呼吸した。

「蘭天木って、あの蘭天木でしょ？　本当なんですか？　まさかまた噓なんじゃ……」

「これは本当だよ。秘宝香の主原料のあの、蘭天木が手に入ったんだ」

　その名前を聞くだけで、身が引き締しまる思いがした。背筋を伸のばして、膝ひざに手を置く。

「秘宝香……それがあれば、どんな強大な敵をも撃げき退たいできるという幻まぼろしの香。だけど、いまだそれを作り上げた香士はいない事から、本当は実在しないのではといわれている……」

　それはくしくも今朝、母の蓮歌とも話していた内容と同じだった。

「そう。秘宝香は数百年もの間、たくさんの香士が作ろうとして失敗してきた香だ。強大な力を持つと言われる効能を手にしたい宮きゆう廷ていも、香士達に協力してきた」

　宮廷にある香こう道どう省は、いろんな効能を持つ香を研究し調合するのが仕事だ。

　だが香道省が作られた一番の目的は、秘宝香を作る為だと、以前父に聞いた事があった。

　その香道省をもってしても、何百年もの間秘宝香を完成させられなかった。

　原因は、主材料の蘭天木が滅めつ多たに手に入らないせいだ。

「蘭天木は確か二十年に一度しか花が咲さかないって聞きましたけど」

　興奮を抑えられなくて詰つめ寄ると、木蓮が頷いた。

「そう。花が咲いた直後の枝しか香木にはならないんだ。しかも蘭天木は都から離はなれた山奥にしか育たないし、数もかなり少ない。だから香木はほとんど手に入らなかった。今年は二十年に一度の花がようやく咲いたらしくて、そこそこの量の香木が手に入ったようだ」

「すごい！　それがあれば秘宝香の研究が進むんじゃないですか？」

「ああ。だけど、それでもそこそこの量だ。大量にあるわけじゃない。使い切ったら、また二十年待たないと香木は手に入らないんだ。それで、いまいろいろ宮廷でもめていてね」

　木蓮が困った顔で目を瞑つぶった。

「何でもめているんですか？」

「香木の量が限られているから、それを使って調合に挑ちよう戦せんする香士を優ゆう秀しゆうな者だけに限定したいらしいんだ。香道省の香士だけでなく、一いつ般ぱんの香士達にも呼びかけて優秀な者を集め、皇こう帝ていの御ご前ぜんで調香会を開いて成果を披ひ露ろうさせるようなんだ」

「調香会？」

　香士の資格を得た者は、ほぼ全員が香道省に入りたいと願っていると言ってもいい。

　香道省に入れば、宮廷でしか手に入らない珍めずらしい香料や高価な道具を使えるからだ。

　しかし宮廷はいままで、科挙に受かった香士しか香道省に入るのを許していなかった。

　それなのに今回は一般の香士も迎むかえるという。それはかなり特別な事だった。

「ようするに、調香会までに秘宝香を完成させろと迫せまられているんだよ。一般の香士の手を借りてでもね。実は香道省は軍から睨にらまれていてね。実力主義の彼らからすると、香なんてわけのわからないものを使う香士なんて軟なん弱じやくな奴やつは宮廷から出て行け！　って感じなんだ」

　木蓮が大きなため息をついて、頰ほお杖づえをついた。

「もし陛下も参加される調香会までに秘宝香を作れなかったら、きっと軍はこれ幸いに香道省を潰つぶしにかかろうとするだろう。だけど、数百年も謎なぞだった秘宝香がそう簡単に作れるとは思えないんだ。もちろん努力はするけどさ」

　肩を落としている木蓮に、思わず顔を近づけた。

「いくら軍がそんな横暴な事を言ったって、陛下がお許しになるはずありません。陛下はとても香がお好きで、香道省の運営にも力を入れていると昔父から聞いた事があります」

「それはそうなんだけど、今回ばかりは風向きが悪いんだ。実は皇太子の煌翔様が、一年後に皇帝になられる事が決まってね」

　昼間に見た皇太子を思い出す。優しげで麗うるわしくて完かん璧ぺきな皇太子だった。

「普ふ通つうは皇帝が亡なくなられてから、皇太子が皇位を継つがれるのではないんですか？」

「そうなんだけど、ここだけの話、あまり陛下の体調がよくないようなんだ。いまでも皇帝としての実務は煌翔様が引き受けておられるくらいだ。陛下は一年後に退位して、煌翔様を新たな皇帝に据すえるおつもりのようだ」

　皇帝が体調が悪いなんて、噂うわさでも聞いた事はなくて驚おどろいた。木蓮が眼鏡を押し上げる。

「それで、煌翔様が皇位を継がれる時までには、どんな敵をも撃退できる強大な力を持つ秘宝香を完成させて国力を上げたいというのが陛下のお考えのようだ。だけど調香会まではあと一月ほどだ。時間的にも厳しいし、完成させる自信はないんだよね」

　それは香道省の長おさである木蓮の本音のようだ。木蓮がため息をついた。

「でも秘宝香を完成させないと、香道省が潰されてしまうかもしれない。私は君のお父さん……西さい堂どう様から香道省を預かったんだ。西堂様は素す晴ばらしい香士だった。私もいろいろ勉強させてもらった。西堂様から受け継いだ香道省を私の代で潰すわけにはいかないよ」

　父の名は央おう西堂という。下町に移り住んでからは蓮れん凜莉と名乗っているが、自分の本当の名前は央凜莉だった。父の調合している後ろ姿を思い出し、いつもの頭痛を堪こらえつつもある思いが心に生まれた。どうにも自分の中に収めておけなくて口を開く。

「わたしも……わたしも秘宝香の調合に挑戦させてください」

　真しん摯しな目と言葉を木蓮に向けた。木蓮は驚いた顔もしていなかった。

「そう言うと思っていたよ。秘宝香は西堂様が一生をかけて調べていたものだからね」

　木蓮はそこで言葉を句切って、じっと見つめてきた。

「だけど、秘宝香作りに挑戦できるのは香士だけなんだ。西堂様の調合を見ていた凜莉なら、何か手がかりをもっているかもしれない。だから手伝ってほしいのは山々だけど、国試を受けていない凜莉を宮廷に呼ぶ事はできないんだ」

　ぐっと唇くちびるを嚙かんだ。国試を受けていないのではない。女性だからと受けられなかったのだ。

「でもわたしの鼻は、父さまが調合をしていた時に使っていたものの香かおりを覚えています。普通なら手に入らないような貴重な香料ばかりだろうから、いままで何もできなかった。だけど蘭天木が手に入ったいまなら、きっとわたしは役に立ちます」

　胸に手を当てて、木蓮に詰め寄った。

「父さまは秘宝香を完成させていました。それをわたしは証明したいんです！」

　父が亡くなってからずっと抱かかえてきた思いを訴うつたえると、木蓮が腕うで組ぐみして考え込んだ。

「確かに凜莉の嗅きゆう覚かくなら調合に必要なものを嗅かぎ分けられるだろうけど、分量まではわからないだろう？　わずかな分量の違ちがいでまったく違う香りと効能になってしまうのが香だ。いくら鼻が覚えていても、何をどれだけ混ぜ合わせるのかがわからないと同じものは作れない」

「確かにそうですけど、でも材料と時間さえあれば、必ず分量も調べてみせます。お願いです！　わたしに秘宝香を作らせてください！」

　蘭天木なんて、宮廷ですら入手するのに苦労するぐらいだ。

　庶しよ民みんとして暮らしていたら、見る事すらかなわない。この機会を逃のがしたくなかった。

「凜莉の気持ちはわかるけど、女性を香士として宮廷に迎え入れるわけには…………あっ！」

　木蓮が上げた声に目を見開いた。

「どうしたんですか!?」

「いや、うーんと。女性でも香士として宮廷に入れる方法があるかもなんて思いついて……」

　木蓮にしては珍しく歯切れが悪かったが、暗くら闇やみの中で唯ゆい一いつの光を見付けた気がした。

「それっていったいどんな方法ですか!?」

　木蓮は渋しぶい顔のまま眉まゆ根ねを寄せていた。

「ちょっとお勧すすめはできないな。凜莉には難しいだろうし、何より……」

「難しいかどうかは聞いてから自分で決めます。教えてください！」

　母は自分の前では平気な顔をしているが、夫を亡くした悲しみをまだ引きずっているらしく、夜も満足に眠ねむれなかったり体調を崩くずす事が多い。

　夜中にふと目が覚めると、母が声を殺して泣いているのに気付く事もある。

（秘宝香の調合を完成させたいのはもちろんだけど、父さまが秘宝香を作り上げていたって証明したい。父さまの名めい誉よが回復されれば、少しは母さまの心も穏おだやかになるはずだわ）

　幸い自分には、絶対嗅覚という才能と、調合の腕うでがある。

「お願いです。木蓮。わたしに秘宝香を完成させる機会をください！」

　強い意志を込めて訴えると、木蓮が唸うなって天を仰あおいだ。

「すごく正直に言うと、秘宝香を作れるとしたら凜莉が一番近い位置にいると思うんだ。蘭天木は二十年に一度しか手に入らないから、秘宝香作りに挑戦できるのはいまだけ。香道省をあげての大事業になる。もしこれで作れないなんて事になったら本当に香道省の存続は危あやうい」

「だったら、わたしに手伝わせてください。香道省だって、父が勤めていた思い出深いところです。潰されるなんて納なつ得とくいきません。女でも香士になれる方法があるんですか？」

「いや、それが香士になれるわけではなくて……ちょっと特とく殊しゆというか」

「特殊って？」

　木蓮がようやく顔を上げ、思い切ったように口を開いた。

「宮きゆう廷ていには、基本は男しか仕えられない。だから仕える官人は男ばかりだ。しかし女性ばかりが集まっている場所が一つだけある。どこだかわかるかい？」

　問いかけられて、思わず考え込んだ。

「女性ばかりの場所？　厨ちゆう房ぼうとかですか？」

「厨房には男性だっているよ。そうじゃなくて、その建物には女性だけで、出入りできるのは決まった男性だけ。それ以外の男性がこっそり入ろうものなら、首を切って落とされる。そんな危険で、だけどこの国で一番豪ごう華か絢けん爛らんな場所だ」

　考えたあげく、ふとある事を思いついた。

「もしかして、後宮ですか？　皇帝陛下の后こう妃ひ様とか側室とかが住んでいらっしゃるという」

　木蓮が神しん妙みような顔で頷うなずいた。

「その通り。実は皇太子が皇位につく際は、必ず妻を娶めとっている事という決まりがあるんだ。煌翔様は一年後に皇位を継がれるけど、まだ独身でいらっしゃる。だからそうそうに身を固めてもらおうと煌翔様の後宮が作られる事になったんだ」

　後宮と聞いて思い浮うかぶのは、着き飾かざった女性達が優ゆう雅がに暮らしているのだろうという事ぐらいだ。下町で暮らす自分には遠い世界過ぎて、それ以上の事は想像もできなかった。

「それで后妃候補の姫ひめ達が続々と集まっているんだけど、まず后妃候補として認められるには、大きく分けて二つの条件がある。一つは身分だ。宮廷でも高位についている方の娘むすめや妹などが后妃候補として認められる。そしてもう一つの条件は」

　木蓮が人差し指を立てて、じっとこちらを見つめた。

「秀ひいでた才能を持っている事。たとえば香こう士しになれるほどの知識と技術を持っているとかね」

　そこまで聞いてはっとした。

「じゃあ、わたしも后妃候補になれるって事ですか？」

「ああ。ただし、貴族である事が大前提だ。君はもとは貴族だけどいまは下町暮らし。本当なら後宮には入れないけど、私が身元引受人になれば、何とかなるかもしれない」

　言葉を句切った木蓮が、そっと肩かたに手を置いた。

「何より凜莉は才能がある。さっき医い療りよう所で女性を助けた時の事を煌翔様がとても褒ほめていただろう。あのあとも、側近達の間で君の手て際ぎわがよかったと話題に出ていた。その実績もあるから、もしかしたら後宮入りできるかも」

　突とつ然ぜんの話に目を白黒させた。

「後宮入りしたら、調香会に出られるんですか？」

「そう簡単にはいかないよ。陛下や煌翔様に直接お目にかかり、調香会に出たいと直じか談判する必要がある。かなり難しいけど、何もしないで下町で手をこまねいているよりは、後宮に入って機会を窺うかがう方が調香会に出られる可能性は高いかもしれない」

　その言葉を聞いて、ふと不安が心によぎった。

「それって、とても危険な事ですよね。調香会に参加したいが為ために後宮に入るなんて。もしうまく説得できなくて皇こう帝ていや皇太子の怒いかりを買えば処しよ刑けいされてもおかしくないのでは……？」

　おそるおそる問いかけると、木蓮が真しん剣けんな顔で頷いた。

「ああ、しかもそれだけ危険をおかして後宮に入っても、身分の高い方達に会えるとは限らない。でも香士でもない凜莉が秘宝香作りに参加しようと思うなら、それぐらい覚かく悟ごしないと」

　厳しい言葉だったが、本当の事でもあった。木蓮が腕組みする。

「宮廷の外へ蘭天木を持ち出すのは禁止されているから、ここには持ってこられない。調合するのに特別な道具もいるから、宮廷以外の場所での調合は不可能だ。秘宝香の調合に挑ちよう戦せんしたいのであれば、凜莉が宮廷に来るしかない」

　確かにそれしか方法はないように思えた。後宮なんて見た事もない世界に足を踏ふみ入れるのは、本音を言うと怖こわかった。だけど、その恐きよう怖ふを押し殺してでも叶かなえたい夢がある。

「父の名誉を回復する為にできる限りの事をしたいんです。後宮に入る事で秘宝香作りに挑戦できる可能性があるなら……わたしは行きます」

　思いの丈たけを口にすると、木蓮がまたしても渋い顔をした。

「でもいまさらだけど、後宮は怖いところだよ。后妃候補の姫達がにこにこ笑いながら、びしばし火花を散らして睨にらみ合ってる。その争いに凜莉が巻き込まれたらと思うと心配だよ」

「わたしも恐こわいです。震ふるえるほど。だけど、恐いからといって立ち止まっていたら、前には進めないと思います。秘宝香を完成させる為なら、わたしはどんな事でもします」

　決意を言葉にすると、木蓮がようやく表情を緩ゆるめて、頷いた。

「わかった。では私にできる精いっぱいの補ほ佐さをするよ。秘宝香を作り上げる為に頑がん張ばろう！」

　夢への第一歩を踏み出す為、さっそく木蓮と二人で今後の作戦を練る事にした。
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　調香会の話を聞いた二日後には、木蓮が後宮に入れる許可をもぎ取ったと訪ねてきた。

　すぐに準備に取りかかろうと彼の屋や敷しきに連れて来られた凜莉が目にしたのは、美しい衣い装しようの数々と豪ごう華かなかんざしや装そう飾しよく品。そして自分より少し年下の可愛かわいらしい少女だ。

「紹しよう介かいするよ。凜莉。彼女は涼りよう果か。私が雇やとった、後宮で君の世話をしてくれる女官だ」

　涼果は可か憐れんという言葉がよく似合う少女だ。

　髪かみを三つ編みにして二つに結ゆい、白い襦じゆ裙くんを着て青い帯を巻いていた。

　衣装が壁かべに並べられた広い部屋で向き合うと、涼果がおじぎした。

「初めまして。どうぞよろしくお願い致いたします。凜莉様」

　やや恥はずかしそうな様子の涼果を見て、慌あわてて木蓮に顔を向ける。

「女官なんてわたしにはもったいないです。自分の事は自分でできます」

「でも凜莉はもとは貴族とはいえ、宮廷での作法はよく知らないだろう。それに一応后妃候補なんだから、女官の一人ぐらいいないと。涼果は宮仕えが長いから、いろいろ教えてもらうといい。それと涼果には、凜莉が秘宝香作りに挑戦したいと思ってる事も伝えてあるから」

　驚おどろいて目を向けると、涼果は何もかも心得たように頷いた。そんな彼女に思わず一歩近寄る。

「わたしは目的を偽いつわって後宮に入ります。それはみんなに知られたら罰ばつせられる行こう為いです。わたしと一いつ緒しよにいたら巻き込まれるかもしれない。わたしは自分の夢の為に命を賭かけるつもりだけど、あなたを危険な目にあわせたくないわ」

　涼果は顔色一つ変えず、決意の色を浮かべた眼まな差ざしをこちらに向けた。

「事情は木蓮様から聞いています。何もかもわかった上でお引き受けしました。……実は木蓮様は私の母の恩人なんです。木蓮様の香で母は長なが患わずらいから快復して、いまはどうにか普ふ通つうに生活できるまでになりました。木蓮様がお困りだったら、今度は私がお手伝いしたいんです」

　涼果の決意の強さを感じながらも、やはり他人を巻き込むのには抵てい抗こうがあった。

　悩なやんでいると、木蓮が神妙な顔でこちらと涼果を交こう互ごに見た。

「凜莉と涼果の身元引受人は私だ。凜莉が後宮に入った目的が秘宝香作りだとばれて、万一咎とがめられるような事になったら、その罪は私がすべて負うつもりだ。凜莉と涼果は何とか逃にがしてあげるから。凜莉、心配だろうけど、涼果を連れて行ってくれ」

　木蓮の言葉は優やさしかった。思わず彼を見つめ、そして息を深く吸い込んだ。

「……わかりました。彼女には一緒に来てもらいます。ただし本当の目的が知られて、もし罰を受ける事になったとしても、彼女は逃がしますがわたしは逃げません。だってわたしはわたしの夢の為に後宮入りするんですから。それを見咎められて罰を受けるのは覚悟の上です」

　悪くすれば、処刑される事だってあり得るだろう。本当は恐くて仕方ないが、木蓮だけに責任を取らせて逃げるなんてできなかった。苦く笑しようした木蓮に頭をぽんっと軽く叩たたかれる。

「そう気を張らないで。うまく皇帝陛下や煌翔様を説得して秘宝香作りをしてもいいという許可をもらえれば、誰だれも罪には問われないんだから」

　心には不安が募つのっていたが、それを何とか封ふうじ込めて笑え顔がおを作った。

「ええ。秘宝香を作れれば、わたしは父さまの名めい誉よを回復できるし、香道省は潰つぶされずにすむ。まずはわたしがうまく後宮に溶とけ込んで、皇帝陛下か煌翔様にお目にかかって秘宝香作りと調香会への参加の許可を頂く事が大事ですよね」

　強大な力を持つと言われる秘宝香を手に入れたいと皇族も思っているはずだ。だったら、父の調合の場に立ち会っていた自分の嗅きゆう覚かくは役に立つと訴うつたえれば、希望はあるはずだった。

「凜莉なら大だい丈じよう夫ぶだと私は信じているよ。だけどまずは準備が必要だ。いまから宮廷や後宮の事を説明するから、しっかり覚えて心構えをしてくれ。凜莉は后妃候補だから、そう簡単に後宮から出られない。宮きゆう廷ていに行ったら涼夏が私と凜莉との連れん絡らく役を引き受けてくれるから」

　涼夏に目を向けると小さく頷うなずいていた。木蓮が右手を自分の肩に、左手を涼果の肩に置く。

「これから私達三人は運命共同体だ。秘宝香という何百年も誰も完成させる事ができなかったものを作る為には、少々……いやかなり危険な事もしなければならない。だけど、それを乗り越こえればきっといい結果を迎むかえられるはずだ」

　木蓮の言葉は力強かった。一度息をついてから、改めて涼果に目を向ける。

「危険な事に巻き込んでごめんなさい。だけど、どうしてもやり遂とげなければならない事があるの。あなたの身の安全は絶対に守るから、協力してください」

　頭を下げると、涼果が驚いた顔をした。そして小さく微笑ほほえむ。

「いままで私が仕えた方達は、みんな私の事なんて人間扱あつかいしないような方達ばかりでした。頭を下げてくださるなんて恐おそれ多いです。私も精いっぱい仕えさせて頂きます。凜莉様」

「様なんてつけなくていいわ。呼び捨てにして」

「とんでもない。凜莉様はご主人様ですから。私の事は涼果とお呼びください。女官を呼び捨てにしないなんて、後宮であやしまれます」

　確かにそうだと思った。仕方なく、涼果に再び目を向ける。

「じゃあ、涼果。どうぞよろしく」

　嬉うれしそうに微笑んで頷いた涼果を見て、木蓮がぱんぱんと手を叩いた。

「話がついたところで、そろそろお勉強の時間にしよう。宮廷と後宮と秘宝香について凜莉も知っている事もあるとは思うけど、一度確かく認にんしあっておいた方がいい。こっちにおいで」

　木蓮に促うながされて、涼果と一緒に奥の部屋に進んだ。







　凜莉は丸い机を囲んで、木蓮と向かいあって座っていた。

「お茶をどうぞ」

　目の前に置かれた、涼果が淹いれてくれたお茶の香かおりを胸いっぱいに吸い込む。

「いい香りね。これって餅へい茶ちやでしょ」

「はい。私が作ったんです。蒸むした茶葉を固めて乾かん燥そうさせて作るんですよ」

「茶葉を手作りするなんて器用ね。すごいわ！」

　口に含ふくむと、ほどよい苦みがあって、口の中がさっぱりした。

「おいしい！　店で売っている高級な茶葉と変わりないわ」

　涼果が嬉しそうに頰ほおを赤らめた。木蓮もお茶を口にして、姿勢を正す。

「では一服したところで、そろそろ宮廷と後宮について話をしようか。涼果も座って」

　おいしいお茶にほっと一息ついていたが、慌てて気を引き締しめた。

　涼果がおずおずと右みぎ隣どなりに座るのを見届けて、木蓮が眼鏡を押し上げた。

「前にも言ったが、皇こう帝てい陛下の朱しゆ令れい聞ぶん様は体調を崩くずされていて、あまり部屋から出て来られない。皇太子である朱煌翔様が政まつりごとのほとんどを担になっておられる。煌翔様が皇位を継つがれるまでには、秘宝香を完成させたいというのが、皇帝陛下のご意向だ」

　話に耳を傾かたむけていると、木蓮が腕うで組ぐみをした。

「秘宝香は存在すら不確かな香こうだけど、すべての香士達が秘宝香の完成を目指しているといっても過言ではない。なぜかわかるかい？」

　木蓮の問いかけに、表情を引き締めた。

「秘宝香を作れる者だけが、香士の頂点である正香士を名乗る事が許されるからです。そして正香士になれば、皇帝から瑞ずい獣じゆうの称しよう号ごうの一つ〝麒き麟りん〟の座を戴いただける。麒麟の称号を戴ければ、皇帝に従って国の政の中ちゆう枢すうを担う事ができます」

　瑞獣とは国を守り栄えさせると言われる幻げん獣じゆうだ。

　神瑞国では、子どもでも知っている吉きつ兆ちようの獣だった。

「そうだ。栄えい誉よある瑞獣の称号は三つある。凜莉、答えられるかい？」

「はい。この国を統すべる皇帝が『龍りゆう』の称号を戴き、皇帝の守り神とされる『鳳ほう凰おう』の称号を軍を司つかさどる大将軍が戴き、仁の心で国を守ると言われている『麒麟』の称号を正香士が戴く」

　木蓮が満足そうに頷いた。

「そう。麒麟と鳳凰の称号を持つ者は、龍の称号を持つ皇帝の隣となりに座る事を許される。皇帝の次に権力を持つのは普通なら宰さい相しようだ。しかし麒麟と鳳凰は宰相より立場が上になる。つまり皇帝に次いで尊ばれる存在となるんだ。二人がどれほど権力を持つ事になるか想像できるよね？」

　話が壮そう大だいすぎたが、何とか理解して頷くと、木蓮がお茶を口に含んでから話を続けた。

「龍と鳳凰の称号は代々決まった一族に引き継がれている。龍はもちろん皇族だし、鳳凰は代々大将軍を輩はい出しゆつする一族の長おさだ。だけど麒麟だけは違ちがう。麒麟の称号を戴く正香士になる条件は〝秘宝香〟を作れる事だ」

「ええ。いままでも麒麟の称号を求めて、たくさんの香士が秘宝香を作ろうとしてきたと父から聞いています。でもいまだに成功した者はいないので、麒麟の称号を得た者はいないとも」

　木蓮と話をしていると、ふともじもじしている涼果に気付いた。

「どうしたの？　涼果」

「すみません。勉強不足であまり話についていけなくて」

「わからない事があったら聞いて。涼果も仲間なんだから、遠えん慮りよしないでいいのよ」

　優しく話しかけると、涼果が言葉を選ぶようにして口を開いた。

「瑞獣が神瑞国にとって尊い存在だというのはわかります。麒麟の称号をもらえると、この国の……ええっと皇帝陛下の次くらい位が高くなるのですよね？」

　たどたどしい口調の涼果に向かって、木蓮が頷いた。

「そう。陛下はその三人の瑞獣の称号を持つ者を揃そろえたいと仰おつしやってるんだ。今度ある調香会の目的は秘宝香を作る為ためだけど、秘宝香を作れる香士を探す為でもある。高官達や香道省を嫌きらっている軍からは、もし調香会までに秘宝香を作れないようなら、香道省を潰すとまで言われているんだ。今回の調香会は香道省の長である私にとっても正念場なんだよ」

　木蓮は思案顔だ。涼果がやや首を傾かしげた。

「でも陛下は香がお好きだと伺うかがっていますし、いままでも香道省に目をかけておられたと聞いています。いくら高官達や軍が潰すと言っても、陛下は香道省を守ってくださると思うんですが、どうして今回に限ってそんなに瑞獣の称号を持つ三人を揃える事を望まれるのですか？」

　涼果の疑問はもっともだった。木蓮がそっと声を潜ひそめた。

「瑞獣の称号を持つ三人が揃えば、国が栄えると言われている。それは有名な話だし、凜莉も涼果も知っているだろうけど、実はその話には続きがあるんだ」

　木蓮がやや前のめりになって、更さらに声を小さくした。

「瑞獣の称号を持つ三人が揃うと、世界を制せい覇はできる強い力を得るという言い伝えがある」

「世界を制覇する力!?　それっていったい、どんな力なんですか？」

　思わず身を乗り出した。

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない話だが、木蓮の真しん剣けんな表情からすると噓うそではないようだ。

「私にもわからないよ。だけど陛下はそれを信じておられる。何より瑞獣は我が国に根強く残る昔からの文化だ。称号を持つ三人が揃えば、民たみは宮廷への信しん頼らいを厚くし心を一つにして国力も上がるだろう。陛下と煌翔様はそう考えて、調香会を開く事にしたみたいだ」

　話を聞いていて、ずっと疑問に思っていた事を口にした。

「瑞獣の話はわかりました。ずっと聞きたかったんですけど、そもそも秘宝香ってどんな効能なんですか？　父さまが完成したって喜んでいたのは覚えているんですけど、実際どんなものかまでは覚えていなくて。皇族と香道省の一部の人しか知らない国秘だと聞きましたが」

　秘宝香はどんな大国をも撃げき退たいできる強大な力を持つと聞いている。

　しかし具体的にどんなものかはわからない謎なぞの香だった。木蓮が顔をしかめて腕組みした。

「教えてあげたいんだけど、秘宝香の秘密を漏もらすと有う無むを言わさず死し刑けいだ。秘密を知りたいなら、秘宝香を調合する許可を陛下か煌翔様に頂かないといけない。それまではいくら凜莉でも教えられないんだ。だからまずは、調香会への参加の許可をもぎ取ってくれ」

　話を聞いていた涼果が、戸と惑まどうように視線を動かした。

「では、凜莉様は調香会に参加する許可を直接陛下に頂く為に、翼よく舞ぶ宮ぐうへ行かれるのですね」

「翼舞宮って？」

　聞き覚えのない名前に首を傾げると、木蓮がこちらに顔を向けた。

「陛下の後宮の事だ。でも、陛下はお身体からだの具合が悪いから、最近は翼舞宮へお渡わたりになる事はないらしいんだ。だから凜莉に翼舞宮に入ってもらっても陛下にお目にかかる事はできないだろうと思って、煌翔様の後宮……麗れい華か宮ぐうに入ってもらう事にしたよ」

　煌翔の見み目め麗うるわしい姿を頭に思い浮うかべて、ふいに顔が赤くなる。

「そ、そういえば、秘宝香作りにばっかり考えがいってましたけど、後宮に入るって事は、つまり后こう妃ひ候補になるってわけですよね？」

　煌翔は見た事もないほど整った顔立ちで、性格も良さそうだった。あんな素す晴ばらしい方にもし見み初そめられたらと思うと、恥はずかしさと照れくささでどぎまぎした。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。麗華宮には綺き麗れいで品がある姫ひめがたくさんいるから、凜莉には声もかからないと思うよ。安心して！」

　木蓮が満面に浮かべた笑えみを見て、複雑な気持ちになった。

「……それってわたしは綺麗じゃないし品もないから、心配いらないと言いたいんですか？」

　容姿に自信があるわけでは決してないが、木蓮の口から改めて言われるとさすがに傷付いた。

　木蓮がはっとした顔になる。

「いや、そういうわけじゃなくて。後宮に入っても凜莉なら相手にされな……ああ、いや」

　話すたびに墓ぼ穴けつを掘ほる木蓮は、一度ごほんと咳せき払ばらいしてからまた口を開いた。

「凜莉がどうこうじゃなくて、実は煌翔様は后妃を娶めとるのを渋しぶっておられるらしいんだ。麗華宮もできたばかりで十人ほどの姫が住んでいるけど、まったくお渡りにならないらしい」

　煌翔が后妃を娶るのを渋っているというのも驚おどろきだが、もっと気になった事があった。

「麗華宮には十人も姫がいるんですか!?」

「少ない方だよ。翼舞宮には百人を超こえる側室がいるからね。女官まで含めると、千人以上の女性が暮らしている。麗華宮にもこれから続々と姫達が集まる予定らしいよ」

　あまりの規模の大きさにあいた口が塞ふさがらなかった。

「すごいですね。……それにしても煌翔様はなぜ后妃を娶るのを渋っておられるのですか？」

「さあね。でも皇位を継ぐ時には、后妃を娶っていなければならないという決まりがあるんだ。だから煌翔様も遠からず后妃をお選びになるはずだ。麗華宮にはこれからたくさんの美女が集まるんだから、いくら渋っていても一人ぐらい気に入った女性も見つかるだろうし」
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「そうなんですか。そういえば、後宮の女性達にも身分があると聞きました。具体的に、わたしはどういう身分で麗華宮に入るんでしょうか？」

　央西堂の娘むすめだというのは、隠かくした方がいいだろうと木蓮に言われていた。

　悔くやしいが、父は秘宝香作りに失敗したと思われている。その為、宮きゆう廷ていでの立場は亡なくなったいまでもよくないらしい。央西堂の娘だと知られたら、官人達から注目されるだろう。

　目立つのは避さけたかった。調ちよう香こう会まで時間もないのでまずは目立たず後宮に入り、煌翔と二人で話せる機会を探さぐって秘宝香作りの許可を得るのが一番早いのではないかと、木蓮と話し合っていた。身元を偽いつわるのなら、自分はどういう立場で後宮に入るのか知っておきたい。

　疑問に答えてくれたのは、涼果だ。

「凜莉様は才人という立場になります」

「それっていったい側室としてはどれぐらいの身分なの？」

「わかりやすくいうと、かなり下の方です。才人は女官の仕事も兼けん務むする事が多くて、翼舞宮では一度も陛下にお目にかかった事がないという才人がたくさんいます」

「そうなんだ。他ほかには後宮ではどんな身分の女性がいるの？」

　貴族ではあるが、下町暮らしが長かったので、そういう事には疎うとかった。

「麗華宮はできたばかりでまだ姫達も少ないので、わかりやすいようにまずは翼舞宮での身分のお話をしますね。翼舞宮で一番高い位はもちろん后妃様です。ですが后妃様は数年前に亡くなられました。ですから翼舞宮を取り仕切るのは、四妃と呼ばれる四人の側室達になります」

　さすがに宮仕えが長い涼果は、後宮の事には詳くわしかった。

「四妃とは、貴妃・淑しゆく妃ひ・徳妃・賢けん妃ひという位を与あたえられた姫達です。その下に九きゆう嬪ひんと呼ばれる九人の側室。その下に二十七世婦と呼ばれる側室達が控ひかえています。凜莉様は才人ですので二十七世婦の身分になります」

　聞くだけで頭が混乱しそうだった。何とか頭の中を整理しつつ、涼果の話に耳を傾かたむける。

「后妃は四妃から選ばれるんです。ですが麗華宮はできたばかりで四妃も決まっていません。近いうちに四妃を決める行事も行われると思いますが、調香会が終わってからだと思います」

　聞いた事のない名めい称しようについていくのがやっとだった。思わず机に突つっ伏ぷす。

「わたし、覚えられるかしら……？」

「覚えてもらわないと困るよ。後宮入りは二日後だ。それまでに最低限の礼れい儀ぎと挨あい拶さつと後宮のしきたりを覚えてもらうからね。びしばし鍛きたえるから覚かく悟ごして」

　にっこり笑顔の木蓮が、本気になったらどれだけ厳しいか調合の弟で子しである自分はよく知っている。おそらく二日間寝ねる間もないだろう。

「が、頑がん張ばります……！」

　しかし弱音だけは吐はかないと自分に言い聞かせて、拳こぶしを握にぎって決意を口にした。
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　二日間の後宮入りする為ための猛もう特とつ訓くんが終わり、今日はいよいよ宮廷へ行く日だった。

　凜莉は、赤い地に白い花はな柄がらの刺し繡しゆうが入った着物をまとった自分を、鏡で見つめた。

「お似合いですよ。凜莉様！」

　着付けを手伝ってくれた涼果が鏡越ごしに見つめている。赤い布地は絹でできていた。

　腰こしを白い帯で締しめ、裾すそはふわりと広がっている。曲きよく裾きよと呼ばれる形の着物は上質な品で、おそらく自分が一月で稼かせぐ金額よりも高い値がすると思われた。背中までの黒くろ髪かみは涼果の手で左右で三つ編みにされ、横で結ゆい上げられた。赤と白の花を象かたどったかんざしをさし、最後に先が尖とがった靴くつへと履はき替かえる。着物と同じ赤色の靴は小花が刺繡されていて、可愛かわいらしかった。

　あれよあれよというまに、鏡の中の自分はそこそこ身分が高そうな女によ人にんへと姿を変えていた。

　仕上げが終わって呼ばれた木蓮は、部屋に入ってきて目を見張った。

「うんうん。綺麗だ。手をかければ、凜莉も見られるね」

「手をかけなければ見られないんですね」

　時々木蓮はとても失礼だと思う。頰ほおを膨ふくらませると、木蓮が苦く笑しようした。

「すまない。つい正直な感想を……いやいや、とりあえず、着物は他にもたくさん用意したから。かんざしと靴と装そう飾しよく品もあるし、もっていってくれ」

「申し訳ないです。こんなに用意してもらって」

「いいんだ。後宮に入るならそれなりの恰かつ好こうをしないと。それにいままでも凜莉にはいろいろ買ってあげたかったけど、いつも断られていたからね。そうそう、お金の心配はいらないよ。実はね、私はある国の皇太子で、かなりの財産があるんだ」

　真しん剣けんな顔になった木蓮の話を一いつ瞬しゆん信じそうになった。

「……それはあまりに現実味がなさすぎて、いくらわたしでも信じられません」

「ええっ？　凜莉はどんな噓うそでも信じてしまうところが可愛いのに」

　木蓮がわざとらしく目を丸くした。そしてすぐに苦笑して気を取り直したように口を開く。

「まあ、冗じよう談だんはおいておいて、このぐらいは西堂様に受けた恩からしたら安いものだよ」

「恩があるのはわたしの方。木蓮が調合を教えてくれたおかげで、香を売って生活できるようになったし。今回だって身元引受人になってくれたおかげで宮廷に入れるんですから」

　木蓮は、父が亡くなって生活が苦しくて困っていた時に、金銭的な援えん助じよをしてくれた。

　自立したいという思いを告げると、調合の仕方を教えてもくれた。

　彼は調合の師し匠しようであり恩人だ。いま母と二人で何とか生活ができるのは彼のおかげだった。

「凜莉に宮廷で秘宝香を作る手伝いをしてもらいたいと私も思っているんだ。もし調香会で失敗したら、香道省は潰つぶされるかもしれない。そうしたら、私も失業してしまう。この着物もかんざしも必要な出費なんだから気にしないで」

　木蓮がふと、心配そうな顔つきになった。

「ところで蓮歌様に後宮の事は話したのかい？　蓮歌様は西堂様の秘宝香の成果を認めなかった宮廷にあまりいい感情はもっておられなかった。後宮なんてと反対されたのでは？」

「ええ。きっと言ったら止められると思って、しばらく泊とまりで仕事をする事になったと言ってきました。医い療りよう所の先生にわけを話して、しばらく母さまを預かってもらう事になったんです。最近身体からだの具合もよくないし、静養もしてもらいたくて」

　噓をつくのは心苦しかったが、身体が弱っている母にこれ以上心労はかけたくなかった。

　医療所なら信しん頼らいできる澄明もいるし、宮廷からの寄付金をもらえた事で手伝いの人も増えたらしく、母の世話もしてもらえるという事だった。

「そうか。ではこの事は蓮歌様には内ない緒しよだね。知ったらきっと卒そつ倒とうするよ。凜莉、私も精いっぱい頑張って秘宝香の秘密を解き明かすから、涼果と三人で頑張ろう」

　三人で輪になって頷うなずきあった。今日から自分の運命は大きく変わるだろう。しかし何があっても、父の名めい誉よを回復させる為に秘宝香を作ってみせるという決意は変わらないと誓ちかった。
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　宮廷を訪おとずれるのは六年ぶりだ。凜莉は巨きよ大だいな門を馬車で潜くぐり、見えて来た宮廷に目を見張る。

「父さまと来た時とぜんぜん変わってない」

　門の中は白い玉砂じや利りを敷しき詰つめた庭になっていた。正面には、黒光りする瓦かわらがのった大きな建物が見える。朱しゆ色いろと緑と金という色しき彩さいを組み合わせた巨大な建物は、子どもの頃ころに見た時と同じ圧あつ倒とう的な迫はく力りよくを放っていた。ふと、子どもの頃宮廷に来ていた時の事が頭に浮うかぶ。

「父さまは普ふ通つうなら香木として使わないようなものでも、香料にしようとしてたっけ」

　父が調合に励はげむ後ろ姿を思い出すと、すぐにズキリと頭痛がした。

「いたっ……！」

「どうしたんだい？」

　正面に座っていた木蓮と涼果が心配そうに顔を向ける。

「父さまの事を思い出そうとすると、いつもなぜか頭痛がするんです。宮廷に入って父さまの事を少し思い出しかけたんですけど、頭痛のせいで……」

　木蓮が一瞬真顔になった。

「……あまり無理をするとよくないよ。この宮廷には西堂様との思い出もあるだろう。無理に思い出さなくても、そのうちまた頭に浮かび上がってくるさ。それにしても、西堂様はすごいね。香料を娘に嗅かがせる為だけに、内緒で宮廷に連れて来ていたんだろう？」

「父さまは何というか……浮き世離ばなれしていて、調合の為なら何でもする人だったから」

　ようやく頭痛が治まってきたので、外に目を向けた。色いろ鮮あざやかな宮廷の建物は、豪ごう華か絢けん爛らんという言葉がぴったりだった。そんな建物が数え切れないほどあって、まるで一つの街のようだ。

「たくさん建物があるんですね。子どもの頃来た時は、香こう道どう省ばかりにいたので、こんなにちゃんと宮きゆう廷ていの中を見るのは初めてかも」

「建物は宮ぐうと呼ばれるんだ。それぞれ役割があって、それにちなんだ名前がついている。たとえば、香道省の建物は〝香こう道どう宮ぐう〟。軍が管理している建物は〝軍ぐん部ぶ宮ぐう〟。陛下がおわす宮は〝皇こう帝てい宮ぐう〟。そして……」

　木蓮が言葉を句切ったと同時に、馬車が止まった。

「ここが煌翔様の後宮として作られた麗華宮だ」

　馬車から見上げると、真新しい朱色の柱が印象的な大きな建物が窺うかがえた。金きん箔ぱくで飾かざられた門の上には、麗華宮の名前が刻まれている。真新しい建物からは、ひのきの香かおりが漂ただよっていた。

「できたばかりだと聞いていましたけど、作られてからまだ一月も経たっていないのでは？」

「よくわかったね。つい二十日ほど前に完成したばかりだ。そんな事も鼻でわかるのかい？」

「はい。木の香りで建築されただいたいの年月がわかるんです。まだ木の香りがみずみずしいから、建ててそう時間は経っていないなと思って。それにしても立派ですね」

　木蓮が先に馬車から降りて、手を差し出してくれる。

　その手を借りて地面に足をつき、改めて麗華宮を見上げた。

　後宮なんて見たのは初めてだ。しかも自分が入る事になるなんて、夢にも思わなかった。

（後宮は女性ばかりでもめごとも多いって聞くわ。怖こわいけど、夢を叶かなえる為よ。頑張ろう！）

　改めて決意していると、木蓮がこちらに向き直った。

「じゃあ、私はここで。あとは頑張ってね」

「ええっ!?　もう行っちゃうんですか？」

「後宮に入れる男性は、皇族と許可を得た警護の兵だけだ。私が入ったら首を切られるよ」

　冗談めかしているが、それは現実に起こりえる事だった。

「女性達の争いに巻き込まれて、毒を盛られたりしないでね。ああ、それは心配ないか。毒を盛られても、凜莉の嗅きゆう覚かくならすぐ気づけるし、安心だね」

「ぜんぜん安心じゃないです！　毒以外で何かされたらどうするんですか。っていうか、そんな事が本当に起こるんですか？　後宮ってそんなに危険なところなんですか!?」

「冗談だよ……って言いたいけど、今回ばかりは冗談とも言えないね。死んだりしないでくれよ。ここに連れて来たのは私だから凜莉が死んだりしたら寝ね覚ざめが悪いし。……何かあったら、涼果に頼たのんで私に知らせてくれ。たとえここが後宮でも助けにくるから」

　そのひと言は、いまの状じよう況きようでは何より心強かった。

（木蓮……なんだかんだ言って、やっぱり優やさしいな）

　頼たよりになる味方が一人でもいてくれれば、何とか乗り切れるかもしれないという気持ちにもなった。頷くと、木蓮がそっと頰に手を触ふれた。

「じゃあ凜莉。気をつけて」

　優しい指の感かん触しよくが頰から去るのが寂さびしかった。それでもその気持ちを堪こらえて、平気な顔をした。恐こわいから帰りたいといえば木蓮は許してくれるだろう。しかしそれでは夢は叶えられない。

　自分で決めた事は、最後までやり遂とげたかった。木蓮を見送ると、涼果が頭を下げる。

「後宮のお部屋にご案内します。凜莉様」

　先導して歩き始めた涼果を見て、思わず首を傾かしげた。

「涼果は麗華宮に詳くわしいの？」

「はい。私はもともと翼舞宮で母と一いつ緒しよに働いていたんですけど、麗華宮ができた時にお掃そう除じやら姫ひめ達を迎むかえる準備やらで何度も出入りしていたので」

　涼果のあとをついて、麗華宮に足を踏ふみ入れた。傷一つない長い廊ろう下かは庭に面している。

　手入れされた庭は、爽さわやかな風が吹ふいていて心地ここちよかった。

「中も綺き麗れいね。まだ新しいし広いし、後宮って思っていたよりもずっと大きいものなのね」

　しばらく歩くと、左手にある庭から蜂はち蜜みつのような甘い香りが漂って来たのに気付いた。

　いい香りだが、思わず顔をしかめる。香りを嗅いで頭に浮かんだのは、蜜みつを吸う蜂はちの姿だ。

　鋭するどい針を隠かくし持つ蜂は小さくても恐きよう怖ふを感じた。香りが気になって辺りを窺うと、庭にある東あずま屋やに女性達が集まっているのが目に入った。その光景を見て、思わず足を止める。

「すごい美人揃ぞろいだわ……！　さっきの香りは彼女達からみたいね」

　東屋では、女性達がお茶を吞のんで談だん笑しようしている。まるで天てん女によが集まったかのような光景だ。

　彼女達は自分と年は変わらないように見えるが、丹たん念ねんに化け粧しようを施ほどこし、色とりどりの曲きよく裾きよをまとっていて、全身から色気を醸かもし出していた。声に気付いたのか彼女達がこちらを見み据すえた。

「凜莉様。頭を下げてください。みなさん、四し妃ひ候補の方達です」

　涼果の小声での忠告にはっとした。

（確か、四妃は后こう妃ひの次に位が高いのよね。その候補だというなら彼女達はきっと身分が高いんだわ）

　涼果に倣ならって慌あわてて膝ひざを折って頭を下げた。

　できるだけ騒さわぎは起こさず目立たない。それが木蓮との約束だ。

「あら、初めて見る方ですわね」

　東屋から出てきた女性達が、優ゆう雅がな仕草で歩み寄り目の前まで来た。

　女性達は三人いた。前に立っている二人の姫ももちろん美しいが、目を奪うばわれたのは一番後ろにいる姫だ。小さな顔には整った眉まゆときりりとした眼まな差ざし。

　すらりと背が高く、まるで高価な人形のように品があって完かん璧ぺきな美び貌ぼうだった。

（この立ち位置からすると、後ろにいる綺麗な姫が一番身分が高そうだわ）

　さっと状況を把は握あくした。考えが当たっていたのか、向かって右前にいた女性が後ろにいる女性に媚こびるような笑えみを浮かべた。

「こちらにいらっしゃるのは、翡ひ翠すい姫ひめです。宰さい相しようの壬じん功こう徳どく様のご息女よ。わたくしは珠しゆ華か。こちらは蘭らん々らん。わたくしと蘭々は、尚しよう書しよ省の左さ丞しよう相じよう、右丞相の娘むすめなの。あなたはどちらの姫？」

（いまのところ、皇族の次に位が高いのは鳳ほう凰おうの称しよう号ごうを持つ大将軍で、その次が宰相よね。その宰相の娘って事は、やっぱり後ろにいる翡翠姫が一番身分が高いんだわ。左丞相も右丞相も宮廷では高位だし、彼女達に逆らうとまずそうね）

　二日間で詰め込んだ知識を総動員して、いまの状況を理解した。

「ご機き嫌げん麗うるわしく。翡翠姫様。珠華姫様。蘭々姫様。凜莉と申します。香道省の木蓮様のご紹しよう介かいで麗華宮に入りました。香を調合する特技を麗華宮で生かすようにと言われております」

　礼れい儀ぎ正ただしく挨あい拶さつして、失礼はなかったはずだ。しかし姫達の顔色が変わった。

「特技で後宮入りしたの？　だったら姫なんて呼ぶ必要ないわね。才人として勤めるのがせいぜいじゃない。女官と一緒だわ」

　つんと顔を上げた珠華に、蘭々が頷うなずいた。

「ええ。特技があれば身分が卑いやしくても後宮に入れるなんて、私は反対だわ。麗華宮の質が落ちますもの。ねぇ、翡翠姫」

　翡翠はじっとこちらを見据えている。年は同じくらいだろうが、圧倒的な美しさと迫力ある佇たたずまいはとうてい同世代とは思えなかった。翡翠の美しい眼差しが、蘭々へと向けられた。

「煌翔様が、麗華宮には一芸に秀ひいでた者も入れたいと仰おつしやったそうです。煌翔様のお考えに沿うのが、私達四妃候補の務め。控ひかえなさい」

　翡翠の鈴すずが転がるような声で一いつ喝かつされて、蘭々が慌てて首を竦すくめた。

「は、はい。煌翔様のお考えに背そむくつもりはありません。……ただ、卑しい身分の者が麗華宮に入るのが気になるだけです。麗華宮で何かあれば、煌翔様にもご迷めい惑わくがかかるので」

　しどろもどろで答えた蘭々がきっとこちらを睨にらみつけた。

「だいたい、あなたも挨拶が遅おそいのよ。あとから来た者は、先に来た者に頭を下げて教えを乞こうのが後宮の習わし。もっとちゃんとしなさい」

（ええ!?　挨拶はちゃんと教えられた通りにしたし、何も失礼な事はしていないわよ。翡翠姫に怒おこられたから、こっちに八つ当たりしてるだけじゃないの？）

　そう思ったものの、口答えはしない方がいいと頭を下げた。

「申し訳ありません。至りませんで……」

「凜莉様は到とう着ちやくされたばかりでお疲つかれです。お許しください」

　涼果も頭を下げたが、その言葉がまたしても蘭々を刺し激げきしたようだった。

「疲れているですって？　挨拶もろくにできないくらい疲れているの？」

「それは……」

「たかが女官の分際で口答えなんて身分をわきまえなさい。なんて失礼なんでしょう。あなたみたいな女官がこの麗華宮にいるなんて許せないわ。誰だれかこの女官を追い出して。……いえ、それだけじゃつまらないわ。下着だけにして、外に放ほうり出しなさい」

　蘭々の声に、東屋で控えていた女官が数人集まってきて、涼果の腕うでを羽交いじめした。

「待ってください。涼果は……」

　慌てて止めようとしたが、伸のばした手を蘭々にはたき落とされた。

「逆らうおつもり？　私達は、身分も美しさも認められてこの後宮に来たのよ。四妃候補としてね。あなたはせいぜい才人どまりでしょう。煌翔様と会う事さえ叶わず後宮で一生を終えるのよ。後宮で出世したければ、私達の言う事を聞きなさい」

　後宮で生きていく為ためには、この場を何とかやりすごすのが賢かしこいとわかっていた。

　しかし、涙なみだを浮うかべて嫌いやがっている涼果の姿を黙だまって見ているのはもう限界だ。

　立ち上がり、涼果の腕を捕つかまえていた女性の手を振ふり解ほどく。

「何をするの！」

「さっきの会話で涼果が口答えしたとは思えません。それなのに、下着姿で放り出すなんて」

「まあ、どういう口の利きき方かしら。あなた、自分の立場をわかっているの」

　女官達も含ふくめると、十人以上の女性達に囲まれて恐かった。しかしここで怯ひるむわけにはいかない。涼果を辱はずかしめる彼女達を何とか止めなければと心を強くもった。

「四妃候補の姫様達とは口を利くのも恐おそれ多いと思っています。ですが姫様達がどれだけ身分が高いとしても、何をしてもいいという理由にはならないと思います」

　なるべく冷静に、言葉を発した。蘭々達と同じように感情的になってはならないと思った。

「生意気な！　後宮で私達に逆らったらどうなるかわかっているの」

「十分わかっています。ですが罪のない涼果が罰ばつを受けるのは納なつ得とくいきません」

　静かな声こわ色いろで訴うつたえると、珠華と蘭々の顔が怒いかりで赤く染まった。

「何ですって……！」

「待ちなさい」

　珠華と蘭々がぴたりと動きを止めた。翡翠が持っていた扇おうぎで品よく口元を隠した。

「もうそのぐらいにしなさい。あまり騒がしくすると、麗華宮の品位が疑われるわ」

　そのひと言に、珠華と蘭々はすぐに口を閉じた。翡翠が美しい黒い瞳ひとみでじっと見つめる。

「凜莉と言うのね。忠告しておくわ。あなたのような性格では後宮では長生きできなくてよ」

　珠華や蘭々の嫌がらせの言葉より、翡翠のひと言の方が震ふるえるほど怖こわく感じた。

　翡翠が背を向けて歩きだすと、珠華と蘭々が渋しぶ々しぶついていく。東屋に戻もどった彼女達を見届けて、着物をはだけさせられた涼果を立たせた。すぐに彼女達の目が届かない場所に移動する。

「凜莉様。助けてくれてありがとうございます。でも翡翠様達を敵に回してしまいました。どうしましょう。目立たないようにと木蓮様に言われていたのに。私のせいですね……」

　俯うつむいて涙を浮かべた涼果の肩かたに、そっと手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。涼果が無事だったならそれでいい。これからの事はまた考えましょう」

　涼果は目的を偽いつわって後宮入りすると知っていて協力してくれる仲間だ。危険な目にあっているのを、どうしても黙って見ていられなかった。泣きじゃくる涼果をそっと抱だきしめる。

「涼果はすごく助けてくれてる。ここにきた目的は煌翔様に調ちよう香こう会への参加を認めてもらうことよ。右も左もわからない後宮では涼果の協力は必要不可欠なの。一緒に頑がん張ばりましょう」

　二人で目を合わせて頷きあう。どうやら後宮での生活は波乱の幕開けとなったようだった。
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　後宮で与あたえられたのは、衣い装しよう箱と文机があるだけの殺風景な狭せまい部屋だった。

　凜莉はその部屋を見回して、目をきらきらとさせた。

「雨あま漏もりしないし、すきま風が入らないし、壁かべに穴があいてない！　感動だわ！」

　下町の長屋とはとうてい比べものにならなくて、どこに座ったらいいものかと落ち着かないでいた。そわそわしつつ、入り口の戸を見つめる。

「涼果に布ふ団とんや生活に必要な物をとってくるから、時間がかかるけどしばらく待っててって言われたのよね。……だけど木蓮が、蘭天木が宮きゆう廷ていに届くのは明日あしただから、明後日あさつてから秘宝香の調合に挑ちよう戦せんするって言ってたわ。できたらわたしも明後日から香道省に入りたい」

　一月後には皇こう帝ていと皇太子が参加する調香会がある。それまでに木蓮を筆頭とした香道省の香士と、一いつ般ぱんから選ばれた優ゆう秀しゆうな香士達が協力して、秘宝香を完成させなければならない。

「調香会に出るには陛下か煌翔様の許可をとらなくちゃ。でも二人とも、わたしなんかが簡単に会える方達じゃないわ。会って、しかも訴えを聞いてもらう為には準備が必要よ」

　入り口の戸をそっと開いた。傷一つない廊ろう下かが左右に延びている。知らない場所に一人でいるのは、不安だった。しかしその気持ちを深呼吸して心から追いやった。

「落ち着いて。夢を叶かなえる為なら何でもしようって決めたじゃない。……ここは煌翔様の後宮だもの。うまく待ち伏ぶせできたら、お目にかかれる機会はきっとあるはず。まずは麗華宮がどういう作りになっているか調べて、どこで待ち伏せすれば煌翔様に会えるか考えよう」

　調香会まで時間がないと思うと、焦あせりが心と身体からだを急せかした。

　涼果が帰ってくるまで待っていればいいのだが、その時間すら惜おしく感じる。

　いま自分にできる事をしようと、廊下に一歩踏ふみ出した。そして辺りをもう一度見回す。

　外観からすると、麗華宮はかなりの広さのようだ。とりあえず部屋の周りだけでもどうなっているのか確かく認にんして、自分一人でも自由に動けるようになりたかった。

　部屋から出た正面は庭に面していた。麗華宮は開放的な作りで、廊下は庭に面している事が多いようだ。手入れされた庭は、白い玉砂じや利りと緑の植木が目に優やさしかった。

　涼果の話ではここには姫ひめ達が十人ほどと、彼女達に仕える女官数十人が住んでいるらしい。

「やっぱり広いな。これは覚えるの大変そう。道に迷ったらどうしよう。…………あれ？」

　廊下を歩いて辺りを観察していたが、しばらくしてふと立ち止まる。そして振り向いて目を瞬またたかせた。何度か廊下の角を曲がったが、どこをどう曲がったかわからなくなっていた。

「噓うそ!?　もう迷ったの？」

　建物の中なので、そうそう迷子にはならないだろうと思っていたが、来た道を戻っても同じような光景が続くだけで、自分の部屋がどこかわからなくなっていた。

「うわっ、どうしよう！」

　頭を抱かかえつつ、誰かに会わないかとうろうろしてみたが、人の気配すらなかった。

「麗華宮には百人ぐらいいるはずなのに、どうして誰にも会わないんだろう。困ったな……」

　混乱しつつ廊下を行き来していると、ふいに鼻がすっきりするような刺激のある香かおりがした。

「甘いけど凜り々りしくて、背筋がぴんとのびるような緊きん張ちよう感かんを持つ香りだわ。これは匂におい香ね」

　火をつけなくても常温で香る香を小さな袋ふくろに入れたのが匂い香だ。

　胸むな元もとに匂い香を入れて持ち歩き、上品な香りを漂ただよわせるのが貴族の間では流行はやっていた。

「匂い香の香りがするって事は、……つまり、この香りの先には誰かいるって証しよう拠こだわ！」

　改めて自分の嗅きゆう覚かくに感謝した。普ふ通つうの人なら気付かないようなかすかな香りだが、絶対嗅覚を持つ鼻は、香りの持ち主がどこにいるかを正確に教えてくれる。

「よし、ここがどこか教えてもらおう！」

　慌あわてて駆かけ出した。しばらく廊下を進んで角を曲がると、どんっと何かにぶつかる。

「いたっ！」

　勢いよく背後にひっくり返ろうとしたが、誰かが腕を引っぱってくれたおかげで、何とか転ぶのは避さけられた。勢い余ってそのまましゃがみ込むと、頭の上から声がする。

「何をそんなに慌てているんだ」

　声には聞き覚えがあった。見上げると、皇太子である煌翔がじっとこちらを見つめていた。

「こ、煌翔様……!?」

（なんて幸運なの……！　こんなに早く皇太子様に会えるなんて。そういえば焦っていて気付かなかったけど、この香りは前に医い療りよう所で嗅かいだ煌翔様のものと同じだわ。うわぁ、あの時と同じ、赤い髪かみに灰はい褐かつ色しよくの瞳。整った顔に優しい……ん？）

　見み目め麗うるわしい煌翔に見つめられてうっとりしそうになったが、ふと眉まゆ根ねを寄せた。

　煌翔の表情が、医療所で見た時のような優しいものではなかったからだ。煌翔はまるで相手を馬ば鹿かにでもしているかのような顔で、大きなため息をつきつつ、腕うで組ぐみをした。

「どこを見ている。この俺にぶつかるなんていい度胸だな」

　冷たい表情と声は、凍こごえるような迫はく力りよくがあった。

　乱暴な口調は、医療所で会った煌翔とはまったく別人のようだ。

「は？　え？　あの？」

（も、もしかして、煌翔様によく似た別人？　いやいや、だって赤い髪と灰褐色の瞳なんて皇族にしかいないし。それにこの匂い香の香りは、間ま違ちがいなく前に会った時と同じだわ）

　呆ぼう然ぜんとしていると、煌翔がふんっと鼻を鳴らした。

「返事もできないような女官は俺の後宮にはいらん。色気もへったくれもないような小こ娘むすめはさっさと出て行け。……まったく、後宮なんてまだ必要ないといっているのに無む理り矢や理り作ったあげく、この程度の女官しか集められないなんて信じられん無能だな。宮廷の馬鹿どもは」

　低い声からは、うんざりしている様子が伝わってきた。

　柔やわらかい雰ふん囲い気きの優しくてきらきらした皇太子は、いったいどこにいったのかと戸と惑まどった。

「ここは俺の私室の近くだ。俺の許可がない者は近づいてはならん決まりだ。そんな決まりも守れないなんて、使えない女官だな。お前は」

　さきほどからの言葉を頭で反はん芻すうして、信じられない思いでいっぱいだ。

　混乱しつつも、ここに来た目的を思い出して、何とか立ち上がって口を開いた。

「わたしは凜莉と申します。あの……」

　調香会の話をしようとする前に、煌翔の片眉が上がった。

「名乗る必要はない。俺が名前を覚えるに値あたいしない女だろう。だからお前でいい。それともお前は俺が名前を覚えるほどの価値が自分にあると思っているのか？」

　さきほどからぐさぐさ刺ささる言葉の刃やいばに、くずおれそうな自分を何とか律した。

（いくら皇太子様でもそんな言い方はないんじゃないの!?）

　馬鹿にされているのだろうと思うと腹は立ったが、何とか気持ちを落ち着かせた。

　相手は皇太子だ。礼れい儀ぎを忘れないようにしなければと、深呼吸する。

「許可なく私室近くに来た事はお詫わびします。迷ってしまったんです。ただ、わたしは女官ではありません。そもそも女官だとしてもあなたと同じ人間です。お前呼ばわりは……」

　何とか落ち着いた声を出したが、煌翔はふっと笑えみを浮うかべた。

「皇族である俺とお前が同等だと？」

「同等だとはいいません。あなたは皇太子ですから。ですがそれは生まれの問題で、あなたの徳が皇太子にふさわしいかどうかはまた別の問題です。きっとあなたの周りには……あっ」

　言い過ぎたと気付いて、慌てて口元を押さえた。徳の高い皇帝には、瑞ずい獣じゆうの加護があるというのが神瑞国の言い伝えだ。世よ継つぎであるこの皇太子に、その徳があるかどうか疑問だと思ったので、つい口をついて出た。おそるおそる見上げると、煌翔は怒おこっている風ではなかったが、まるで初めて見る生き物を観察でもするかのような視線を向けてきた。

「面おも白しろい女だな。俺に向かってそんな口を利きく奴やつは初めてだ。まだ何か言いたいんだろう。お前の話は面白いから聞いてやる。思った事を言ってみろ」

　促うながされて迷ったものの、正直に自分の気持ちを口にした。

「きっとあなたの周りには、その傲ごう慢まんさを諫いさめる人がいないのでしょう。だったら、あなたが気の毒です。あなたの傲慢さを罰ばつを受ける覚かく悟ごを持って諫める人がいないという事は、周りの人に恵めぐまれていないという事でしょうから」

　考えを言葉にすれば、罰を受けるかもしれないとわかってはいた。それでも勇気を振ふり絞しぼった。彼は一年後にはこの国の皇帝となる。皇帝になっても傲慢さを改めず、それを諫める人もいないのでは、この国はどうなってしまうのだろうという不安が大きかった。

　煌翔が一いつ瞬しゆん真顔になった。しかしすぐに苦く笑しようする。

「本当に面白い女だ。名前は凜莉だったな。覚えておこう。大人しそうだが、案外気は強そうだ。今日は急ぐから、これぐらいで勘かん弁べんしてやる。今度会った時は、お前のその鼻っ柱を折ってやるから覚悟しておけ」

　廊下を去っていく煌翔は後ろ姿さえ美しかったが、彼の心は外見とはまったく違うようだ。

「どうしよう。怒らせちゃったわよね。しかも、調ちよう香こう会に参加したいって言い出せなかった」

　追いかけようかと思ったが、自分に対していい感情はもっていないだろう煌翔に、いま調香会の話をするのは得策ではないと思った。時間をおいて改めて交こう渉しようする方がいいと息をつく。

「ああ、わたしの馬鹿。間違った事は言ってないけど、何の為ためにここにきたのよ」

　廊下に面した庭に向き直り、思わずしゃがみ込んで落らく胆たんの声を上げた。
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「凜莉様。こっちには誰だれもいません」

　宮きゆう廷ていに来て二日目の夜。後宮を抜ぬけ出した凜莉は前方にいる涼果の声を聞いて、植え込みからそっと顔を出した。月が出ているだけの庭は静かで、もうみんな寝ね静しずまっているらしく、見み渡わたす限かぎりに人はいなかった。暗くら闇やみに紛まぎれて、木の陰かげに隠かくれている涼果まで歩み寄る。

「後宮からは親兄弟の葬そう式しきでもなければ出られないって聞いたけど、本当なのね」

　隣となりに立って囁ささやくと、涼果がそっと頷うなずいた。

「抜け出したのが見つかったら死し刑けいです。だから凜莉様は絶対に見つからないでください」

　涼果の話にぞっとした。それでも危険を承知で後宮を抜け出したのには、わけがある。

「ごめんね、涼果。無理を言って。本当なら大人しくしていたいけど、どうしても香道宮に行きたかったの。父さまが秘宝香を作っていた時の事はあんまり覚えてないんだけど、香道宮にある父さまの調合室に行けば、何か思い出すかもしれないから」

　香道宮に行くのは、宮廷に来る前から木蓮とも打ち合わせていた事だ。二日目の夜にこっそり抜け出すので、香道宮の門の鍵かぎを開けておいてくれるように頼たのんでいた。

　涼果の先導で夜の闇の中を、息苦しくなるぐらい緊きん張ちようしながら進んだ。何度か見回りの兵を見かけて、そのたびに肝きもを冷やしたが、何とか香道宮の門の前に到とう着ちやくする。

「凜莉様。私は門の前で隠れて見張っています。誰かきたら、すぐにお知らせしますので」

「ありがとう。でも、心配だわ。こんな夜よ更ふけに一人で外にいるなんて」

「平気です。私は女官なので見つかってもいいわけができますけど、凜莉様は見つかったら死刑なんですから、十分気をつけてくださいね」

「わかったわ。じゃあ、木蓮のところに行ってくる。悪いけど見張っててね」

　涼果に見送られて、香道宮に足を踏ふみ入れた。

　辺りを見回して懐なつかしい気持ちがこみ上げたものの、すぐに顔をしかめる。

「うっ、すごい香かおり！　さすが香道宮ね。いろんな香料の香りが混じり合ってて、気持ちが悪いぐらいだわ。鼻が曲がりそう」

　鼻を押さえると同時に前方の扉とびらが開いた。慌てて隠れようとしたが、出てきたのは木蓮だ。

「凜莉、よく来たね。早くこっちにおいで」

　手招きされて部屋に入る。狭せまい室内を見回して、思わず口元がほころんだ。

「ここって、父さまが昔使っていた調合室じゃないですか？」

　奥には木製の机と椅い子す。壁かべ際ぎわには格こう子しのはまった窓と緑の垂れ幕がかけられていて、床ゆかにはいまにも崩くずれそうなほど高く書類や巻物が積み上げられている。

　雑然とした部屋を見ていると、懐かしい気持ちがこみ上げてきて、涙なみだがでそうになった。

「ああ。ここは香道省の長おさが代々使っている部屋だ。つまり君の父である西堂様もここで調合に励はげんでいた。何度か来た事があると言っていたね。何か、覚えている事はある？」

　奥に目を向けると、椅子に座って机に置いた香こう炉ろを見つめている父の姿が、頭に浮かんだ。

「いままでは父さまの記き憶おくはとても曖あい昧まいで、顔もふわっとした感じにしか思い出せなかったんです。でもこの部屋に来た途と端たん、父さまがその椅子に座っている様子が頭に……いたっ！」

　父の顔が今度こそはっきり思い出せそうだと思っていると、いつもの頭痛がした。

　しかも、今回はかなり強きよう烈れつだ。立っていられなくて、思わずしゃがみ込む。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　慌あわてたように木蓮が駆かけ寄った。肩かたに手を置かれて、どうにか頷く。

「……何でいつも父さまの事を思い出そうとすると、こんなに頭痛がするのかしら」

　それは自分でもよくわからなかった。木蓮が頭を撫なでてくれる。

「きっと、西堂様が亡なくなった時の衝しよう撃げきまで思い出してしまいそうになるんじゃないかな。だから頭がその衝撃を思い出すのを拒きよ否ひして頭痛を起こすとか」

　父が亡くなったのは十歳の頃ころだから、何かしら覚えていてもいいはずなのに、その時の事はまったくといっていいほど記憶にない。衝撃が大きすぎて、わざと忘れたのではないかと自分でも思ってはいた。意識して父の事を考えないようにすると、自然と頭痛は治まった。

　ようやく気を取り直して立ち上がり、再び部屋を見回す。

「あの緑の垂れ幕をよく覚えています。暗くなってろうそくだけの明かりになると、垂れ幕にろうそくの影かげがゆらゆら映って、怖こわかった覚えがあります。それと……」

　部屋の隅すみにある小さな椅子に目を留めた。

「わたしはいつもあそこに座って、調合していた父の後ろ姿を見ていました。香の原料が何か不明の時だけ呼ばれて、香りを嗅かがされるんです。原料を言い当てるとまた椅子に座らされて。調合にのめり込んでいる父さまの後ろでいつもお腹なかをすかせていたな」

　父は調合を始めると、食事も忘れてしまう。だからいつもここにいる時は空腹で辛つらかった。

　目を瞑つぶると、優やさしいけど時々厳しかった父の姿が浮かんだ。

「……こんなに父の事をちゃんと思い出したのは初めてかも」

「きっと、凜莉の嗅きゆう覚かくがこの独特の香りが入り交じっている香道省の匂においに反応して、記憶を呼び起こしたんじゃないかな。思い出が詰つまった部屋に入って、よけいに記憶が鮮せん明めいになった。凜莉の嗅覚は特別だから、ここに連れて来れば何か思い出すと思ったんだ」

　木蓮が一歩こちらに近づいた。

「西堂様がここで秘宝香の調合をしていたのを君は見ていたはずだ。何か思い出さない？」

　いつもひょうひょうとしている木蓮だが、いまは珍めずらしく真しん剣けんな顔だった。

（調香会までに秘宝香を作らないと、香道省が潰つぶされるかもって言ってたから、必死にもなるわよね。木蓮の為にも、何とか秘宝香の調合に協力したい。でも……）

　しばらく目を瞑って考え込んでいたが、やがてため息をついた。

「ごめんなさい。秘宝香の記憶はやっぱりないわ。思い出したのは父さまの後ろ姿だけ」

「後ろ姿を見られるほど近くにいたのなら、調合している時の香りを嗅いでいたはずだ。君の嗅覚なら何を材料として調合していたのか、わかっていたはず」

　確かにそうだが、どれだけ考えてもあの時どんな香りがしていたかは思い出せなかった。

「やっぱり駄だ目めだわ。本当にごめんなさい、木蓮」

　そっと目を開けて俯うつむくと、木蓮が真剣な表情をやや緩ゆるめた。

「いや、いいんだ。そんなに簡単には思い出せないよね。なにせ六年も前の事だし。でも、君の記憶に秘宝香の手がかりが隠されているはずなんだ。西堂様が守ってきた香道省を私も守りたい。だから協力してほしいんだ」

「もちろんです。記憶にはないですが、秘宝香の材料となった香料を一つ一つ嗅いで確かめれば、必ず思い出せるはずです。わたしの記憶はあてにはできませんが、嗅覚は信しん頼らいできます」

　下町で手に入る香料では、秘宝香の記憶を呼び戻もどせなかった。おそらく香道省でしか手に入らないような貴重な香料が、秘宝香を作る為には必要だと思う。木蓮が微笑ほほえんで頷いた。

「期待しているよ。まずは煌翔様に調香会への参加を訴うつたえないとね」

　そう言われて、麗華宮に入った初日にしでかした自分の言動を思い出した。

（わたしけっこう失礼な事を言ってしまったわよね。間ま違ちがってはないと思うから、後こう悔かいはしてないけど、でも絶対に煌翔様は怒おこっているわ……）

　思わず血の気が引いた。頭を抱かかえていると、木蓮が首を傾かしげる。

「どうしたんだい？」

「いえ、あの……煌翔様って、なかなか気き性しようが激しいですよね……？」

　木蓮が目を見開いて、そして苦く笑しようした。

「ああ、もしかして、もう煌翔様にお会いしたのかい？　煌翔様は賢かしこくて武術にも長たけて、その上あれだけ見み目め麗うるわしくて。完かん璧ぺきな人物だけど、身内にはなかなか辛しん辣らつなんだ。それを抑おさえるだけの理性はあるようだから、大きな問題にはなっていないけどね」

「もし嫌きらわれたりしたら、お願い事なんて聞いてもらえないかなぁなんて」

「そうだね。一度嫌われると口も利きいてくれなくなるらしいよ。だからくれぐれも嫌われないようにして。何とか煌翔様に頼み込んで調香会に参加できる許可をとってくれ」

　ぽんっと肩を叩たたかれて、微笑まれた。しかし返事はできなかった。

（言えない。もうすでに嫌われたかもなんて……。どうしよう！）

　これから先の事を考えると、目の前が真っ暗になりそうだった。
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「困ったわ。煌翔様に許可を得るにはどうしたらいいんだろう」

　昨夜は香道宮に内ない緒しよで行っていたので寝ね不ぶ足そくだった。凜莉はぼんやりする頭を何とか回転させて、煌翔ともう一度会うにはどうしたらいいか考え込んでいた。

「間違った事は言ってないと思うんだけど、でも正しいだけでは世の中渡わたっていけないわ。何とかもう一度お目にかかって、お詫わびした方がいいわよね」

　そう考えて、息をついた時だった。




　ガシャーン！




　何かが割れる音がして、驚おどろいて廊ろう下かがある方に目を向けた。すぐさまドタドタ足音がする。

「何かしら？」

　怖い気持ちもあったが、何があったのか知りたいという気持ちが勝って、立ち上がる。

　おそるおそる部屋の戸を開いた。戸の外は廊下になっていて、その向こうには手入れされた庭が広がっている。そこに数人の男達が駆け込んできた。男達は手に手に刀を持っている。

　乱れて汚よごれた服装からしても宮きゆう廷ていの者とは思えない。髪かみを振ふり乱みだした男達を追って、一人の男が庭に入ってきた。男は二十代前半で背が高く大おお柄がらだ。短い黒髪にきりりとした黒い目で、鉄の胸当てをした身体からだは惚ほれ惚れするほど逞たくましく、右手に持った槍やりは男達に向けられていた。

「我が嵐らん様！　お下がりください。ここは我々が」

　あとから駆けつけた兵士数人が大柄な男に話しかけた。しかし男……我嵐は薄うすく笑う。

「こんな盗人ぬすつとふぜい、俺一人で十分だ。お前達こそ下がっていろ」

　余よ裕ゆうありげな表情で、我嵐は男達を睨にらみつけた。

「宮廷の守りを任されている大将軍、豪ごう我嵐だ。宮廷に盗ぬすみに入るとはいい度胸だ。お前達だけで忍しのび込んだとは思えない。誰だれかの手引きがあったはず。捕とらえて口を割らせてやる」

　大将軍と聞いて、目を見張った。

「あの人が大将軍……という事は、彼が瑞ずい獣じゆうの鳳ほう凰おうの称しよう号ごうを持っているのね」

　国を守るという瑞獣の称号を持つ者は三人。

　一人目はこの国を統すべる皇こう帝ていで、龍りゆうの称号を戴いただく。

　二人目は大将軍で、軍を司つかさどり国を守る鳳凰の称号を戴く。

　そして三人目が正香士で、仁の心を持つ麒き麟りんの称号を戴く。

　よく見ると、我嵐が肩からかけている黒い布には、鳳凰が大きく翼つばさを拡ひろげている姿が金糸で刺し繡しゆうされていた。その布をなびかせて、我嵐が不敵に笑う。

「面めん倒どうだから全員でかかってこい。万が一俺に一ひと太刀たちでも浴びせられたら、見み逃のがしてやる」

　圧あつ倒とう的な自信は見ていて気持ちがいいほどだ。男達は顔を見合わせて、我嵐に向き直る。

　一いつ斉せいに飛びかかっていく男達に向かって、我嵐が野生の獣のような迫はく力りよくある雄お叫たけびを上げた。

「はぁっ！」

　我嵐のかけ声とともに繰くり出された槍が、男達を見事になぎ倒たおしていく。勝負は瞬またたきする間に終わった。男達が全員地面に倒れ込んだのを見て、我嵐がふっと息をつく。

「俺が大将軍として鳳凰の称号を戴き軍を仕切っている間は、宮廷で……いや、この国で好き勝手はさせない。連れて行け！」

　我嵐の合図で、兵が男達を取り押さえた。涼果が廊下を駆けてきて、すぐ近くで膝ひざをつく。

「大丈夫ですか？　凜莉様」

「ええ、平気よ。盗人が入ったの？」

「はい。宝物庫に忍び込もうとして見つかり、逃にげてきたようです。でも捕つかまったようですね。よかった！」

　涼果を部屋に招き入れた。二人で一いつ緒しよに外を覗のぞくと、涼果がふいに頰ほおを赤らめた。

「我嵐様がいらっしゃいますね。だったら安心です」

「我嵐様ってあの大柄な方よね。大将軍って事は彼が鳳凰の称号を持っているんでしょう？」

「はい。十八歳でお父上から大将軍の座を譲ゆずり受け、それ以来三年間軍を取り仕切っておられるんです。宮廷の警護の責任者もされていて、男子禁制の後宮にも皇族以外で唯ゆい一いつ許可なく入れる男性なんです。とってもお強いんですよ！」

　涼果の顔に、彼に憧あこがれていると書いてあった。そんな涼果の気持ちもわかる。

　確かに我嵐は女性達の注目を集めるほどの美び丈じよう夫ふだ。

「本当に強いわ。敵を倒したのは一いつ瞬しゆんだったもの」

「このぐらいの敵は我嵐様の眼中にないと思います。二年ほど前、やはり宮廷に侵しん入にゆうした賊ぞく百人をたった一人で倒した方なんですから！」

　我嵐の事になると、涼果は饒じよう舌ぜつだった。

「百人!?　本当だったらすごいわね」

「本当ですよ。だって、私見てましたもの」

　驚いて目を見張った。どうやら我嵐は本当に腕うでが立つようだ。

　庭では男達が縄なわでくくられ、連れて行かれようとしていた。

「姫ひめ達。お騒さわがせしました。すぐにここは片付けさせますので」

　槍を上に向け、我嵐が麗華宮の建物に向かって礼れい儀ぎ正ただしくおじぎした。

　その様子を見ていて、ふとある事に気付いた。

「危ない！　後ろっ！」

　がらっと戸を開いて思いっきり叫さけんだ。我嵐の背後で縄で縛しばられていたはずの男が突とつ然ぜん立ち上がったからだ。縄は地面にはらりと落ちて、男は我嵐の背中に向かって短刀で切りつけようとしていた。我嵐がすぐに背後を向いて、間かん一いつ髪ぱつで男の腕を捕らえて捻ひねり上げ、短刀を取り上げる。そして男のみぞおちに一発拳こぶしを入れて、気絶させた。

「縄の縛り方が緩かったようだな。取り押さえたからといって油断するな。もう一度しっかり縛り直して牢ろうに連れて行け」

　低い声で一いつ喝かつされて、兵が震ふるえ上がった。兵が今度は慎しん重ちように男に縄をかけ、連れて行く。

　それを見届けた我嵐がこちらに顔を向けた。

「いま、声を上げたのはあなたですか？」

　廊下に出て頷うなずくと我嵐が微笑んだ。男らしい顔立ちが浮うかべる笑えみは、思いの外優やさしかった。

「ありがとう。あなたは恩人です。名前を教えて頂けますか？　今度礼をしたいので」

「名は凜莉と申します。ですが当然の事をしたまでなので、お礼なんて……」

　そこまで口にして、我嵐の表情が突然厳しいものになったのに気付いた。

「凜莉？　蓮凜莉か？」

　名前を聞き返されて、驚きつつも頷いた。

「そうですが」

「では、お前が木蓮が連れてきたという、女だてらに香こうを調合するという奴やつか」

　突然言葉がきつくなって戸と惑まどった。どうやら我嵐は怒おこっているらしい。

（どうしたのかしら。さっきはすごく優しく笑ってくれたのに）

　困こん惑わくして見つめると、我嵐と近くにいた兵達がこちらに向ける視線を強くした。

　隣となりにいた涼果が慌あわてたように耳元で囁ささやく。

「凜莉様。軍と香道省は昔からとっても仲が悪いんです。軍は実力主義で、不可思議な効力を持つ香を使う香士達を嫌ってて。我嵐様も木蓮様とは口もお利ききにならないんです」

　耳打ちされ、そういえば木蓮からもそんな話を聞いたと思い出した。我嵐が腕うで組ぐみをする。

「木蓮が後宮を裏から操あやつろうと手の者をねじ込んだともっぱらの噂うわさだ。昔からどうも木蓮からきな臭くささを感じていた。あのひょうひょうとした何を考えているかわからん態度で、何かとんでもない事をしでかすつもりではないかとな」

「そんな！　木蓮はそんな方ではありません。出世にも名めい誉よにも無む頓とん着ちやくで、香の調合に熱心な素す晴ばらしい香士なんです。……たまに意地悪ですけど」

　庇かばいたかったが、常つね日ひ頃ごろのくだらない噓うそをつく木蓮が思い浮かんで、歯切れが悪くなった。

　どう言えばわかってもらえるかと思案していると、我嵐がはっとしたように目を見開く。

「……俺とした事が、場をわきまえずに熱くなってしまったようだ。いまのは女性に向ける言動ではなかった。礼を失して申し訳ない」

　口では謝罪したものの、疑わしそうな目つきはそのままだった。

「しかし宮廷の警護が俺の仕事だ。少しでもあやしい動きがあれば、木蓮もお前もすぐに捕らえるぞ。よく覚えておくがいい。では」

　木蓮が清せい廉れん潔けつ白ぱくな人物だと説明したかったが、兵を連れて庭を後にする我嵐にかける言葉が見つからず、途と方ほうにくれた。
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　凜莉は建物の陰かげに隠かくれて、こっそり夜の庭を見つめていた。

　背後にいた涼果がはらはらした様子で声を潜ひそめる。

「たとえ後宮の中でも、夜に無断で部屋から出たのがばれたらまずいです。見つからないようにしてくださいね」

「わかっているわ。でも煌翔様に会うにはこれしかないんだもの。あの東あずま屋やにいらっしゃるのを何度か見かけたんでしょう？」

「はい。二日連続で夜にお見かけしたので、今夜ももしかしたら来られるかもしれません」

　ここは麗華宮の裏庭にあたる場所だった。蓮はすの花が浮かぶ小さな池と植木があるだけのこぢんまりした庭だ。昼間来た時には、小さいせいかあまり人が踏ふみ込んだ形けい跡せきがなく、手入れはそれなりだった。しかし夜になって来てみると、昼とはまったく趣おもむきが変わっていた。

　ひっそりとした庭の真ん中にある池に映り込んでいる月が、柔やわらかな光で周囲を照らしている。静かな庭にいると、心穏おだやかになれるような気がした。

「ちょっと怖こわいけど、素敵な雰ふん囲い気きよね。でも麗華宮には美女がいるのに、どうして一人で夜な夜なこんな場所に来るのかしら」

　香道省での調合に参加したいと願い出る為ために、煌翔に会う必要があった。しかし煌翔は皇太子。そう簡単に会えるはずもない。彼は自分の為に作られた麗華宮にも、滅めつ多たに顔は見せないようだ。先日話した時は、どうやら初めて煌翔が麗華宮にやってきた時だったらしい。

　悩なやみつつ、煌翔に会うにはどうしたらいいかと悩んでいたら、涼果が仕事が終わって部屋に戻もどる途と中ちゆうにあるこの東屋で、煌翔を見かけたと知らせてくれた。

「想像ですが、煌翔様はあまり妻を娶めとられる事に気が進まれないようなので、おそらく麗華宮に行くよう促うながす官人達が嫌いやでここでお過ごしになるのではと思います」

「気が進まないって……。前もそんな事を聞いたわね。でも皇位を継つぐなら、后こう妃ひを娶るのが条件なんでしょう。何で嫌なのかしら？」

「煌翔様は妻は自分で決めると言われているみたいです。高官達が煌翔様に妻を選んでもらおうと麗華宮を作られたのですが、見向きもされなくて」

　麗華宮の女性達はお世辞にも性格がいいとはいえないが、全員がまごう方なき美女だ。

　あれだけの美女に見向きもしないなんて、よほど煌翔の意志は固いのだろう。

　涼果と二人でしばらく見張っていると、東屋に入る人ひと影かげが見えた。中にある椅い子すに座った人影が、満月の明かりで照らされる。背が高く赤い髪かみをした男は、間ま違ちがいなく煌翔だった。

「来た！　よし、じゃあ行ってくる。涼果はここで待ってて」

「一人で大だい丈じよう夫ぶですか？　無礼な事をしてお手て討うちとかされないでくださいね」

「ええ。今度こそ頑がん張ばるわ」

　落ち着け落ち着けと自分に言い聞かせて、そっと東屋に近づいた。

「……何だ、この間の面おも白しろ女か」

　書物を読んでいた煌翔がこちらを向いた。彼が一いつ瞬しゆん刀に手をかけたのを見み逃のがさなかった。

（危ない危ない。不ふ審しん者だとでも思われたのかしら。気をつけなくちゃ）

　彼とは距きよ離りを置きつつ、何とか笑みを浮かべた。

「こんばんは。……偶ぐう然ぜんですね」

「偶然？　さっきから視線を感じていたぞ。なかなか出てこないから、賊ぞくが狙ねらっているのかと思った。俺にまた暴言を吐はきに来たのか？　面白女」

「面白女じゃなくて、名前は凜莉です。あの、この間は失礼を言ってすみませんでした！」

　謝罪の気持ちを込めて頭を下げた。顔を上げると、煌翔が不思議そうな顔をしている。

「謝るとは意外だな。お前はそう間違った事は言っていなかったぞ」

（間違った事は言っていないって……。傲ごう慢まんだって自覚はあるのね）

　てっきり自分の事も客観的に見られない皇太子かと思っていたが、そうでもないのかもしれないと気付く。

「お前だって心の中では、間違っていないと思っているはずだ。それなのにそんなに必死に謝るという事は……何か俺に頼たのみ事でもあるのか？」

　あまりの鋭するどさに息を吞のんだ。煌翔が顎あごに手を置く。

「自分の意志よりも大切なものがあって、その為に俺に謝って頼み事をしようと窺うかがっていた。二日ほど前から近くを通る女官がいた。その女官から俺がここに居ると聞いて見張っていた」

　言い当てられて、言葉に詰つまるしかできなかった。煌翔が満足げに笑う。

「当たりだな。お前は何でも顔に出るぞ。気をつけた方がいい。美しい魑ち魅み魍もう魎りようが住む後宮で生き延びたければな」

　美しい魑魅魍魎と聞いて恐おそろしくなった。同時に、煌翔に対して今までと違う印象を持つ。

（周りをちゃんと見ていて、自分の言動が相手にどう伝わるかわかっていてわざと傲慢な態度をとっている気がするわ。だとしたら、彼の傲慢な言動は相手を試ためすものなのかもしれない）

　もしそうなら彼はかなり賢かしこい。言葉を尽つくしても思い通りの答えは引き出せないだろう。

「急に静かになったな。俺に何か頼みがあったが、そう簡単にはいかないとやっと気付いたというところか。わかったならさっさと帰れ。俺は自分の時間を邪じや魔まされるのが嫌きらいだ」

　煌翔はもう興味がなくなったと言いたげに書物に目を戻す。

　机に置いたかすかな明かりで、書物を読んでいるようだった。どうしようかと迷ったが、もう煌翔と二人だけで会う機会なんてないだろう。ここが勝負だと自分に言い聞かせた。

「いいえ、帰りません。お願いがあります」

「妻にしてほしいとか、高価な髪かみ飾かざりを買ってほしいとか、自分の親族を高官に取り立ててほしいとか、そういう頼みなら断る」

　目は書物に向けたまま、煌翔が言い放った。

（こういう場面になれている感じがするわ。皇太子だし取り入ろうとする人も多いんだろうな。彼の態度は自分に取り入ろうと近づく人への牽けん制せいかもしれないわ。だったら……）

「頼み事はありますが、高価なものが欲しいとか待たい遇ぐうをよくしてほしいとかではありません。そういうものにはまったく興味がないんです。わたしが興味があるのは、秘宝香、ただ一つ」

　話術でも賢さでもおそらく煌翔には勝てないだろう。だったら、この気持ちを素す直なおに告げるしか手はなかった。煌翔はやや頭を上げたものの、まだ目は書物に向いている。

「お願いです。わたしにも秘宝香を作る許可と、調ちよう香こう会に参加する許可をください」

　単刀直入に願いを口にすると、煌翔がようやく書物から目を離はなして、こちらを見つめた。

「ほう。秘宝香ね。そういえば、お前は木蓮が連れてきたんだったな。医い療りよう所で発ほつ作さを起こした女を香で助けていただろう」

　煌翔が意地の悪い笑えみを浮うかべた。

「そういえばあのあと医療所の医師にお前の事を聞いたぞ。医師はお前の事を褒ほめていたが、一つ疑問があると言っていた。〝凜莉の香はよく効くが、なぜかいつも同じ効力を持つ香しか作らない。いろんな効能がある新たな香を調合して売った方が儲もうかるのにどうしてだろう〟と」

　どきっとして冷や汗あせが流れた。

「香士とは香を調合するのはもちろんだが、いろんな香料を組み合わせて様々な効能を持つ新たな香を生み出すのも仕事だ。しかしお前は新しい香には決して挑ちよう戦せんしない。腕うでは確かなのに、どうしてだろうと気になった。木蓮がお前を麗華宮に推すい薦せんしたいというから尚なお更さらな」

　煌翔の意地の悪い笑みは更に深まった。

「俺が考えるに、どうやらお前は香士としては〝致ち命めい的てきな弱点〟があるようだな」

　冷や汗はどんどんひどくなる。焦あせりすぎてうまく息が吸えない気がした。

「それは、あの……」

「木蓮がお前を推薦してきた時に、いろいろ問い質ただした。木蓮は言葉を濁にごしていたが、いまのお前にしたみたいにどんどん問い詰めていったら、だいたいの答えは予想できた。……お前は致命的な弱点を持つ半人前だろう。秘宝香の調合に参加したいなんて、百年早い」

（まずい……！　わたしのあの〝秘密〟に気付かれてる。あれを木蓮以外の他人に知られたら、わたしはもう絶対に香士にはなれないわ……！）

　真っ青になっていると煌翔が腕うで組ぐみをした。

「お前は半人前だが、女で香を調合できる者は貴重でもあるし、麗華宮に入るのは許した。しかし調香会は国をあげての行事だ。半人前を参加させるわけにはいかない。お前では、貴重な蘭天木を無む駄だにするだけだ。諦あきらめろ」

　片手でしっしっと追い払はらうような仕草をされた。このままではまずいと、拳こぶしを握にぎり締しめる。

　何とか煌翔に考えを変えてもらおうと、頭を巡めぐらせた。

「確かに半人前ですが、香道省の香士よりも秘宝香を完成させるのに一番近い位置にいます」

　わざと力強い声を出した。煌翔が書物に目を向けたまま、肩かたを揺ゆらす。

「はっ、一番近い位置にいるだと？」

「はい。わたしはいまは蓮凜莉と名乗っていますが、本当の名前は央凜莉です。父の央西堂は、もと香道省の長おさで秘宝香の研究をしていました」

　これを打ち明けるのは賭かけだった。父は秘宝香の調合に失敗したと宮きゆう廷ていには思われている。

　央西堂の娘むすめだと打ち明けて、煌翔にも失敗した香士の娘だと思われたら、調香会へ参加する許可をもらうのは難しくなるだろう。

　しかし、秘宝香を作る自信がある理由を彼には打ち明ける必要があると思った。

　ふいに煌翔が身体からだの動きを止めた。

　しばらく呆ぼう然ぜんとしたように正面を見つめていたが、やがてこちらをまじまじと見つめる。

「お前が……？　西堂の娘？」

　頷うなずくと、煌翔は目を見開いたまま立ち上がり、東あずま屋やを出てすぐ近くまで来た。

（あれ？　央西堂の娘だと言ったら、失敗した香士の娘だと嫌けん悪お感かんを示されるかもと思ったのに、ずいぶん驚おどろいた顔をしているわね）

　意外な反応だった。万が一父が秘宝香を作り上げていたと煌翔が知っていたとしたら、驚きの中にも秘宝香の手がかりを持っているかもしれないと喜びの表情が入るはずだ。

　しかし目の前の彼は、ただ純じゆん粋すいに驚きよう愕がくしていた。

「待て、お前は本当に西堂の娘なのか。西堂の娘は、彼が死んだあと母親と一いつ緒しよに姿を消した。どれだけ捜さがしても見つからなかった」

　秘宝香の完成まであと一歩に迫せまっていたのが父だ。皇こう帝ていへの御お披ひ露ろ目めで失敗したものの、やはり秘宝香を作れるとしたら父だけだという意見は多かったらしい。

　おそらく煌翔も秘宝香の秘密を追って自分達を捜していたのだろう。

「母と下町に身を隠かくしていました。父が亡なくなったあと、兵士達が秘宝香の作り方がどこかに記されているのではないかと屋や敷しきに押しかけてきたそうです。父の死の悲しみも癒いえないうちから屋敷をめちゃめちゃに荒あらされて、母はもう何もかも嫌いやになったと言っていました」

　煌翔の反応に戸と惑まどいつつも、この状じよう況きようはいい方向に向かっているのではと気付いた。

　煌翔はさきほどまでまったく自分に興味を示していなかったが、いまはこちらに釘くぎ付づけだ。

　まずは彼に自分の存在を印象づける事。そして、自分は秘宝香を作れると訴うつたえる事が先決だ。

　こちらの意見を聞いてもらう為ためには、まずしておかなければならない事があると思った。

「申し訳ありません。麗華宮に入ったのは、調香会に参加する許可を直接煌翔様に頂きたかったからなんです。目的を偽いつわって麗華宮に入った事はお詫わびします」

　深々と頭を下げた。本心からの謝罪を煌翔にはしたいと思っていた。

　頭を上げて、祈いのるように両手を組んで煌翔を見つめる。

「ですが、罪をおかしてでもどうしても叶かなえたい夢があります。煌翔様。わたしにも秘宝香を作る許可と調香会に参加する許可をください。わたしの記き憶おくには父の調合の様子が刻まれています。蘭天木と時間を頂けたら必ず秘宝香を作ってみせます」

　何百年もの間、たくさんの香士が挑戦しても作れなかった秘宝香。本音を言うと、絶対に作れるなんて自信はない。父の調合の様子だってよく覚えていないし、作れない可能性の方が高いかもしれない。だが不安な様子をみせたら、煌翔は絶対に許可はくれないとわかっていた。

「お願いです。どうかわたしに香道省で秘宝香を作らせてください！」

　もう一度頭を下げると、煌翔がようやく我に返ったかのように目を瞬またたかせた。

「ああ、許可か……」

　煌翔にしてはなぜか歯切れが悪かった。まるで何か違ちがう事に気を取られているかのようだ。

（どうしたんだろう。わたしの顔を見ているから違う事を考えているわけでもなさそうなのに）

　不思議に思っていると、煌翔が口元に手をやって、一つ頷いた。

「そうか。お前が西堂の娘か。西堂の事はよく覚えている。木蓮に、後宮に男の香士がいてはもめるもとになるから、女で調合ができる者を入れてはどうかと進言されて、お前を迎むかえる事を許したが……。まさか西堂の娘だったとは」

「父が秘宝香の調合に挑戦している時、わたしはそばにいました。わたしには絶対嗅きゆう覚かくという特技があります。ようするに、とても鼻が利きくんです。医療所で女性が倒たおれた時も彼女の汗の香りから発作が起こった事を知り、症しよう状じようを改善する香を焚たきました」

　信じてはくれないと思ったが、煌翔は意外にも素直に頷いた。

「ああ、確かにお前は鼻がいい」

　馬ば鹿かにされると思っていたのに、拍ひよう子し抜ぬけした。しかし信じてくれて助かったと言葉を紡つむぐ。

「父の顔は曖あい昧まいにしか覚えていませんが、父が調合していた香かおりは鼻が覚えています。材料と道具と時間があればこの鼻で香りを探さぐって同じものを作ってみせます。どうかお願いです！」

　頭を下げると、しばらく間を置いて、煌翔が息をつく気配がした。

「西堂は確かに秘宝香の完成まであと一歩に近づいていた。……一年後に俺が皇位を継つぐ時には、秘宝香を完成させて瑞ずい獣じゆうの称しよう号ごうを持つ者を三人揃そろえたい。それが皇帝である父と皇太子である俺の悲願だ。だから今回特別に香道省に民間の優ゆう秀しゆうな香士を集めさせた」

　宮廷に庶しよ民みんが入るなんて、いままでだったら絶対にあり得ない。

　そこまでしてでも秘宝香を完成させたいという煌翔の気持ちは本物のようだった。

「瑞獣の称号を持つ三人が揃うと、国が栄えて世界をも制する力を持つという。知っているか？　いまは平和そうに見える神瑞国だが……」

　煌翔の顔がわずかに曇くもった。その顔を見て、何を言いたいのか察した。

「隣りん国ごくの湖こ蘭らん国の事ですか？」

　素す早ばやく答えた事に驚いたのか、煌翔が目を見張った。

「……なるほど。少しは国政も理解しているようだな。そう、湖蘭国とは昔から諍いさかいが絶えなかった。国と国の狭はざ間まに大きな鉱山がある。その利権を巡って、もう気が遠くなるほど昔から対立していた。ここ数年は落ち着いているが、いつ何時何が起こるかわからない」

　それは神瑞国の民たみの誰だれもが抱かかえる不安の一つだ。いまは鉱山の利権は、神瑞国にある。

　しかし湖蘭国が、利権を狙ねらって戦いくさを仕し掛かけてくるのではという噂うわさが常に国内で流れていた。

「俺は瑞獣の称号を持つ者が三人揃うと、世界をも制する力を持つなんて迷めい信しんだと思っている。しかし瑞獣は国と民の誇ほこりだ。瑞獣の称号を持つ者が三人揃えば、その称号のもと民も心を一つにできるだろう。そうすれば、必ず国力は上がる」

　煌翔の引き締まった表情にどきりとした。国の事を語る彼は、尊敬に値あたいする皇太子だった。

「そして秘宝香の効能は絶大だ。湖蘭国が虎こ視し眈たん々たんと我が国を狙っているいま、強い武器となる。俺は戦がしたいわけではない。戦になる前に、火種を潰つぶしたいんだ。秘宝香の効能を使えば、それができるだろう」

　強い武器と呼ばれる効能がどんなものなのか気になった。戦を火種のうちに消せるだけの力があるらしい。聞きたかったが、煌翔の迫はく力りよくに押されて口にはできなかった。

「隣国と長い間確かく執しつがあったが、父はこの国の歴史上ただ一人、戦をしなかった皇帝だ。父は俺に、戦をすれば辛つらい思いをするのは民だと教えてくれた。国を守る皇帝として、絶対に民を悲しませてはならないと俺に言い聞かせてくれた。────父は立派な皇帝だ」

　煌翔の言葉に胸をうたれた。確かにここ数十年、戦は起こっていない。

　そのおかげで、真光の下町では貧しいながらもみんな毎日を生き生きと暮らしている。

「父のあとを継いで、戦を起こさない国作りをしたい。父が守ったこの国を俺も守りたいんだ」

　煌翔の言葉からは、父である皇帝への尊敬の気持ちが伝わってきた。

　彼が望む平和な国は、自分も理想とするものだ。いままで傲ごう慢まんだと思っていた煌翔の顔が、皇太子としての責任と力強さに彩いろどられているのを見て、ふいに胸が高鳴った。

　どきどきしつつ見つめると、煌翔はこちらに真しん剣けんな眼まな差ざしを向けた。

「絶対に俺の代で秘宝香を手に入れ、瑞獣の称号を持つ三人を揃えたい。皇帝となり龍りゆうの称号を譲ゆずり受ける俺。武に長たけた鳳ほう凰おうの称号を持つ大将軍の我嵐。そして……」

　言葉を受けて、彼に向かって膝ひざを折り、礼を尽つくした。

「秘宝香を完成させて、わたしが麒き麟りんの称号を戴いただきます。そしてこの国を守りたいと言う煌翔様の気持ちに、仁の心を持って添そってみせます」

　言い切ると、煌翔が口元を笑えみの形に緩ゆるめた。

「お前は本当に面おも白しろい女だ。女の身で、香こう士しでもないのにそんな事が本当にできるのか？」

「男だとか女だとかは関係ありません。わたしはわたし、央凜莉です。央西堂の娘で、秘宝香を作るのに一番近い位置にいる者。機会を与あたえて頂ければ、必ず成果を出します」

　必死の思いを言葉に乗せた。この気持ちが伝わってほしいと願いながら。

「そこまで言うならいいだろう」

「本当ですか!?」

　嬉うれしくて顔を綻ほころばせたが、煌翔は厳しい顔つきのままだった。

「ああ、だがお前は香士ではない。宮きゆう廷ていにいる香士も、民間から来た香士も全員国試に受かっている。それが香道省で秘宝香作りに携たずさわる第一条件だ。お前はそれを満たしていないから、香道省に入れるわけにはいかない」

　反論はできなかった。思わず俯うつむくと、煌翔が腕うで組ぐみした。

「だが西堂の娘むすめであるお前には才能も感じる。だから特別に蘭天木を使って調合する事は許そう。ただし香道省には入れないから、お前の部屋でやれ」

　香道省には優秀な香士と木蓮がいる。彼らと協力した方が秘宝香を完成させられる可能性は高い。しかし、香士ではない自分が香道省に堂々と出入りすれば、新たなる問題が起こるのではという疑念もある。おそらく煌翔はそこまで考えているのではと思った。

「わかりました」

　だから頷うなずくしかできなかった。調合の許可をもらっただけでも、ものすごく幸運なのだ。

「秘宝香の調合に費ついやせる時間は限られている。約一月後に皇帝陛下の御ご前ぜんで秘宝香の御披露目をする調香会を催もよおす。お前にも参加する事を許すから、それまでに完成させろ」

「調香会にも出ていいんですか？　ありがとうございます……！」

　嬉しくて胸がいっぱいになっていると、煌翔が冷たい視線を向けてきた。

「喜んでばかりはいられないぞ。いいか、もし調香会までに秘宝香を作れなかったら、相応の罰ばつを受けてもらう。お前は麗華宮に名前と目的を偽いつわって入った。その罪はかなり重いぞ。処しよ刑けいされても文句は言えないはずだ。もちろんお前に仕える女官、身元引受人の木蓮にも同様の罰を受けてもらうからな」

　喉のどの奥でひっと悲鳴を上げた。自分だけなら覚かく悟ごはできているが、涼果や木蓮も処刑されるかもしれないと思うと、胸が苦しくて息ができなくなった。

「涼果と木蓮は関係ないんです。二人は何も知りません。わたしは二人にも偽りを……」

　言い募つのろうとしたが、煌翔は大きく首を横に振ふった。

「俺に噓うそは通用しないぞ。お前が調香会までに秘宝香を作り上げられれば、その功績を称たたえて誰も罪には問わないと約束しよう。しかし失敗した場合は覚悟しておけ」

　煌翔は訴うつたえを聞く気はないようだ。こうなったらみんなで生き延びる道は一つしかなかった。

「────わかりました。必ず秘宝香を作ってみせます。この命に賭かけて」

　声は震ふるえていたが、決意を込めた視線を向けると、煌翔が満足そうに頷いた。

「いい返事だ。……それにしても、さっき父の顔も曖昧にしか覚えていないと話していたな。どの程度覚えているんだ？」

　煌翔の口調がやや柔やわらかくなったのに気付いて、ようやく胸の奥まで息を吸い込んだ。

「それが……どうしてだか父の事を思い出そうとすると、ひどい頭痛がするんです。そのせいで、顔もなかなか思い出せなくて」

　煌翔が何か考え込むような表情になった。

「……なるほど。そういう事か。秘宝香についてはどの程度覚えているんだ？　お前は秘宝香の効能を父から聞いたか？」

　どんな敵をも撃げき退たいできる強大な力を持つという秘宝香。

　その効能を知るのは、皇族と香道省の一部の香士のみだという。

「効能は知りません。父から聞いていないのか、記き憶おくにないだけなのかはわかりませんが」

　素直に答えると、煌翔がにやりとした。

「頼たよりない答えだな。頭を下げて頼たのむなら、効能を教えてやらないでもないぞ」

　ふざけたような口調だが、目は笑っていないと直感した。

「いいえ。秘宝香の効能は国秘。わたしは教えて頂く立場にありません。父が作っていた秘宝香の材料を鼻で嗅かぎ分けて選び、同じものを作ってみせます。そうすれば答えもわかります」

　本当は効能がどんなものか知りたかった。しかしいま、自分は試ためされていると感じていた。

　ここで煌翔に甘えてしまってはいけないと、本能が叫さけぶ。

「なるほど。いい答えだ」

　考えは正しかったのか、煌翔が満足げに頷いた。

「もし教えてくださいと頭を下げるような甘い考えなら、いますぐ捕とらえてやろうと思ったが、なかなか根こん性じようがあるじゃないか。それにしても、西堂が亡なくなったのは六年前だろう。たかだか六年前の事をどうしてそんなに覚えていないんだ？」

　投げかけられた疑問は、実は自分でもずっと不思議に思っていた事だった。

「おそらく父が亡くなった時の衝しよう撃げきで、記憶が混乱しているのではないかと思います」

　煌翔の視線が鋭するどくなった気がした。

「……そうか。では秘宝香を作りながら、よく記憶を探さぐってみろ。思いもよらない事がお前の記憶には眠ねむっているかもしれないぞ」

　その言葉はなぜかとても頭に残った。煌翔が再び東あずま屋やに入って、腰こし掛かける。

「ではもう行け。俺は本を読むのに忙いそがしい」

「はい。ありがとうございました」

（調合の許可は頂けたわ。でももし失敗したら、わたしだけでなく涼果も木蓮も処しよ罰ばつされてしまう。絶対に調香会までに秘宝香を完成させないと！）

　東屋に背を向け、気持ちを奮い起こしつつ歩を進めて、涼果が待っている建物の陰かげに急いだ。
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　狭せまい部屋は、さきほど運び込まれたいくつもの木箱と調合の道具でいっぱいになった。

　凜莉は足の踏ふみ場もなくなった部屋を見て、目を輝かがやかせる。

「調合する時に使う乳にゆう鉢ばちと乳棒も新品だし、香こう炉ろはいろんな大きさと種類がある。火道具も漆うるし塗ぬりの一番高価な物だし、いままで手が届かなかった最高級の香の道具が揃そろっているわ！　煌翔様に感謝しなくちゃ。お願いしたのは昨夜ゆうべなのに、もう道具を届けてくださるなんて」

　何より嬉しいのは、下町では絶対に手に入らない貴重な香木だ。十ほどある木箱いっぱいにその貴重な香木が入っているようだ。木箱の中でも、金きん箔ぱくが四よ隅すみに貼はられた特別なものが一つだけある。高鳴る胸を抑えつつそれを開けると、白い布に包まれた香木があった。

「これが秘宝香の主原料となる蘭天木……」

　箸はしぐらいの細さと長さのひからびた木の枝が十本ほどあった。触さわるのも恐おそれ多い気持ちになったが、震える手で一本手に取って香かおりを嗅ぐと、頭に晴れた空に舞まう鷹たかの姿が浮うかんだ。

「力強い香りだわ。爽さわやかで命の息い吹ぶきを感じる。……この香りは、父さまが調合していた時に香っていたのと同じだわ。やっぱり父さまはわたしを香道省に連れて来た時に、秘宝香を調合していたのよ。この蘭天木を使って！」

　心のどこかにもしあの時父が作っていたのが違ちがうものだったらという不安があった。だが蘭天木の香りが父の調合の際もしていたという事は、父が秘宝香を作っていたという証あかしだ。

　二十年に一度しか手に入らない蘭天木。当時はごくわずかしかなかった香木を、父が壊こわれものでも触るかのように大事に扱あつかっていたのをふと思い出した。

「蘭天木の香りを嗅いで父さまの事を思い出すなんて。やっぱりわたしの嗅きゆう覚かくと記憶は連動しているみたいね。秘宝香作りが進んだら、もっと何か思い出せるかも」

　大好きだった父の事をもっと思い出したい。その気持ちを胸に蘭天木を見つめる。

「問題は、蘭天木の他ほかにどの香料をどれぐらい混ぜ合わせて調合していたかよね。それに香を焚たく方法も何種類もある。直接火をつけて焚くのか、それとも温めて香りを出すのか、常温でも香る香もある事だし、どうやって香りを出していたのかも突つき止めなくては」

　香料の分量がわずかに違うだけでまったく別の香りがするのが香だ。父が作っていた香りを覚えている鼻を頼りに、何十種類もある香料を嗅ぎ分けて同じものを作る。言葉では簡単なように聞こえるが、実際は気の遠くなるような作業だった。だけどわくわくが止まらない。

「香の調合って、まるで事件の謎なぞを解いているみたい。答えである父さまの秘宝香の〝香り〟に辿たどり着くまで、容疑者である〝香料〟を調べ上げて、事件を起こすに至った〝分量〟を見つけ出す。それが揃えば、真実がおのずと見えてくる。真実に辿り着くのが楽しみだわ」

　こんな事で興奮する自分は、間違いなく父と血が繫つながっていると実感する。調合の為ためなら何でもしていた父同様、自分も変人なのかもしれない。だが香を極きわめられるならそれでもいい。

「さあ、時間がないし、秘宝香の効能だってわからないままだけど、絶対にやってみせるわ！　父さまは正しかったって証明してみせる」

　腕うでまくりをしていると、戸の向こうから声がした。

「失礼します。凜莉様」

　戸を開けて顔を出したのは涼果だった。なぜだか顔色が悪い涼果が気になった。

「どうしたの？」

「あの、それが……あ、お待ちください！」

　涼果が背後に向かって声を上げたが、すぐに戸ががらっと開いた。立っているのは珠華と蘭々、そして相変わらずため息が出るほど美しいが、どこか冷めた目をしている翡翠だった。

「今朝、煌翔様から贈おくり物が届いていたでしょう。いったい、何をもらったのかしら？」

　珠華がまなじりを決した。慌あわてて膝ひざをついて頭を下げる。騒さわぎは起こしたくなかった。

「もらったのは香の材料と調合の道具です。わたしは香の調合ができるから麗華宮に入れたので、それでこれを使えと煌翔様に頂いたんです」

　秘宝香を調合しているとは言わない方がいいと思った。幻まぼろしの香として有名で、絶大な力を持つという秘宝香を悪用したいと考える者もいるかもしれない。

「香ですって？　本当に？　煌翔様に取り入って、高価なものを頂いたのではなくて？」

　疑わしい目をした蘭々が、いろんな香りが充じゆう満まんしている事に気付いたのか、顔をしかめた。

「匂においがきつすぎて頭が痛いわ。よくこんなところにいられるわね」

　頭が痛いといいつつ、蘭々と珠華が部屋に入ってくる。

「待ってください。ここには貴重な材料があるので、すみませんが外に出てください」

「まあっ!?　私達に向かって出て行けなんて」

「申し訳ありません。ですが……。あ！　それには触らないで！」

　蘭々が蘭天木の入った箱に手を伸のばした。それを見て、彼女の腕を慌てて摑つかむ。

「これはとても高価な香料です。少ししかないんですから、触らないでください！」

　刺し激げきしないようにと思うが、貴重な蘭天木に何かあったらと考えると、血の気が引いた。

「何を触ろうと、とやかく言われるいわれはないわ。本当に生意気ね。みんな捕つかまえて！」

　蘭々が声をかけると、さっと部屋に入ってきた女官達が両りよう腕うでを摑んだ。

「何をするの！」

「煌翔様からの贈り物なんて、私達だってまだもらった事もないのに、どうしてあなたが？　本当にもらったのが香の道具だけなのか調べさせて頂くわ。よほどこの香木が大事みたいだけど、この下に何か隠かくしているんじゃないんでしょうね」

　珠華が蘭天木が入っている木箱に手を入れた。そして一本取り出して鼻に近づける。

「なかなかいい香りがするわね。これ」

「やめて！　放して！」

　さすがに数人がかりで捕まえられていては、身動きができなかった。涼果が慌てて部屋に入ろうとしたが、外に控ひかえていた女官達に前を塞ふさがれる。珠華が蘭天木を軽く振ふった。

「香料だっていうなら、燃やしてあげるわ。きっといい香りが麗華宮を包むわね」

「やめてください！　それは本当に貴重なんです。もう手に入らないんですから！」

　蘭天木を運んできた従者から予備はもうないと言われていた。もし燃やされたら、調香会までに秘宝香を作れなくなる。そうなったら煌翔はあの冷たい目で、自分達を捕とらえて処しよ刑けいせよと命じるだろう。必死になって女官達の腕を振り解ほどこうとしていると、珠華がにやりとした。

「よっぽどこのひからびた枝が大事のようね。どこで燃やそうかしら？」

　蘭々が面おも白しろがっている目つきで、外に右手を向けた。

「そこの庭でどうかしら。焚いたらどんな香りがするか確かめましょう」

「やめてください！　お願いです。翡翠姫ひめ、二人をとめてください！」

　珠華と蘭々は何を言ってもやめてくれないだろう。止められるとしたら、彼女達より身分が高い翡翠だけだ。だが翡翠は珠華達の行動に加わるでもなく止めるでもなく、ただ無表情で様子を見ているだけだった。眉まゆ一つ動かさない翡翠に向かって再び声を上げる。

「お願いです、翡翠姫！　わたしの夢がかかっているんです！」

　それでも何とか珠華達を止めたくて言い募つのると、初めて翡翠がこちらに視線を向けた。

「夢？　夢って何かしら？」

　鈴すずが転がるような美しい声で問いかけた翡翠に、珠華が近寄った。

「翡翠姫、卑いやしい身分の者の話なんて……」

「私は、凜莉に聞いているの」

　ぴしゃりと言い切られて、珠華が慌てたように口を噤つぐんだ。

「あなたには夢があるの？　もしかして、煌翔様の妃きさきになる事かしら？」

　表情があまり変わらないので、翡翠の気持ちを読み取る事は難しかった。

「煌翔様の妻になりたいわけではありません。香士になりたいという夢の為に来たんです」

　何とか気持ちを訴うつたえようとしたが、翡翠は表情は変えぬまま、小首を傾かしげる。

「女が香士になんて、無理に決まっているじゃない。この国ではね、身分の高い方の妻になって守ってもらうのが、女性としての幸せなの。そんな夢なんて見るだけ無む駄だだわ」

　どこか諦あきらめたような響ひびきがある口調だった。思わず首を横に振る。

「わたしはそうは思いません。夢は叶かなえる為にあると思っています。無理だと思ったらそこで何もかもが終わってしまいます。だからわたしはどんなに無理だと言われても諦めたくない」

　翡翠の表情がわずかに動いた。目を見張って、息を吞のんでいる。

「自分の夢は自分の手で摑みます。……夢なんて見るだけ無駄なんて、そんな悲しい事を言わないでください。自分の人生は自分だけのものなんですから」

　煌翔の妻となる為に集まった彼女達には、理解してもらえないかもしれない。しかし女性は自由に夢を見られないのが当たり前なんて常識で育った彼女達は、可哀かわい想そうだと思った。

　視線を向けると、翡翠がまるで何かに押されたように一歩下がった。珠華が声を上げる。

「翡翠姫に向かってなんて失礼な！　翡翠姫、この香こう木ぼくを燃やしてしまいましょう」

　呼びかけられても、翡翠は何か考えているように、そのまま動きを止めていた。

「何をしておられるのですか？」

　翡翠の背中の方から声がした。翡翠がそちらを見る為に身体からだを動かしたので、彼女の背後にある庭が窺うかがえた。そこには、槍やりを持った我嵐が立っている。

「見回りでございます。何かございましたか？」

　我嵐は言葉は丁てい寧ねいだが、目つきが鋭するどくて姫達が震ふるえ上がるのが見ていてわかった。

　ただ一人、我嵐の眼力に動じない翡翠が、ゆっくりと彼と向かいあう。

「何でもありません。もうすぐ舞まいのお稽けい古こがあるから、凜莉姫をお迎むかえに参りましたの」

「凜莉殿どのは、煌翔様から香の調合を依い頼らいされておいでです。その為、舞などの後宮の稽古事は免めん除じよされます。もし調合の邪じや魔まをするような者がいれば、厳げん罰ばつに処すとも伺うかがってますが」

　じろりと睨にらまれて、翡翠が柔やわらかな微笑ほほえみを浮うかべた。

「わかりました。煌翔様がそう仰おつしやるなら、舞のお稽古に誘さそうのは控えましょう」

　翡翠がこちらに向き直った。そして珠華と蘭々に目を向ける。

「放してあげなさい」

「ですが……」

「香の調合は煌翔様のご命令です。邪魔をして煌翔様に叱しかられてもいいの？」

　優やさしい物言いだが、有う無むを言わさぬ迫はく力りよくがあった。腕を押さえていた女官達が慌てたように離はなれていく。珠華が悔くやしそうな表情で蘭天木を箱に戻もどしてから、耳元で囁ささやいた。

「煌翔様の妻になる気がないっていう言葉がもし噓うそだったら、許さないから」

　翡翠が部屋を出て行くと他ほかの姫達もあとを追う。ようやく静かになった部屋で息をついた。

　座り込んでいた涼果を促うながして立たせて廊ろう下かに出る。庭には我嵐が仁に王おう立ちしていた。

「ありがとうございました。助けて頂いて」

「煌翔様は、お前が後宮でつつがなく調合に励はげめるようにと仰おおせになっている。俺はその命令に従っているだけだ。……だが、勘かん違ちがいするな。俺は香士が嫌きらいだ。命令でなければ、誰だれがお前などの様子を見にくるか」

　先日も敵意を向けられたが、今回はかなりあからさまだった。思わず面めん食くらう。

「どうしてそんなに香士を嫌うんですか？　軍と香道省は仲が悪いって聞きましたけど、わたしは正式な香士でもないし、恨うらまれる覚えはありませんが」

「ああ。お前に恨みはない。だが、お前の父親には思いっきり恨みがある」

　言い切られて、目を見張った。

「父にですか？」

「そうだ。お前が央西堂の娘むすめだと煌翔様から伺った。亡なくなった人間を悪く言いたくはないが、あいつは最低最悪だ。あいつの香のせいで何度もとんでもない目にあった」

　吐はき捨てるような言葉を聞いて、とても嫌いやな予感がした。

（父さまは香士としては優ゆう秀しゆうだけど、人間性はけしていいとは言えないわ。香の調合の為ためならとんでもない事を平気でしちゃう人だった。たとえば、娘を内ない緒しよで宮きゆう廷ていに連れて来たり、初めて作った香をぜんぜん関係ない人で試ためしたり）

　ちらりと我嵐を見上げた。腕うで組ぐみした彼は、怒いかりを隠してもいなかった。

「もしかして、父にとんでもない効能がある香を内緒で嗅かがされたりしました？　どんな真しん剣けんな場面でも笑いが止まらなくなる香とか、大事な場面で居い眠ねむりしちゃう香とか」

「な、何を馬ば鹿かな事を！　この俺がそんな間ま抜ぬけな事をするはずないだろう！」

　口では否定しているが、表情は思いっきり肯こう定ていしていた。

「……ごめんなさい。父はよく言えば熱心で努力家だけど、悪くいえば調合を成功させる為なら手段は厭いとわない人で。調合した香を自分で試したら、客観的に状態を観察できないからって、関係ない人でよく試してたんです。ご迷めい惑わくかけました！」

　深々と頭を下げると、我嵐が慌あわてた様子をみせた。

「お前が謝る必要はないだろう。悪いのは、あの人を人とも思わない西堂だ」

「それはそうなんですけど、でもやっぱり親子なので、父がご迷惑をかけたのならお詫わびしないと。でも父に香の実験台にされたのだったら、きっとあなたはいい人なんだと思います」

　微笑むと、我嵐が戸と惑まどったように目を瞬またたかせた。

「何だと？」

「父が実験台に選ぶのは、まじめで噓をつかない人なんです。素す直なおな人ほど、香の効果が出やすいので。何度も父の香の実験台にされたあなたは、とてもいい人なんですね」

「何を言う！　俺は大将軍、豪ごう家けの我嵐だぞ！」

　我嵐が目を剝むいて詰つめ寄った。息がかかるほど間近に迫せまった彼から、ふとある香かおりがした。

「……どこか痛いんですか？」

　我嵐から香る汗あせの香りが、痛みを堪こらえている時のものだと気付く。外なので汗の香りには気付かない事が多いが、彼が近くまで来たのと、かなり強い痛みを堪えているようで汗の香りが強くなっていた為に感じ取る事ができた。見上げると、我嵐が目を見開いている。

「……俺は健康だ。どこも痛いところなんてない」

　すました顔をしているが、汗の香りはごまかせない。

「ちょっと待ってくださいね」

　部屋に戻もどって、自宅から唯ゆい一いつ持って来た布ぬの袋ぶくろを棚たなから出し、廊下に出て我嵐に差し出す。

「この布袋の中に、痛みを鎮しずめる香が入っています。使ってください」

「痛みなどないと言っているだろう！　もし痛みがあったとしても香になど頼たよらん」

　頑かたくなな我嵐だったが、布袋を握にぎり締しめてゆっくりと語りかけた。

「香は、よく眠ねむって心身を清せい浄じようにし、精神を統一して災いを除くとされています。薬と違って常に用いても障さわりがありません。先日は痛みを感じている様子はなかったから、その時は痛み止めのお薬を用いられていたのでは？　今日は飲み損そこねたかお薬が切れてしまったのですね」

　我嵐が目をそらした。どうやら言っている事は当たっているようだ。

「人を癒いやす香士になりたいと思っています。病気や心身の乱れで辛つらい思いをしている人達を香の力を使って癒やすお手伝いがしたいんです。後宮に来る前は、医い療りよう所でお手伝いをしていました。わたしの作った香で心身の不調が解決できると、みんな嬉うれしそうな顔をするんです」

　その時の患かん者じやの顔は、いまでも容易に思い浮かべられる。自分が作った香で、身体の不調で辛い思いをしている人達を、少しでも楽に生活できるように導きたかった。

「あなたは香の持つ別の力を最初に経験してしまったから、本来の力を受け入れられないんでしょう？　でも、香には無限の可能性があるんです」

　じっと見つめると、我嵐の目がはっとしたように見開かれた。

「痛み止めのお薬を常に飲んでいると身体に障りますが、この香はいくら使っても身体に害はありません。我嵐大将軍のお身体の為にも、使ってほしいです」

「そんなものは、俺は……」

　それでも拒きよ否ひしようとする我嵐の手に布袋を押しつけた。

「無む理り矢や理りで申し訳ないですが、もらってください。……ご自愛ください、我嵐大将軍。あなたの肩かたに、この国を守る軍の命運がかかっているのですから」

　そっと頭を下げて、状じよう況きようを見守っていた涼果を促して部屋に戻って戸を閉めた。

「……くだらん。こんなものは使う気にはなれん！」

　戸の向こうから強気な言葉が聞こえて、我嵐が立ち去る気配がした。
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　凜莉は再び夜の裏庭を訪おとずれていた。

　右手に月が映った池を見ながら東あずま屋やに向かうと、人ひと影かげを見付ける。

「煌翔様、読書の途と中ちゆうで申し訳ありません」

「申し訳ないと思うなら邪魔するな」

　冷たい物言いに怯ひるんではいられなかった。

　まともに相手をしているといつまでも本題に入れないので、さっそく用件を口にする。

「宮廷には薬草畑があると聞きました。香料に使える薬草があるかもしれないので入りたいんですが、許可がないと駄だ目めだと言われて」

　調合を始めて三日目。まだまだ秘宝香の香料を特定する作業の途中だった。

　我嵐の言葉が効いたのか珠華達の邪魔は入らなくなったものの、秘宝香作りは難航を極きわめていた。煌翔に、持ってきていた筆と紙を差し出す。

「こちらに一筆、わたしが薬草畑に入ってもよいという許可を書いて……」

「この俺に筆を持って許可状を書くという手間をかけさせるなら、何か見返りがないとな」

　煌翔がこちらに顔を向けて、にやりと笑った。とても嫌な予感がして思わずため息が出る。

「見返りって何ですか？」

「俺に対する手間賃を払はらってもらう。皇太子の時間をもらうのだから、それなりのものをな」

「それなりのものと言われましても、皇太子様に満足して頂けるような物はもっていません」

「物はいらん。俺に手に入らない物なんてないからな。……そうだな。お前の子どもの頃ころの話でもしてみろ。俺はほとんど宮廷から出ないで育ったから、普ふ通つうの人生というものに興味がある。普通の子ども時代がどんなものか聞いてみたい」

　煌翔にしては意外な言葉だった。普通に憧あこがれるような繊せん細さいな心を持っているのかと驚おどろきだ。

　しかし皇太子として育った彼が普通の人生に興味を持つのは、確かに理解はできた。

「子ども時代ですか。わたしが何歳ぐらいの時の話にしましょうか？」

　記き憶おくを探さぐる為に頭を巡めぐらせていると、煌翔がさっと書物を閉じた。

「十歳ぐらいは何をしていた？」

　答えが早くて面めん食くらった。まるで質問を用意していたようだ。

　首を傾かしげつつ、十歳ぐらいは父が亡くなった辺りだなと思った。

「……父が生きていた時は、貴族としてそこそこ立派なお屋や敷しきに住んでいました。でも贅ぜい沢たくな暮らしをしていた覚えはなくて。父はお金とか地位とかには無む頓とん着ちやくな人でしたし。父の調合する後ろ姿ばかり見ていた気がします」

「友達はいたか？」

「それがあまり友達と遊んだ記憶がなくて。いつも父の調合を手伝っていたので、ほとんど外に出る事はなかったんです」

「本当に？　誰か一人くらいいただろう」

（何だろう。ずいぶんしつこく聞くのね。皇太子として〝友達〟とか呼べるほど近しい存在がいなかったろうから、友達の話を聞いてみたいのかな？）

「……すみません。実はその頃の記憶が曖あい昧まいなんです。父が亡くなった時の衝しよう撃げきで、記憶が混乱しているんだと思います。だからあんまり何をしていたのか覚えていなくて。……楽しいお話ができなくてすみません」

　頭を下げると、煌翔はしばらく何か考えている様子だったが、やがてこちらに目を向けた。

「いい。お前の頭のできはよくないようだから、その程度の記憶しか残っていないんだろう」

　にっこり笑え顔がおはまさに理想の皇太子だが、放つ言葉は相変わらず最悪だった。

　さすがに腹が立って言い返そうとすると、煌翔がふいに立ち上がった。

「しっ。こっちにこい」

　手招きされて東屋に入ると、腕うでを摑つかまれて身を屈かがめるように合図される。

「どうしたんですか……？」

「黙だまってろ。宰さい相しようが来る」

　煌翔の視線は、建物の陰かげに向けられているようだ。ほどなくして、そこから一人の男が出てきた。男は宰相の壬功徳だ。確か翡翠の父だと聞いた事があった。

「煌翔様はどちらに行かれたのだ。翡翠達の舞まいをご覧頂こうと思ったのに。……煌翔様には困ったものだ。せっかく後宮作りをしようとしているのに、まったく興味を示されない」

　ため息混じりの功徳が、やや声を潜ひそめた。

「煌翔様には絶対に翡翠を后こう妃ひとして選んでもらわねば。……捜さがせ！」

　背後にいた兵達数人が辺りに散った。功徳も周囲を見み渡わたしながら、こちらに近づいてくる。

（見つかりたくないのかな。だったら静かにしてないと。でもすごく密着してるんですけど！）

　狭せまい東屋に二人でしゃがみ込み、煌翔に背後から抱だきかかえられるようにして、口を塞ふさがれていた。背中に煌翔の胸がぴったりとくっついていて、彼の鼓こ動どうが聞こえてきそうだ。

（うわぁぁぁ！　皇太子様に抱きしめられているなんて……！　体温とか香りとか、こんなに身近で感じるなんて。どうしよう！）

　頭の中は混乱していた。男性とこんなに近づいた事はいままでなかった。

　煌翔からは以前の匂におい香の香かおりはしなかった。代わりに、甘いけれどどこか鋭するどい香りがした。

　その香りを嗅かいだ途と端たん、天かける龍りゆうの姿が頭に浮うかんで、迫はく力りよくと威い厳げんにひれ伏ふしそうになる。

　これはきっと彼自身の香りだろう。心臓が飛び出しそうなほどどきどきしていて、じっとしているのは最大級の努力が必要だったが、顔を真っ赤にしつつも何とか堪えた。

「……ようやく行ったな」

　どのぐらいそうしていただろう。やっと煌翔が手を放してくれたので何とか立ち上がった。

　慌あわてて辺りを見回すと、裏庭は静けさを取り戻していた。

「いいんですか？　お捜しのようでしたが」

「かまわない。部屋にいると、功徳が後宮に行けとうるさいから、ここにいるんだ」

「どうして後宮が嫌いやなんですか？　皇位を継つぐ時には妻を娶めとっていなければならないという決まりがあると聞きました。その為ために煌翔様の後宮を作ったとも。美女揃ぞろいの後宮ですし、翡翠姫ひめ達は煌翔様にお見せする舞の練習を一いつ生しよう懸けん命めい行っておられましたよ」

　一度も参加していないが、舞ぶ踏とう場できらびやかな舞を踊おどる翡翠達を何度か見かけていた。

「彼女達がほしいのは、后妃としての名めい誉よと権力だ。后妃が親族にいれば、その一族は様々な利権を手にできるから、美しい娘むすめを持つ貴族達はこぞって俺に差し出そうとする。自分の意志すらもたない妻などいらん」

　厳しい物言いだが、本当の事でもあった。煌翔がふいにこちらを見つめた。

「お前はどうだ。後宮に入ったのは、もちろん秘宝香の事もあっただろうが、俺の気を惹ひいて后妃としての権力を手に入れようと少しでも思わなかったのか？」

　どう答えていいか迷ったが、噓うそをついたりごまかしたりできる相手ではないとわかっていた。

「正直に言いますと、まったくそんな気は起きなかったんです。秘宝香作りに携たずさわるには宮きゆう廷ていに入る必要がありましたが、女では香士にはなれないし香道省にも入れない。だから才人として後宮に入るしかなかったんです。いまでも香士として香道省に入りたかったと思ってます」

　本音を口にすると、煌翔が苦く笑しようした。

「欲がない奴やつだな。お前は本当に面おも白しろい女だ」

　そんな姿を見て、ふとある事に気付いた。

「……後宮が嫌な理由ってそれだけですか？　それだけが原因じゃない気がするんですけど」

　考え込むように口元に手を当てると、煌翔が驚いたような顔をした。

「どうしてそう思う？」

「后妃になれば利権を手にできるって当たり前の事です。嫌だからって逃にげ回っていたって、結局は受け入れなければならないものだとわかっているはずです」

　煌翔という人物と会ってまだ日が浅い。だがなぜか彼の考えている事がわかる気がした。

「あなたは本当に嫌なら、皇こう帝ていの座を継ぐのに后妃が必要という決まりを覆くつがえすだけの意志の強さと力を持っているはず。だけど、いまはただ後宮を避さけているだけ。だから妻を娶る気がないわけではない……ような気がします」

　傲ごう慢まんではっきりものを言う煌翔にしては、逃げ回るような態度はおかしな感じがした。

「ほう。では、俺はどうしたいと思っているんだ？」

　面白そうな目つきの煌翔に首を横に振ふった。

「そこまではわかりません。ただ、何かお考えがあるのだろうなと思っただけで」

「なるほど。……では、俺がどうして後宮を避けているのか、理由を当ててみろ。もし当てられたらこの場で薬草畑に入ってもいいという許可状を書いてやるぞ」

「えっ！　本当ですか!?」

　喜んだものの、煌翔が何を考えているか当てるのは難しいと思い直した。

（煌翔様って不思議な方なのよね。傲慢だけど国を大切に思う皇太子としては尊敬できるし。女性にすごくもてそうだけど、後宮の美女を避けている。彼女達に興味がないのかな？）

「……たとえば、心に決めた女性がいるとか」

　冗じよう談だんのつもりだった。傲慢な皇太子がそんなに純情なはずはないと思った。

　しかし煌翔の驚いたような顔を見て、もしかしたら本音を言い当てたのかもと気付く。

「ええ!?　本当にそうなんですか？」

　まじまじと見つめると、煌翔がやや視線をそらした。

「ええ!?　ええ!?　それってどんな女性ですか？　聞きたいです！」

　失礼だとは重々承知だ。だがどうしても好こう奇き心しんの方が勝った。

　いつも相手を馬ば鹿かにしたような態度を取る彼が好きな女性とは、いったいどんな人かと。

「……昔の話だ。辛つらい思いをしていた時に、気持ちを落ち着かせる香こうをくれた女性がいた」

　煌翔が懐ふところに手を入れた。取り出したのは、黄色の布ぬの袋ぶくろだ。それを開けて、中身を取り出す。

　それは、白地に紫むらさきの藤ふじの花の図ず柄がらが入った小さな香合だった。

　香合は香を入れて持ち運ぶもので、煌翔のものは陶とう器きでできていた。

「綺き麗れいな香合ですね」

　素す直なおに感想を口にすると、一いつ瞬しゆん煌翔が眉まゆ根ねを寄せた。首を傾げると、煌翔が目を伏せる。

「これをくれた女性の事が忘れられない。……もう何年も前の事なのに」

　大事そうに香合に目をやった煌翔の顔は、見た事がないほど優やさしい表情だった。

　愛いとおしげな目つきに、胸がきゅっと締しめ付けられたような気がした。そんな自分に驚おどろく。

（何!?　いまのきゅっていったい、何なの!?）

「そ、その女性は、どこにいらっしゃるんですか？」

　何とか気持ちを落ち着けて、気になっている事を口にした。

　煌翔はなぜか、再び眉根を寄せている。そして小さく唇くちびるを嚙かんだ。

「彼女は……どこの誰だれかわからない。子どもの頃ころ偶ぐう然ぜん会っただけだから。だが、初めて会った時からずっと恋こいしていた」

　彼がこんなに純じゆん粋すいな想おもいを抱かかえていたなんて、信じられなかった。恋した女性に長い間会えないなんて、どれだけ辛いのだろうと考えると、胸の苦しさがひどくなった。

「彼女と会えなくなって、もう六年ほど経たつ。ずっと思い続けているせいか、どうしても他ほかの女性に目がいかない。このままでは駄だ目めだと自分でもわかっている。俺は皇太子だ。妻を娶って皇帝の座を継ぐ為に、この気持ちは忘れなければと思っている」

「……でも辛そうな顔をされています。何とかその女性を捜せないんですか？」

　煌翔のこんな顔は初めてで、心配になって声をかけた。煌翔はしばらく無言だったが、やがて口元を嫌な笑えみの形に歪ゆがめた。そしていつもの馬鹿にしたような表情になって、腕うで組ぐみする。

「────本気にしたのか？　単純な奴だな」

「え!?　噓だったんですか？」

　目を見開くと、煌翔がくっくっと堪こらえきれないように笑っている。

「俺がそんなくだらん初恋を引きずっているわけないだろう。後宮に行くのが嫌なのは欲に目がくらんだ貴族どもが送り込んだ女達の相手をするのが面めん倒どうだからだ。ああ、面白かった。お前の心配そうな顔の間ま抜ぬけさと言ったら」

「笑わないでください！　本当に悲しんでいると思って、こっちまで泣きそうになったのに」

「そう怒おこるな。久々に笑わせてもらった礼に、薬草畑に入っていいという許可状を書いてやる。ほら、筆と紙を出せ。俺の気が変わらないうちに」

　本来の目的を思い出して、慌てて紙と硯すずりと筆を渡わたす。煌翔が、東あずま屋やの机に紙を置いて約束通り許可状を書いてくれた。その姿を見ていて、ふとある思いが芽生えた。

「ほら、許可状」

　差し出された紙を受け取って、じっと見つめると煌翔が首を傾かしげた。

「何だ、まだ何か用か？」

「いまの初恋の話、本当なんじゃないですか。照れ隠かくしにごまかそうとしたんでしょう」

　煌翔がやや目を丸くした。

「どうしてそう思う」

「うまく言えませんけど、煌翔様が初恋の女性の話をしていた時の目がとても綺麗でした。噓をついていたとは思えないくらい。……でもこれ以上は詮せん索さくしないようにします。その女性との思い出は大切なものでしょうし、他人にあまり知られたくないだろうから」

　頭を下げて東屋を出た。驚いた顔をしている煌翔に、一度だけ振り向く。

「質問があります。さっきの話がもし本当だとして、もう一度彼女と会えたらどうしますか？」

　それは純粋な疑問だった。煌翔はふっと真顔になった。そして右手を胸の前でぐっと握にぎる。

「彼女ともう一度会えたなら、この腕うでに抱だいて放さない。……さっきのが本当の話だったらな」

　彼らしい言い方だと、思わず笑みがこぼれた。

「ええ。本当の話だったらですね。では、失礼します」

　背を向けて立ち去りながら、煌翔の意外な面を見たと驚きを隠せないでいた。

「初恋の女性を思い続けるなんて、案外純粋なんだわ。あんなに情熱的な顔と声で、放さないとか言われたら、きっとその女性は幸せだろうな」

　まだ恋というものをした事がない。父が死んでからは生活するのに精いっぱいでそんな余よ裕ゆうはなかった。いつか自分も煌翔のような情熱的な顔つきで、好きな人の事を語るのだろうか。

　そんな自分を想像して、凜莉の顔は真っ赤になった。
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「煌翔様、こちらにおいででしたか」

　東屋に一人残って考え事をしていた煌翔は、声をかけられて右手に顔を向けた。

　膝ひざをついて礼をしたのは、大将軍の我嵐だ。彼は一つ年上で、子どもの頃から知っている。

　軍を統とう括かつする大将軍は、宮廷の記録に残っている限り、代々彼の一族である豪ごう家けの当主が受け継ついでいた。先代の大将軍だった彼の父よりも、武芸も統とう率そつ力も、そして代々の豪家の特とく徴ちようである頑がん固こさも、我嵐の方が上だともっぱらの噂うわさだった。

　我嵐のまっすぐだけど融ゆう通ずうが利きかなくて、でも噓をつかない性格はとても気に入っていた。

　自分が皇帝となる一年後には、瑞ずい獣じゆうの称しよう号ごうを持つ者同士、協力して国を守っていかなければならない。そういう意味でも、我嵐は頼たよりになる男だった。

「許す。こちらに来い」

　我嵐が一礼して、東屋に入ってきた。机を挟はさんで向かい側を手で示すとそこに腰こし掛かける。

「一月後の調香会ですが、準備は着々と進んでおります。……まことに秘宝香を作れる者が現れるのでしょうか？　俺としては、秘宝香などというわけのわからない幻まぼろしの香よりも、軍を強化する方がよろしいかと思いますが」

「相変わらずの香嫌ぎらいだな。そんなに西堂に香でからかわれたのが嫌いやだったのか？　もうずいぶん昔の事だし、水に流したらどうだ？」

　先代の香道省の長おさである西堂は、かなりの変人だった。西堂はいままでにない効能を持つ香を作るのが大好きで、それを試ためす際にいつも実験台にされていたのが、子どもの頃から父親である先代の大将軍に連れられて宮きゆう廷ていに出入りしていた我嵐だ。

　西堂いわく、〝我嵐は素直で単純だからよく香が効く。何より、からかうと面おも白しろい！〟そうだ。西堂に狙ねらわれた我嵐は、よくこっそり香を嗅かがされてとんでもない事をしでかしていた。

「西堂に香を嗅がされて、お前は皇こう帝ていの御ご前ぜんであんな事やらこんな事やら……」

「もうそれぐらいにしてください！　あれは一生の不覚。もう香なんて……！」

　我嵐がそう口にして、ふと黙だまり込んだ。

「どうした？　いつもなら西堂への恨うらみ節を爆ばく発はつさせるくせに」

「何でもありません！……それより、話を戻もどします。秘宝香作りなど、もうおやめになった方がよろしいのではありませんか」

　もっと我嵐をからかいたかったが、皇太子としての自分が気持ちを切り替かえさせた。

「だが、秘宝香は確かに絶大な力を持つ。手に入れば、もう隣りん国ごくの攻こう撃げきを恐おそれる事はなくなるだろう。国を平安に保つには、絶対に秘宝香が必要だ」

　我嵐が不満そうな顔をしながらも、渋しぶ々しぶ頷うなずいた。彼はこの国を守るとされている瑞獣の称号を持つ一人だ。秘宝香の効能は彼にも特別に伝えてある。我嵐が小さく息をついた。

「しかし、香道省は苦戦しているようです」

「わかっている。だが、一つだけ希望がある」

　わずかに口角を上げると、我嵐が目を見開いた。

「もしや……あの凜莉とかいう娘むすめですか？」

「そうだ。凜莉は西堂の娘だ。西堂は亡なくなる直前、確かに秘宝香を成功させていた」

「何ですと!?　しかし皇帝への御お披ひ露ろ目めでは失敗したと聞きました。西堂は落らく胆たんし、そのあと事故で亡くなったと。噂では、失敗を悔くやんで自ら命を絶ったのではと聞きましたが」

「いいや。よく考えてみろ。西堂が一度の失敗ぐらいで命を絶つほど繊せん細さいな男だったか？」

　西堂の事をよく知っている我嵐は、戸と惑まどうような表情で目を瞬またたかせた。

「……確かにそうですね。図太くて一度の失敗でくよくよするような性格ではなかった」

「ああ。あいつは失敗したとしても、次は成功させるぞとよけい燃え上がるような男だった。それに、俺は西堂が秘宝香を使ったのを知っている。確かに効果は絶大だった。西堂が亡くなったいま、秘宝香の作り方を知っているとすれば、その調合の時にそばにいた凜莉だけだ」

　さきほどまでここにいた少女の顔を思い出す。そしてふっと微笑ほほえんだ。

「凜莉には、秘宝香を作る許可を特別に与あたえた。凜莉が成功するかどうかで、この国の命運が決まるといっても過言ではないぞ」

「……煌翔様、ずいぶん楽しそうなお顔をされていますが？」

　我嵐が不思議そうな顔をした。確かに自分はいま、笑っている。

「凜莉は面白い娘だ。何をしでかすかと考えると、ついな。……何か言いたそうだな。我嵐」

　問いかけると、我嵐が言葉を選ぶように視線をさまよわせた。

「いえ、ただ、あの娘が現れてからどうも煌翔様の様子がおかしい気がして」

「ほう。どうおかしいと言うんだ。単刀直入に言っていいぞ」

「はい。……確かに秘宝香の力は絶大です。ですが煌翔様はいままでご自分の力で欲しいものは手に入れてこられました。秘宝香に頼った軍事を行うのは、お好きではないと思っていましたが、急に秘宝香作りにやる気をみせられるようになった。どうしてかと思いまして」

　我嵐はまっすぐな男で、あまり人の感情に気を配る方でもない。そんな彼にもわかるぐらい、おかしな態度をとっていたのかと反省した。しかしそうならざるをえない理由があったのだ。

「……秘宝香を使えば、ずっと欲しかったものが手に入るかもしれない」

　呟つぶやくと、我嵐が眉まゆを寄せた。

「ずっと欲しかったもの？　いったい何でございますか」

「それは秘密だ」

　思わずまた口元が緩ゆるんだ。きっと言っても、我嵐にはわかってもらえないと思った。

　それにこれは長い間大切にしているものに関かかわる事で、人には話したくない。

「……それより、例の件はどうなっている？」

　話題を変えたかった。それに本当に気になっていた事もあって、声を潜ひそめる。

　我嵐はすぐに何の話かわかったようだ。表情を引き締しめた。

「〝闇やみ香こう士し〟の事でございますね」

　その名を持つ者達がいったい何者なのか、知っているのは宮廷でも限られた者だけだ。

「いまはなりを潜めているようです。しかし水面下で動きがあると俺の密命を受けた配下が知らせて来ました。あいつらはいったい、何を企たくらんでいるのでしょうか？」

「わからん。しかし闇香士の力は強大だ。あいつらに動きがあるという情報が入った以上、いつも以上に宮廷の警護に力を入れろ」

「御ぎよ意い！」

　両手を組んで顔の前に掲かかげて、我嵐が礼を尽つくした。煌翔は夜空に浮うかぶ月を見上げる。

「この国と大切な者達は、必ずこの手で守ってみせる」

　声は低く、月夜の空に響ひびいていた。
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「ああ！　やっぱり駄だ目めだわ！」

　凜莉は自室の文机の前で、頭を搔かきむしるようにして叫さけんだ。目の前には香こう炉ろと様々な香料が並んでいる。香を焚たきすぎて、部屋にはむせかえるほどの香かおりが溢あふれていた。

「凜莉様。失礼します。食事をお持ちしました」

　涼果が戸を開けて、おそるおそるといった様子で声をかけた。

「ごめんね、涼果。せっかく用意してもらったけど、食べている暇ひまはなさそう」

「でも、ここ数日ほとんど召めし上がってません。何か食べないと……」

「でも本当に時間がないのよ。調香会は三日後なんだもの……！」

　宮廷に入って一月あまり、紆う余よ曲きよく折せつあったが何とか調香会に参加する許可を得た。

　しかし毎日寝ねる間を惜おしんで調合に励はげんでいるが、肝かん心じんの秘宝香ができない。

「父さまが秘宝香を作る時に使っていた香料はだいたい限定できたけど、それぞれどれだけの分量を混ぜ合わせれば秘宝香ができるのかがわからないのよね……」

　思わず文机に突つっ伏ぷした。何十種類とある香料を一つ一つ鼻で確かめて六年前の記き憶おくと照らしあわせるなんて、途と方ほうもない作業だった。

　そうやってようやく必要な材料を探さぐり当てたものの、そこで時間切れになりそうだった。

「調香会までに完成させるなんて、とても無理だわ。でもできなければ罰ばつを……」

　そこまで口にして、背筋が寒くなった。

　自分だけならいいが、涼果や木蓮も一いつ緒しよに処しよ刑けいされるなんて、絶対に嫌だった。

　ちらりと涼果に目を向ける。いざとなったら、この身を犠ぎ牲せいにしてでも二人を宮廷から逃にがすつもりだ。しかし事情を知れば、優やさしい木蓮と涼果はきっと逃げないと言うだろう。

　だから二人には、煌翔の厳しい言葉を言えないでいた。涼果が食事の膳ぜんを置いて傍かたわらに座る。

「何かお手伝いできる事はありませんか？」

「ありがとう。でも、いまのところはないかも。必要なのは時間なのよ。実は父さまが作っていた秘宝香にかなり近いものは作れているの。だからあともう少し時間があれば完成できるかもしれないのに……」

　机に置いた白い包みを見つめると、涼果が目を見開いた。

「秘宝香にかなり近い物ができているんですか!?」

「ええ。でも何かがわずかに足りないの。これを焚けば手がかりが見つかるかもしれないけど」

「では焚いてみてはいかがですか？」

「そうしてみたいけど、秘宝香はどんな敵をも撃げき退たいできる強大な力を持つのよ。きっととんでもない効能をもっていると思うの。それがわからないのにこの秘宝香もどきを試ためして、もし何かあったらと思うとね。……でも試さないと先に進めないし」

　悩なやんでいると、涼果が怯おびえたような顔つきになった。

「そんなに危険なものなのでしょうか？」

「秘宝香に使う香料からすると、命の危険まではないんじゃないかって思うの。だけど、どんな効果を発揮するかわからない以上、自分はもちろん人に試すわけにもいかないし」

　父はこういう時、他人で試す事に躊ちゆう躇ちよはなかったが、自分は同じようにはできなかった。

　涼果が何か考え事をしていたが、しばらくして意を決したように顔を上げた。

「私が……私が試してみます」

　震ふるえるような声だったが、凜りんとした響きを持っていた。

「これを試さないと進めないんでしょう？　命の危険までないというなら私が試してみます」

「駄目よ！　危険だわ。涼果に試すぐらいだったらわたしが試すから」

「でも凜莉様が試しても、自分自身を観察なんてできないでしょう。やっぱり私が試して、それを凜莉様が観察した方がどんな効能なのかわかりやすいと思うんです。もし何かあっても、凜莉様が助けてくださるだろうし」

「秘宝香はどんな効能かもわからないのよ。わたしには助けられないような状態になってしまうかもしれない。やっぱり駄目よ」

　首を横に振ふったが、涼果に意志の強い視線を向けられた。

「凜莉様のお役に立ちたいんです。後宮に来た日、珠華姫ひめ達に意地悪されそうになった私を助けてくださった。後宮では女官は人間として扱あつかってもらえない事も多いんです。なのに、凜莉様は自分の立場が悪くなるとわかっていて、私を庇かばってくださった」

　涼果がやや頰ほおを赤らめて、ゆっくり微笑んだ。

「あの時、とても嬉うれしかったんです。凜莉様の秘宝香を完成させたいという願いを叶かなえるお手伝いがしたい。何かあっても、助けてくださると信じています。私に香を試してください」

　涼果の気持ちは嬉しかった。しかし目を瞑つぶって首を横に振る。

「いいえ。危ない目にあわせられないわ。……外の空気を吸ってくる。食事はあとで頂くから」

　戸を開けて外に出た。廊ろう下かに面した庭には、日差しがさんさんと降り注いでいる。

　大きく背せ伸のびして、深呼吸した。そして青い空を見上げる。

「みんなの命を救うには、やっぱりわたしがあの秘宝香もどきを試すしかないわ。どんな状態になってしまうかはわからないけど、覚かく悟ごを決めなくちゃ……ん？」

　背後にある戸の向こうから、嗅かいだ事のない香りがした。

　生しよう姜がを食べた時に舌がしびれるように、その香りを嗅ぐと鼻がしびれるような感じがする。

　頭に警告の声が響いた。慌あわてて戸を開けると、鼻がしびれる香りが部屋に充じゆう満まんしている。

　文机には香炉があって、秘宝香もどきの白い包みがそのそばで開いていた。

　包みに入っていた練ねり香はなくなっていて、文机の隣となりには涼果が倒たおれている。

「涼果！　まさか、あの香を焚いたの！」

　慌てて戸を大きく開けた。どんな効果があるかわからないが、早く香りを逃がすに越こした事はない。鼻をつまんでなるべく息をしないようにして、涼果に駆かけ寄る。

　抱だき起こして、息や呼吸を確かく認にんした。どうやら気を失っているようだ。

「しっかりして！　涼果！」

　何度か揺ゆさぶると、涼果がうっすら目を開けた。そしてこちらを見て、震える唇くちびるを開く。

「……………………」

　彼女のひと言に、衝しよう撃げきを受けた。

　その言葉は、ようやく秘宝香の秘密へと一歩近づけた事を知らせるものだった。
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　今日はいよいよ調香会が行われる日だった。凜莉は木蓮が率いる香士達の後ろについて、玉砂じや利りが敷しき詰つめられた庭から宮きゆう廷ていの広間へと続く階段を上った。

　香士達と同じ紫むらさきの交くみ領えり襦じゆ裙くんを身にまとい、髪かみも一つにまとめている。後宮のきらびやかな衣い装しようで厳げん粛しゆくな調香会に参加するのはさすがにまずいのではと、木蓮が用意してくれたものだ。

　広間には、磨みがかれた傷一つない床ゆかに何十人という黒い官服を来た男達が整列して座っていた。

　正面を向いて頭を下げている彼らを左右に見ながら、木蓮達について御み簾すの前まで進み出る。

　御簾の前で木蓮達が膝ひざをついたので、その後ろで同じように跪ひざまずいた。

　宰さい相しようの壬功徳が、御簾の前に座ってうやうやしい口調で声を上げた。

「みなの者、面おもてを上げよ。本日の調香会は、恐おそれ多くも皇こう帝てい陛下が直接香士達に声をおかけになる。これは大変な栄えい誉よである。くれぐれも失礼のないように。陛下は秘宝香の調合についてとても興味をお持ちである。ご質問には、誠意を持ってお答えするように」

（陛下から直接お言葉を賜たまわるなんて！　さすが国をあげての行事だけの事はあるわね）

　御簾には人ひと影かげが映っている。それがこの国の皇帝、朱令聞だと思うと緊きん張ちようで指が震えた。

（陛下は、この国の長い歴史の中で、唯ゆい一いつ戦いくさをしなかった皇帝だと煌翔様が仰おつしやってた。湖蘭国と鉱山の利権を巡めぐって諍いさかいが絶えなかったのに、陛下は外交に力を入れて話し合いだけで湖蘭国を牽けん制せいしているって話は、わたしも聞いた事があるわ）

　朱令聞の外交手しゆ腕わんは、敵である湖蘭国さえ唸うならせるほどのものらしい。もし戦いが起これば、下町に住む自分達も影えい響きようを受けるだろう。貧しいながらも平へい穏おんに暮らせるのは、皇帝の外交が優すぐれているおかげだ。広間に集まった貴族達が御簾へと向ける目にも、尊敬の眼まな差ざしが窺うかがえる。

　宰相が合図すると、従者がうやうやしい仕草で御簾を上げた。

　御簾の奥には、一段上がった床の上に、黄金に輝かがやく椅い子すに座った初老の男性がいた。

　深く刻まれたしわと、厳しい顔つき。白しら髪が交じりの赤い髪を結ゆい上げていて、見た目の年ねん齢れいよりも屈くつ強きような身体からだ付きをしていた。身にまとう袍ほう衣いに描えがかれているのは、天に昇のぼる龍りゆうだ。

　その図ず柄がらは、龍の末まつ裔えいである皇族しかまとう事は許されていないものだった。

「みな、よく集まった」

　身が引き締しまるような、腹にずしんと響ひびく声だった。初めて見る皇帝にどぎまぎしつつもう一度正面を見ると、皇帝の傍らに煌翔と我嵐がいた。二人は、皇帝の両りよう隣どなりで膝をついている。

「香こう道どう省の清木蓮。それに香士達よ。わしには足りないものがある。何かわかるか？」

　皇帝が香士達を見回した。一番前にいた木蓮が、頭を下げる。

「恐れながら、陛下に足りないものなどあるはずが……」

「そんな答えが聞きたいわけではない。誰だれか、わかるものはいるか？」

　皇帝が再び見み渡わたすと、香士達に緊張が走るのがわかった。静まり返った広間で、誰も答える様子がないのを見て、大きく息を吸い込む。声を出すのは人生で最大の勇気が必要だった。

「陛下に足りないものは、ただ一つだと思います」

　緊張と恐れ多い気持ちで息苦しくなりながらも、なるべく冷静な声を出した。

「いまの声は女のものではないか!?」

　広間にいた人々が、ざわざわしながら辺りを見回している。皇帝の視線がこちらを向いた。

「みなの者、静まれ。……そなたが煌翔が今回特別に調香会への参加を許したという娘むすめだな」

　鋭するどい眼力を向けられ、恐こわくて息が止まりそうだ。それでも何とか気を強く持って、視線を真っ向から受け止めた。実はこの調香会である計画を立てていた。成功させる為ためには皇帝に自分を印象づけた方が得策だ。唇も指先も震えていたが、夢を叶える為と自分を奮い立たせた。

「はい。初めまして。お目にかかれて光栄です。央凜莉と申します。父は央西堂です。香士でもないわたしが調香会に参加する事を許可して頂き、感謝致いたします」

　辺りが再びざわっとした。父は秘宝香が完成したと皇帝に御お披ひ露ろ目めをしたが、そこで失敗して宮廷を去る事になった。六年前の事なので、覚えている官人も多いはずだ。

　本当なら身分を隠かくして後宮入りしたのだから、名乗るのはまずいはずだった。しかし昨日、煌翔からの手紙を預かったと、従者がやってきた。それには、調香会に央西堂の娘の参加を認めたと皇帝に報告したとあった。だから調香会では身分を隠さずともよいと書かれていた。

　挨あい拶さつすると、皇帝の表情がやや和やわらいだ。

「お前の素す性じようは煌翔から聞いている。西堂の事もよく覚えているぞ。とても優ゆう秀しゆうな香士だった。身体に障さわりがあった時は、何度も西堂の香で助かったものだ」

　どうやら父は皇帝の覚えがめでたかったようだ。ちらりと煌翔に目を向けると、彼が小さく頷うなずいた。皇帝が父にいい印象を持っているなら、自分が娘だと先に報告した煌翔の考えは正しかったと思う。香士でもないただの少女が国をあげての大行事である調香会に参加すれば、不ふ審しんに思われるだろう。しかし、自分がもと香道省の長おさで秘宝香の研究をしていた央西堂の娘だとわかれば、とりあえずは追い出される心配はないと思った。

「凜莉よ。そなたはわしに足りないものがわかるのか？」

「恐れながら、陛下に足りないものは、瑞ずい獣じゆうの麒き麟りんの称しよう号ごうを持つ正香士だと思います。皇帝である龍、国を守る鳳ほう凰おう、仁の心を持つ麒麟。三人が揃そろうと国は栄え世界をも制する力を持つと言われています。更さらに正香士が作る秘宝香はどんな敵をも撃げき退たいする力があるといいますので」

「控ひかえよ。陛下に対して、その口の利きき方は……！」

　側近の一人が立ち上がりかけたが、皇帝が手で制した。

「よい。……凜莉よ。正解だ。その歯に衣着せぬ物言いも、父親そっくりだな。西堂もわしに対して率そつ直ちよくにものを言っていた。ああいう正直な男は、いまはもうわしのそばにはおらぬ」

　懐なつかしそうに目を細めた皇帝が息をついた。

「秘宝香の効能は絶大だ。それを作れる正香士が誕生すれば、我が国は安あん泰たいだ。どんな敵も、秘宝香の前では恐るるに足らぬ。そして正香士には麒麟の称号が与あたえられる」

　皇帝が目を向けたのは、右みぎ隣どなりにいる煌翔だった。

「わしはもう長くはないだろう。煌翔にあとを譲ゆずる前にどうしても瑞獣の称号を持つ三人を揃えたい。瑞獣は神瑞国に古くから伝わる民たみの精神的な支えだ。それぞれの称号を背にした袍衣をまとって国を守ると誓ちかい合う三人の姿を民が見れば、きっと歓かん喜きするだろう。民が心を一つにすれば国力は上がる。それを見届けるまでは死んでも死にきれぬ……！　うっ、ごほっ！」

　唸るように口走った皇帝が突とつ然ぜん咳せき込み、煌翔が慌あわてたように腰こしを上げた。

「父上、あまり興奮されると……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。……香士達よ。お前達は国でも優秀だと認められた者達だ。この調香会にわしが満足できるものを用意したのであろうな」

　木蓮が言葉に詰まったようにしつつ、もう一度頭を下げた。

「それが……」

　さきほど木蓮に、香道省は秘宝香の調合には成功しなかったと聞いていた。

　詳くわしくは聞き出せなかったが、どの材料を使うのかすら限定できなかったようだ。

　木蓮が返答に困っていると、御簾の前に座っていた鎧よろいを着た軍人が声を上げた。

「お話し中、失礼します。木蓮殿どの、ずいぶんと浮うかぬ顔だが、香道省は秘宝香作りの為に創設されたといってもよいのに、二十年に一度の蘭天木をあれだけの数用意してもらって、まさか何も成果を出せなかったなどとは言われますまいな」

　軍人は立ち上がり、一度皇帝の方を向いて礼をしてから、改めて木蓮に目を向ける。

「木蓮殿、もしも秘宝香作りに失敗したなどと陛下に報告するようなら、香道省など何の役にも立たないと自分で言っているようなもの。そんな香道省など、本当に宮廷に必要だろうか」

　頷いているのは、主に軍人達のようだった。

（まずいわ。このままだと、香道省を潰つぶそうって話にもっていかれるんじゃないかしら）

　はらはらしながら様子を窺っていると、軍人が仰ぎよう々ぎようしい仕草と口調で話を続けた。

「陛下、秘宝香を作れないような香道省など、宮廷には必要ありません。香の力などという目に見えないものより、毎日武に励はげみ訓練を積む我ら軍が、神瑞国を守ってみせます」

　木蓮は秘宝香を調香会までに作れなければ、香道省は潰されるかもしれないと案じていた。

　いままさにそれが現実となりそうだ。父の思い出深い香道省がなくなるなんて嫌いやだった。

「秘宝香は、存在します。わたしの父は秘宝香作りに成功していました！」

　声を上げると、視線が集中した。いぶかしげな目つきを向けられて怖おじ気づきそうになったが、何とか気を強く持った。さきほどの軍人が睨にらみつけてくる。

「愚おろかな事を。お前の父は央西堂だろう。秘宝香が完成したと皇帝に御披露目したが、失敗したところを私も見ていた。お前も噓うそをついて陛下に取り入ろうとしているのではないか？」

「お待ちください、浅せん深しん様……」

　木蓮が立ち上がろうとしたが、浅深と呼ばれた軍人がじろりと睨みつけた。

「秘宝香を作れなかった香士が何か言っているな。意見したければ、成果を上げてからにしてはどうだ？」

　嫌みたっぷりの言葉に、木蓮が困った顔をした。相手はきっと身分が高いのだろう。逆らうと香道省の立場が悪くなる。だから木蓮は反論するのをためらっているのかもしれない。恐くて恐くて仕方なかったが、怯ひるんだら父が失敗したと認める事になると、勇気を振ふり絞しぼった。

「取り入ろうなんて考えていません。それに父は秘宝香作りに成功していました」

「ならば、それを証明してみせろ」

　そのひと言に、唇くちびるを引き結んだ。黙だまり込んだのを見て、浅深がため息をつく。

「無理なのだろう。やはり秘宝香はそう簡単には作れないのだ。だいたいお前は香道省ではなく後宮で独自に調合していると聞いたぞ。女の身だからと香道省にも入れず、秘宝香がどんな効能かも知らずに調合しているそうだな」

　辺りがざわっとした。浅深が勝ち誇ほこったような笑えみを浮かべる。

「効能も知らぬお前が秘宝香を作れるはずがない。何も知らないくせに、父親が秘宝香を作れていたなんて、よくもまあ言えたものだな」

　あざ笑うかのような浅深に向かって、真しん摯しな瞳ひとみを向けた。

「いいえ。わたしは父の調合を思い出しながら、今回秘宝香作りに挑ちよう戦せんしました。そして秘宝香の効能が何かにも気付きました」

「何だと!?」

　浅深の驚おどろいた顔を見届けて、息を整えて皇こう帝ていへと目を向ける。

「陛下、父は正しかったと証明したくて、わたしはここにきました。父の調合を思い出しながら作った香こうが、どういう効能をもたらすかもすでに調べてあります。それがもし秘宝香の効能と同じなら、父が秘宝香を作り上げていた事の証明になると思います」

　本当は自分が考えている事があっているのか、いまだに悩なやんでいる。

　それぐらい、秘宝香の効能は予想外のものだった。しかし自信のある表情と口調は崩くずさなかった。ここで怖じ気づいたら、もう一生秘宝香作りには関かかわれない。

「……凜莉、お前が記き憶おく通りに作った香の効能が、もし本当にわしが知っている秘宝香の効能と同じなら、確かに西堂が秘宝香作りに成功していた証しよう拠こになる。煌翔、手を」

「陛下。ご無理はされないでください。用があるなら凜莉を呼びます」

「よい。最近は部屋にこもってばかりだ。久々にみなの顔を近くで見てみたい」

　皇帝が立ち上がった。煌翔の手を借りなければ歩けないほど体調が悪いのかとはらはらしたが、しっかりした足取りで歩み寄る。すぐ近くに立って見下ろす皇帝の迫はく力りよくに震ふるえが走った。

（怖じ気づいては駄だ目め。ここをうまく切り抜ぬけられたら、夢に一歩近づく！）

「凜莉。秘宝香の効能は、限られた者しか知らぬ国秘だ。公おおやけに口にする事は許されぬ。だからお前が父の調合を思い出して作った香の効能をわしに耳打ちしてみろ」

　頷いて立ち上がり、恐おそれ多いと震えつつ、皇帝の耳元で囁ささやいた。




「………………」




　話し終わってもう一度膝ひざをついて、頭を下げる。

　この答えは三日前、父が作っていたものに限りなく近い秘宝香もどきを調合し、涼果がそれを焚たいてある変化を起こした事を自分なりにまとめた結果だった。

　涼果は命に別状はなかった。ただ、彼女にはいままでとは違ちがう大きな変化が起こっていた。

　早く気付いて香かおりを散らした事が幸いだったのか、涼果は次の日にはもう普ふ段だんと変わらない状態に戻もどっていた。あの時涼果に起こった変化はとんでもないもので、秘宝香の効能としてある意味ふさわしいものだった。耳打ちされた皇帝はしばらく無言だった。沈ちん黙もくが長く感じた。

（何で黙っているの……。あってるの？　間違っているの？　どっち？）

　不安になりつつ、俯うつむいて長い沈黙を耐たえた。

「……凜莉。父親を誇りに思ってよいぞ」

　そのひと言で心に喜びが満ちた。慌てて顔を上げると、皇帝の優やさしい顔が迎むかえてくれる。

「秘宝香の効能は、お前の言う通りだ。お前の記憶通りに香を作ってその答えを導き出したのなら、西堂は秘宝香を作り上げていたか、またはかなり成功に近い位置にいたはずだ。凜莉、お前は秘宝香を再現できたのだな？」

　期待に満ちた目を向けられた。ここからが勝負だと気を引き締しめる。

「申し訳ありません。寝ねる間を惜おしんで調合に励みましたが、成功には至りませんでした」

　正直に話すと、様子を見ていたらしい浅深が勢いを取り戻した。

「やはり西堂の娘むすめだな。失敗するところまで似ているようだ」

　嫌みに耐えつつ、なるべく冷静な声を上げた。

「確かに秘宝香は作れませんでしたが、一歩手前までは成功しています。陛下、もう一度よろしいですか？」

　皇帝が頷いたのを見て、もう一度耳元で囁いた。

　そして三日前に作りあげた、涼果が試ためした香の成果を伝える。

「……ほう、なるほど。お前はそれを作れたと言うのか？」

「はい。その香を作って初めて秘宝香の効能に気付いたんです。わたしの女官が試してくれて、効き目はありました。しかしこの香だけでは完全ではないと思っています。正反対の効能を持つ香を作る必要があるでしょう。その二つが揃そろうと、秘宝香と呼ばれるものになると思います」

　秘宝香の効能は国秘だ。だから他ほかの者には詳しい内容はわからないように言葉を選んだ。

「わたしが作った香だけでは、使うのはとても危険です。正反対の効能を持つ香を作らなければなりません。しかしそれにはまだ時間がかかりそうです。もっと時間と材料があれば、必ず秘宝香を完成させられます。お願いです。わたしに機会を与あたえてください！」

　願いが届けと声に託たくした。調香会までに秘宝香を作るというのが、煌翔との約束だ。

　間に合わなかった以上、処分されるのは仕方ないと思っていた。しかし涼果と木蓮は巻き込みたくない。ここで皇帝から直接秘宝香を作る許可を新たにもらえれば、みんなの命は助かるだろう。両手を組んで祈いのるように見上げると、皇帝はしばらく無言だった。

「────お前が作ったという香は秘宝香としては不完全だ。だが香道省はそれさえ作れなかった。つまりお前は父親に次いで、秘宝香を作れるかもしれない一番近い位置にいる」

「陛下。では……機会をお与えくださるのですか？」

　期待を胸に見つめると、皇帝は厳しい顔つきになった。

「そう逸はやるな。お前には才能があるようだが、今回は調香会までに秘宝香を作るようにというのが香士達に下した命だった。しかしお前も木蓮達も今日までに完成させられなかった。期限を決めた以上はそれに従い成果を出すのが臣下の務め。期限を引き延ばすのは認められぬ」

　反論できずにいると、煌翔がこちらに目を向けた。

「しかし父上。凜莉が数百年間誰だれも成功しなかった秘宝香に、かなり近づいているのは確かです。期限は守れませんでしたが、後宮で一人で調合をしていたのですから、時間が足りなかったのは確かだと思います。凜莉に再び機会を与えてもいいのではと思いますが」

　秘宝香を調香会までに作れなければ罰ばつを受けてもらうと言った煌翔が、まさか助け船を出してくれると思わなかった。目を丸くすると、煌翔が言葉を続けた。

「まずは凜莉が作ったという秘宝香に近い香とやらを試してはいかがでしょうか？　本当に作れていたのなら、正反対の効能を持つ香を作る事もできるのでは？　父上、もしかしたら夢にまで見ていた秘宝香を手にし、瑞ずい獣じゆうの称しよう号ごうを持つ三人が揃う姿を見られるかもしれません」

　その言葉に、皇帝も少しは心を動かされたようだ。ゆっくりと嘆たん息そくした。

「……煌翔の言う事も一理ある。ふむ、どうしたものかな」

　浅深が慌あわてたようにこちらを睨みつけた。

「陛下、その者は香士ではありません。国試にも受かっていない者の香を試すなど。女ごときに本当に調合できるのかさえ疑問です。すべて真っ赤な噓うそで、秘宝香の効能は木蓮に聞いたのかもしれませんぞ。その女は木蓮が連れてきたらしいので」

「効能を木蓮に聞いたりなんてしていません。確かに国試には受かっていませんが、それは女性が国試を受けられないからで……」

　必死に言葉を紡つむぐも、浅深が鼻で笑い飛ばした。

「当たり前だ。女が国試を受けられるはずがなかろうが」

　そのひと言が悔くやしくて仕方なかった。皇帝が様子を見るように視線を動かした。

「……二人とも言いたい事はわかった。凜莉の調合の腕うでに疑問があるのは事実だ。国試を受けた香士ではないのだからな。しかし女だから受けられなかっただけという凜莉の訴うつたえもわかる。だから凜莉の腕を確かめる為ために、いまここでわしが望む香を焚いてもらうのはどうだ？」

　突とつ然ぜんの事に目を見開いた。皇帝が話を続ける。

「凜莉。問題の香は危険なものだ。わしが直接香の判断をするわけにはいかん。しかしお前の腕がどれぐらいのものかは直接知りたい。だからわしが望む香を焚いてみせよ」

　願ってもない言葉に大きく頷うなずいた。

「はい。陛下の為に香を調合できるのは、何よりの名めい誉よです。ぜひやらせてください」

「よい返事だ。では、最近咳せきがひどいから、呼吸が楽になって咳が止まる香を焚いてみよ。効果が絶大だったら問題の香を試す許可を与える。もしそれで本当に秘宝香に近い効能が生み出せたら、秘宝香作りを続けても良いか考えてやろう」

（やった！　呼吸を楽にして咳を止める香なら、いつも医い療りよう所に持って行ってるあの香で大だい丈じよう夫ぶだわ。作り慣れてるし、材料もある。成功できれば、秘宝香を作る時間をもらえるかもしれない。そうしたら、みんなの命も助かる……！）

「それでしたら、すぐに調合できます」

「ほう。手早いのは、よい香士の証拠だ。さあ、準備せよ」

　従者が素す早ばやく動き、香こう炉ろや道具を持ってくる。皇こう帝ていと香炉を挟はさんで向かいあって座った。

（こんな近くに陛下が……！　緊きん張ちようするけど、いつも通りにしていれば大丈夫）

　恐れ多くて手が震えた。そんな自分を叱しつ咤たし、いつも通り香料を混ぜ合わせて乳にゆう鉢ばちに入れる。

　乳棒ですりあわせて蜜みつをたらして練ると、練ねり香が完成した。それを香炉に入れ、火打ち石で火をつける。ほどなくして、辺りに優しくて甘い香りが漂ただよった。

（よし、いつも通りの香りだわ。これで陛下の呼吸も楽になって、咳も鎮しずまるはず）

　こんな状じよう況きようでも香で人を癒いやせるのは嬉うれしかった。皇帝が香炉を手にして、お茶を飲むような仕草で香りを嗅かぐ。正式な香の作法は、堂々としていて見事だった。

「よい香りだ。これなら……うっ！」

　ごろんと香炉が転がった。何事かと思う間もなく、皇帝がのど元を押さえる。

　皇帝が呻うめいて前のめりに倒たおれた瞬しゆん間かん、周りから悲鳴に近い声が上がった。

「父上！」

　煌翔が慌てて皇帝を抱かかえ起こして仰あお向むきにすると、口から血が流れているのが見えた。

「これは……！　毒だ、毒に違いない！　女、毒香を使ったな！」

　わめき立てた浅深がすぐに駆かけ寄ってきて、乱暴に腕を摑つかんだ。

「ええっ!?　そんな！　わたしは……」

「黙だまれ！　陛下を毒香で暗殺しようとしたのだろう。この場で殺してやる！」

　浅深が腰こしの剣けんに手をかけた。
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「待て！」

　低い声を放ったのは煌翔だった。皇帝を駆けつけた医師達に預け、立ち上がる。

「煌翔様。わたしは無実です！」

　皇帝が嗅いだ香が毒香なんてあるはずがなかった。いつもと同じ手順で、分量だって間ま違ちがっていない。わずかな香かおりの違いを感じ取る嗅きゆう覚かくだって、いつもと同じ香だと告げていた。

　煌翔はこちらをじっと見つめていた。

「……この場で殺しては何も聞けない。牢ろうに連れて行け、我嵐」

　煌翔の言葉に愕がく然ぜんとして目を見開いた。

（無実だって……信じてもらえなかった）

　彼に信用される何かをした事などない。だが彼は信じてくれるという妙みような自信があった。

　どこからそんな自信が生まれてくるのかと自分でも驚おどろくほどだ。

　だがその自信は見事に崩くずれ去った。鳳ほう凰おうの図ず柄がらが入った長なが衣ぎぬをなびかせて、我嵐が近づく。

「我嵐、お前が直接牢に連れて行け。話を聞けなくなっては困る。誰にも手は出させるなよ」

　煌翔の命に頷いて、我嵐が浅深を睨にらみつけた。

「浅深殿どの。彼女をこちらに」

「我嵐。軍はそなたのような若造にまとめられるほど……」

「いまはその話は関係ないでしょう。伯お父じ上うえ。俺は正式に家か督とくを継つぎ、鳳凰の称号を戴いただいた。あなたは家督争いに負けたのです。いまはあなたより立場は上。さあ、凜莉をこちらに」

　居い丈たけ高だかな態度はわざとだろうと思った。悔しそうな顔をした浅深に身体からだを押される。

「きゃっ！」

　我嵐の腕の中に放ほうり込まれるような形になった。受け止めた我嵐は顔色一つ変えていない。

「こっちに来い」

　いますぐ殺されずにすみそうだが、ほっとはできなかった。我嵐に引きずられるように連れて行かれながら、どうすればいいか考えようとする。だが頭は真っ白で何も思いつかなかった。
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　暗いじめじめした牢に入れられて、どれぐらい経たっただろう。

　凜莉は膝ひざを立てて座り、何度も何度も広間の事を思い出していた。

「あの時、確かに香はいつも通りのできだったわ。毒香が混じっていたのなら、わたしの嗅覚が気付かないはずがない。それなのに陛下は苦しみだした。何で？」

　このままでは秘宝香作りどころか、皇帝を暗殺しようとした罪で死し刑けいは間違いないだろう。

　身の潔白を証明したいが、どこでどうやって皇帝が毒を盛られたのかがわからなかった。

「陛下は広間では何も口にしなかった。広間に来る前に毒が入った物を食べたとか……？」

「それはないな」

　声がしたのは、牢の正面にある木の格こう子し越ごしだった。

　さきほどまで兵が立っていたそこで、我嵐が腕うで組ぐみしている。

「陛下が口にされるものはすべて毒味役が確かく認にんしている。口から入ったものに毒が入っていた可能性はない。しかも医師によると陛下の症しよう状じようは毒香を嗅いだ時のものに間違いないそうだ」

　我嵐の話に衝しよう撃げきを覚えつつ、駆け寄って木き枠わくを握にぎり締しめた。

「陛下は、大丈夫なんですか？」

「一時は危なかったが、一命を取り留められた」

「よかったぁ……」

　へなへなとその場に膝をついた。その様子を見ていた我嵐もやはり膝をつく。

「喜んでいる場合ではないぞ。お前は容疑者だ。宮きゆう廷ていの誰だれもが、お前が犯人だと言っている」

「そんな！　状況的にはあやしいかもしれないけど、わたしに陛下を暗殺する理由は……」

「理由はあるだろう。お前は央凜莉。央西堂の娘むすめだ」

　思わず目を見開いた。我嵐がそっと頷く。

「お前の父親は秘宝香の御お披ひ露ろ目めに失敗して宮廷を追われた。そのあと事故で亡なくなったそうだな。父親が死んだのは宮廷を追われて希望を失ったせいだと陛下を恨うらみ、復ふく讐しゆうをする為ために後宮に入って陛下に毒香を嗅がせたのではと疑われている」

　我嵐の話に目を見開いて、そしてすぐに首を横に振ふった。

「わたしは……わたしは犯人じゃないわ。父さまの名めい誉よを回復したい気持ちは大きいけど、正々堂々と秘宝香を作って父さまは正しかったって証明するつもりだったし。それに何より、人を苦しめる為に香こうを使ったりなんてしない！」

　物心ついた時から香は身近にあった。香を嗅ぐと父を思い出し、幸せな気持ちになれた。自分が作る香で人が癒やされる姿を見るのは喜びだ。香は何にも代えがたい人生そのものだった。

　震ふるえる声で叫さけんでも、我嵐は信じてくれないだろう。兵を遠ざけたのは、自分をここで内密に殺すつもりかもしれないと、ふと気付く。我嵐もあの浅深という男も、香士を嫌きらっている事を隠かくしもしなかった。思わず我嵐に怯おびえた表情を向ける。

「わたしは犯人じゃありません。信じてくれないかもしれないけど絶対に……」

　どうにか冷静に説明して彼にわかってほしいと思って、頭の中はそれでいっぱいだった。

「ああ、お前は犯人じゃない。それはわかっている」

「だから、わたしは犯人ではなくて……えっ!?」

　我嵐の言葉の意味が一瞬わからなくて、すっとんきょうな声を上げた。

「だから、お前が犯人ではないと俺も思う」

　仏ぶつ頂ちよう面づらだが、以前ほど険のある言い方ではなかった。

「信じてくれるんですか？　我嵐様！」

「様はつけなくていい。お前は恩人だ。凜莉」

　思わず目を瞬またたかせた。戸と惑まどっていると、我嵐がふいに着物の衿えりを摑んで背を向けた。

「あっ……！」

　諸もろ肌はだを脱ぬいだ我嵐の肩かたから背中にかけて、かなり大きな傷があった。

「もう十年も前の傷だ。死にかけたが、何とか命は助かった。だが寒くなったり雨がふったりすると、傷が痛んで仕方なかった」

　これほどの傷なら当然だ。しかしいまの彼からは痛みを堪こらえている汗あせの香りはしなかった。

「いまは痛みはないんですか？　今日ってけっこう寒いのに」

　雪がふるほどではないが、ここ最近は寒さが身に染しみるような季節を迎むかえていた。

「ああ。お前の香のおかげでな」

　着物を直した我嵐を見て、そういえばと思い出す。

　痛みを堪えているのが汗の香りでわかったので、鎮ちん痛つう効果のある香を渡わたしていた。

「あれ、使ってくれたんですか!?」

「ああ。人を癒いやす香士になりたいといったお前を見て、噓うそはついていないと思った。香士も香も気に食わんが、お前の事は信用してもいいと思えるぐらい、お前の目が輝かがやいてみえた。だから、騙だまされたと思って香を使ってみた」

　不本意だったと顔には書いてあるが、きっと噓がつけない人なのだと思った。

　そして気に食わないものでも、正当な評価ができる正しい人なのだとも。

「最近は古傷がうずいて夜も眠ねむれなかったが、香を焚たいて寝ねたら朝までぐっすり眠れた。こんなにしっかり寝たのはずいぶん久しぶりだ。……香や薬にはなるべく頼たよりたくなかったが」

　きっと最後の言葉は本音だろうと思った。

「必要な時は、香にも薬にも頼っていいと思いますよ。一度しかない人生を体調が悪くて苦しんで生きるより、使えるものは使って楽しく生きる方がいいと思うんです。薬はあまり使うと身体に障さわりがあるかもしれませんが、香は何度使っても障りはありませんし」

「それはそうだろうが、香や薬に頼るのは、どうも弱い人間のような気がしてな」

「我嵐様……いえ、我嵐はきっと強いんですね。だけど、頼れるものには頼って、その強さは別の事に使った方がいいと思います」

　我嵐が何度か目を瞬かせた。そしてふっと笑う。

「そんな考え方は初めてだな。だが、確かにそうかもしれない。痛みを堪えていると、自分の事で精いっぱいになって他人の事まで思いやれなくなる。それよりは、もっと心に余よ裕ゆうを持てるように使えるものは使った方がいいな」

　いつもは仏頂面の大将軍が笑えみを浮うかべると、爽さわやかで惚ほれ惚れするほどの男ぶりだ。

「それにしても不思議なのは、どうして痛みを堪えているとお前に気付かれたかだ。顔にも態度にも出していなかったから、誰も気付かなかったのに」

「実は、わたしの嗅きゆう覚かくは特別なんです」

　我嵐に、絶対嗅覚を持つ自分の鼻の事を話した。汗の香かおりで痛みがわかった事も。

「……信じられん話だな。だが痛みに気付かれたのは事実だ。お前が噓を言うとも思えんし」

　我嵐は困こん惑わくしつつも納なつ得とくしてくれたようだ。そんな彼に微笑ほほえんだ。

「信じてくれてありがとう。我嵐」

「いや、俺はお前を信じているが、宮廷の者は違ちがうぞ。全員がお前を疑っていると思っていい」

　我嵐が息をついて腕組みをした。事件の事を再び頭に思い浮かべる。

「でも、毒香なんてそう簡単には作れません。本来人を癒やす為にあるのが香なんです。香を調合して毒を作るなんて、よほど特別な……」

　そこまで考えて、ふとある言葉が突とつ然ぜん頭の中に浮かび上がった。

「……闇やみ香士？」

「どうしてその言葉を知っている！」

　我嵐の表情が一気に厳しいものになった。戸惑いつつも、自分の記き憶おくを探さぐってみる。

「……わかりません。毒香の事を考えていたら、急に頭に浮かび上がってきた言葉なんです。闇香士って何ですか？　いまの口ぶりからすると、知っているんでしょう？」

　闇香士という言葉は、一度浮かんだら頭から離はなれないほど印象深かった。心には不安が駆かけ巡めぐっている。その言葉を知っているはずなのに、どうしても正体がわからない。だが闇香士という言葉を考えるたび背筋がぞっとするので、その言葉に自分は怯えているとわかった。

「意味はわからずに言っているというのか？　どういう事だ？」

「父から聞いた言葉なのかもしれません。実は父の記憶が曖あい昧まいなんです。亡くなったのは十歳の頃ころなので、もっと父の事が記憶に残っていてもいいと思うんですが、顔もよく思い出せなくて。亡くなった時の衝撃が強かったせいで、記憶が混乱しているのかなと思うんですが」

　我嵐がしばらく考え込んだあと、こちらに目を向けた。

「……いいだろう。闇香士の事を教えてやる。ただし、これは国秘の一つだ。絶対に誰にも話すな。お前は暗殺犯にされた当事者だから話すんだからな」

　真しん剣けんな顔で頷うなずいた。我嵐が一度息をつく。

「闇香士とは、毒香を専門に使う香士達だ。彼らは闇香士団と呼ばれ、どのぐらいの人数がいて、どういう者達なのかはわかっていない、彼らは……暗殺集団だ」

「暗殺集団!?　では、犯罪者なんですか？　どうして捕つかまえないんです？」

　我嵐が渋しぶい顔をした。

「そう簡単に捕まえられたら苦労はしない。いろいろ事情もあって、いまは奴やつらの事を内密で調べているところだ。今回の事は、闇香士が関かかわっているのではと俺は思っている」

　事情とは何か気になった。だが話さないという事は、聞いてはいけない事だろうと思った。

「凜莉、闇香士の存在を知らない宮きゆう廷ていの者達はお前が犯人だと思っている。お前は香の知識があり、父親が宮廷を追われたという陛下への恨みを持っていると捉とらえられてもおかしくない過去もある。お前が独自に毒香を調合して陛下に嗅かがせたと思われても仕方ないだろう」

「確かに香の知識はありますけど、毒香なんて作れません。……そもそもわたしは本当は国試にも受からないような半人前なんです」

　言いたくなかったが、無実を証明するには告白するしかないと、重い口を開いた。

「半人前？　馬ば鹿かな。お前は俺の痛みを取る香を作ってくれた。秘宝香に近い香を作り出したとも言っていただろう。それは香道省の優ゆう秀しゆうな香士が何人集まってもできなかった事だぞ」

　我嵐がまさかといいたげに笑い声をあげたが、どんよりとした表情で項うな垂だれたのを見て、慌あわてたように格こう子し越ごしに顔を寄せた。

「ちょっと待て。本当なのか？　どういう事なんだ？」

「……実はわたしが作る香でまともな効果が出るのは、父が調合していたのを思い出して作った香だけなんです。鎮痛効果や咳せき止どめの香は父が調合していた時の香りを〝鼻〟が覚えていて、同じ物を作れるんです。でも自分で新たな香を作り出すという事ができなくて……」

　独自の調合法を確立し、新たな効能を持つ香を作るのが香士の大きな役割でもあった。

　香士の国試でも、筆記の試験と独自で作った調合法の香を披ひ露ろうする実技がある。

「たとえばわたしが自分で編み出した調合法で、我嵐の喉のどの痛みをとる効能を持つ香を作るとするでしょう。だけどできあがったものは、痛みを取るどころか声が出なくなったりするような、違う効果を持つものになるんです」

　いままでの失敗を思い出す。喉の痛みを取る香こうは作った事があった。実際は、声が出なくなるどころか、試ためした自分の声が低くて渋い男の声に変わってしまった。それが一月も続いて、一生戻もどらなかったらどうしようと毎日半泣きで声を出さないようにして暮らした。

　実は調香会への参加を煌翔に訴うつたえた時に、指し摘てきされた致ち命めい的てきな弱点もこれだった。

（煌翔様の言う通り、わたしは香士としては半人前なのよね。だって、父さまが作っていた香しかうまく作れないんだもの……）

「本当なのか？　秘宝香を作ってみせると、自信ありげに陛下の前で言っていたのに」

「噓だと思うなら木蓮に聞いてみてください。〝凜莉は鼻が利きいて調合の腕うでも確かだけど、調合法を編み出すのだけはド下手へただ〟って証言してくれますから」

　呆あきれた顔をしている我嵐の視線が痛かった。

「そういうわけで、本当はわたしには毒香を作れるほどの香士としての腕はないんです。だけど、父さまが秘宝香を作り上げていたのをどうしても証明したくて。半人前の身分で宮廷にまで押しかけて申し訳ないなと心の中では思っていたんですけど……」

　だんだん語ご尾びが小さくなっていく。あっけにとられていた我嵐がしばらくして息をついた。

「その話が本当なら、確かにお前に暗殺なんて無理そうだ。それに俺はお前が香で人を癒やしたいと思っているのをよく知っている。そんなお前が大事な香で陛下を殺すはずがない」

　我嵐が優やさしい目つきになった。無実だと信じてもらえて、ほっとする。

　そして、牢ろうに入れられてからずっと気になっていた事を口にした。

「話は変わりますが、麗華宮に涼果というわたしの女官がいるんですけど、どうしているか知っていますか？　わたしが捕まったせいで彼女まで疑われるんじゃないかと心配で」

　涼果は目的を偽いつわって後宮に入る事を承知で、一いつ緒しよに来てくれた。迷めい惑わくはかけたくない。

「ああ、あの女官は軍の方で捕らえた」

「そんな……！　涼果は関係ないんです。釈しやく放ほうしてあげてください！」

　恐おそれていた事態に息を吞のんだ。涼果が心配なあまり、そのまま呼吸が止まりそうになる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。こことは別の牢に入れてはあるが、乱暴には扱あつかわないよう命じてある。あの女官の事は俺が責任を持って安全を確保するから」

　そのひと言に、思わず身体からだの力が抜ぬけてその場にくずおれた。

「凜莉、犯人捜さがしは俺に任せろ。真犯人が捕まれば、お前もあの女官もすぐに釈放してやる。俺がお前の無実を証明してやるから」

　格子越しに頭をくしゃりと撫なでられた。その手の大きさと温かさに涙なみだが出そうになる。

「……ありがとうございます。でもわたしにも何かさせてください」

「いいや、お前はここで大人しくしていろ。いいな」

　念を押されて、渋しぶ々しぶ頷くしかできなかった。







　我嵐が牢を去ると、入れ替かわるように兵が戻ってきた。

　凜莉はこちらに背を向けて立つ兵を見ながら、いままでの事を頭の中で整理した。

（さっきの我嵐の話からすると、犯人は闇香士の可能性が高いわ。だけど、毒香をいつどこに仕込んで陛下に嗅がせたの？　わたしが焚たいた香には間違いなく毒なんて入っていなかった）

　自じ慢まんの鼻はわずかな香りの違いも嗅ぎ当てる。毒香なんて混じっていたら、絶対にわかるはずだ。だったら、皇こう帝ていはどこで毒を嗅いだのだろうか？

（陛下が最初に座っていた辺りがあやしいかも。離れていたし、広間は開け放たれて風通しがよかった。それに百人以上いてそれぞれの香りが混ざり合っていたから、あの辺りで毒香を焚かれたら、いくらわたしの嗅覚でも気付かないわ。あの場所が調べられたら何かわかるかも）

　自分の嗅覚なら、きっと毒香の痕こん跡せきに気付けるはずだ。しかし時間が経たてば経つほど、香りは薄うすくなる。これ以上調べるのが遅おくれたら、毒香の痕跡を嗅ぎ当てられなくなるだろう。

　兵をもう一度見つめた。出してと言って、出してもらえるとは思っていない。我嵐を呼んでもらって説得すれば出られるかもしれないが、その間に毒香の残り香がは消えてしまうだろう。

（こうなったら……）

　胸むな元もとに手を入れて、隠かくしていた持ち運びできる小さな香こう炉ろを取り出す。香炉といくつかの香料と火打ち石は、常に持ち歩いていた。牢に入れられる時に身体検査を受けたが、兵はもともと後宮の女性には声をかける事すら恐れ多いと厳しく教えられているらしく、触さわるのを気き後おくれしている様子だった。おかげで胸元までは調べられず、香の道具は何とか無事だった。

（いまある香料で何か役に立つ香は作れないかしら……。あ、そうだ！　あの香だったら手持ちの香料で作れるわ。でも……）

　思いついた香は、〝眠ねむり香〟だった。眠気を誘さそう香は何度も作っているが、それを独自に改良して嗅いだだけで気を失ったように眠ってしまう香だ。不ふ眠みんで苦しんでいる人達の為ために役に立てばと作ったのだが、その眠り香で兵を眠らせられたら、逃にげる事も可能だった。

（問題は、わたしが独自に調合した香は、いまだかつて成功した事がほとんどない事よね。この眠り香も嗅いでもまったく眠くならないし）

　成功する確率はかなり少ないが、ここでじっとしていても始まらないと思った。眠り香を改良してみたらどうかと、頭で調合に必要な香料と分量の計算をする。背を向けている兵に気付かれないように、考えた香料を混ぜ合わせて香炉に入れた。そして思いっきり悲鳴を上げる。

「きゃっ！　ねずみだわ！」

「何？　どこだ？」

「廊ろう下かを走っていったわ！　ねずみは疫えき病びようをもたらすと言われているから早く退治しないと」

　牢の外の廊下を示した。兵が慌てたように廊下の先へと向かう。

　姿が見えなくなったのを確かく認にんして、火打ち石を打って香炉に火をつけた。

「逃げられたようだ」

　香炉を背中に隠すと、兵が戻ってきた。そしてまたこちらに背を向けて見張りを続ける。

（よし、火はうまくつけられたわ。これは無む臭しゆうの香だから、匂においでは気付かれないはず）

　様子を見ながら、こっそり牢の格子に近づいて、香炉を兵の近くに置いた。

　自分は吸い込まないように後ずさり、彼に香炉の煙けむりがいくように、軽く袖そでで扇あおぐ。

（即そつ効こう性があるはずだから、しばらく息を止めていれば……）

　祈いのりつつ兵を窺うかがった。格子の向こうにいた兵に煙が届くと、彼がふいに身体を屈かがめる。

「ううっ……！」

「やった！　うまくいった……!?」

　浮うかれたのは一いつ瞬しゆんだった。倒たおれて眠るはずの兵がこちらを向く。

　兵は目をぎらぎらと光らせ、肩かたで息いきをするほど呼吸を荒あらくして雄お叫たけびを上げた。

「うおぉぉぉぉぉ！　俺は燃えているぞーっ」

　ごんごんと格子に頭をぶつけている兵を見て、また以前と同じ失敗をしたと頭を抱かかえた。

「どうして眠るんじゃなくて興奮しちゃうのよ！　それじゃまったく逆じゃないーっ！」

　実は恥はずかしくて我嵐には言えなかったが、独自で調合した香は狙ねらっている効能とはまったく逆の効果を現す事が多い。以前と分量を変えてみたのに、やはり今回も失敗した。

「どうしよう。眠ってくれないんじゃ……ん？」

　兵は狭せまい牢ろう獄ごくの廊下を何度も往復して走っていた。

　自分がいる牢は、一番端はしにあって左手は壁かべになっている。兵はそこに猛もう突とつ進しんしてきた。

「うおぉぉぉぉ！　ぐほっ！」

　勢いがつきすぎたのか兵が止まりきれずに、ごんっとものすごい音がして壁に激突する。

　目の前で兵がばったりと倒れ込んだ。格こう子しの隙すき間まから手をやると気絶しているようだ。

「おかしな香を焚いてごめんなさい。こんなはずじゃなかったんだけど。これでは逃げられない……あれ？　腰こしに下げているの、この牢の鍵かぎよね」

　兵は格子の近くに倒れていて、鍵は木き枠わくの隙間から手を伸のばせば届くところにあった。

「うーん。こんなつもりじゃなかったのよ。眠り香を焚いて眠らせて、華か麗れいに鍵を奪うばって牢からさっそうと逃げ出すはずだったのよ。失敗して偶ぐう然ぜん兵が近くに倒れてくれたから鍵を手に入れられたなんて、香士を目指している者としてはどうなの……？」

　喜ぶべきか悲しむべきかわからないが、とりあえずはここから出て毒香の事を調べるのが先決だ。自分の未熟さに涙が出そうになりつつも、手を伸ばして鍵を取る。

「ごめんなさい。お借りします」

　格子の隙間から手を出して、鍵を開けた。開いた戸から、こっそり抜け出す。

「気を取り直そう。納なつ得とくはいかないけどこれでいいのよ。さあ、早く広間に行かなくちゃ」

　深呼吸して息を整え、外に向かって走り出した。
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　牢から出ると夕暮れ時だった。凜莉は人目に付かないよう注意しながら広間へ向かう。

「誰だれだ！」

　庭を走っていると、背後から声が聞こえた。それと同時に明かりがこちらを照らす。

　まずいと心で悲鳴を上げて、慌あわてて建物の角を曲がった。

「待て！　あやしい奴やつ！」

　走りつつ振ふり返ると、兵が二人追ってきていた。ここで捕つかまるわけにはいかないと、息も絶え絶えになりながら、全速力で走った。しばらくすると、見覚えのある建物が見えてくる。

（麗華宮だわ！　あそこは男性は皇族と許可を得た警護の兵しか入れない）

　裏口から中に入り、廊下に駆かけ上がった。しばらく走って、正面にある納戸が目につく。

「あそこなら……」

　走りすぎて、もう限界だった。納戸に入って戸を閉め、息を潜ひそめる。

「こっちに来たはずだぞ」

　声はすぐ近くで聞こえた。どうやら追っ手は予想に反して後宮に入ってきたようだ。

「陛下の暗殺未み遂すいがあったばかりだ。あやしい者がいたら捕とらえろと命じられている。捜せ！」

　兵達も焦あせりが感じられる声だった。

「このままだと出られないわ。ここで夜になるまで身を隠すしかないのかしら」

　時間が経てば経つほど犯人の手がかりである毒香の香かおりは薄くなるだろう。夜まで待っている時間はなかった。息を殺してじっとしていると、兵達の足音が遠ざかる気配がした。

「よかった……。どこかに行ったみたい」

　ほっとしていると、ふいに戸が開いた。突とつ然ぜんの事で、隠れる余よ裕ゆうがなかった。

　兵が来たのかと身構えたが、立っていたのは翡翠だった。

「やっぱりあなただったのね。陛下を暗殺しようとして捕まったと聞いたけど」

　翡翠はいつもの無表情だった。慌てて立ち上がり、必死に首を横に振る。

「違ちがいます。わたしは犯人じゃありません。真犯人を捕まえたくて牢ろうを抜ぬけ出してきて……」

　翡翠は珠華や蘭々の意地悪に荷担はしないが、止めもしなかった。嫌きらわれているのは確かなので、何を言っても無む駄だだろうとも思ったが、いまは見み逃のがしてほしかった。

「そこにいるのは誰だ！」

　兵の声が聞こえた。どうやら戻もどって来たようだ。納戸に戸は一つだけ。

　そこには翡翠が立っている。彼女を押しのけて逃げても、兵達に捕まる可能性が高かった。

（絶体絶命だわ……！）

　目を瞑つぶると、がらっと音がした。驚おどろいて目を開けると、戸が閉まっている。

「何事ですか？」

　状じよう況きようを理解する前に、戸の向こうから翡翠の声がした。どうやら兵と話しているようだ。自分を引き渡わたすつもりだろうと思っていたが、それならどうして戸を閉めたのか不思議だった。

「何者かが麗華宮に入るのを見たので、追いかけて参りました」

「それなら、身知らぬ女があちらに駆けていくのをみました」

（え？　わたしはここにいるのに何でそんな噓うそをつくの？）

　戸と惑まどっていると、戸の外で兵士の声が聞こえた。

「本当ですか？」

　疑わしいと言いたげな兵士に、翡翠が凜とした声を上げた。

「ええ。私は壬翡翠です。宰さい相しようの娘むすめである私が噓をつくとでも仰おつしやるのかしら。そうそう、ご存じだと思いますが、ここは煌翔様の後宮である麗華宮。許可なく男性が入ると死し刑けいです。いくら不ふ審しん者を追いかけてきたとはいえ、勝手に入ればあなた達も咎とがめられるのではなくて？」

「翡翠姫ひめ……!?　し、失礼致いたしました！　確かに焦っていたとはいえ、許可なく麗華宮に入ったのは失態です。すぐ麗華宮の兵に不審者の事を伝えて出て行きます」

　一気に態度を変えて平謝りする兵に、翡翠の優やさしげな声が聞こえた。

「お仕事ですもの。仕方ないわ。早くお行きなさい」

　兵達が遠ざかる足音がした。何が起こったのかわからなくて目を丸くしていると、戸が再び開いて翡翠が中に入ってくる。てっきり兵に自分を差し出すだろうと思ったのに、庇かばってくれたのが信じられなくて目を丸くした。

「どうして助けたか知りたいの？　残念だけど、自分でもわからないの」

　困った顔さえ美しい翡翠は、小さく息をついた。

「あなたなんて特に気にする必要もない存在だと思っていたわ。珠華達は気に入らないようだけど、あれぐらいの意地悪で泣いて逃にげるようだったら後宮では務まらないし。いなくなっても私には関係もないし、好きにすればいいって思っていたの」

　翡翠はいつも冷めた目で、珠華達と自分を見ていたのを思い出した。

「でも自分の夢は自分で摑つかむっていうあなたの言葉に衝しよう撃げきを受けたわ。子どもの頃ころからこの国の女の幸せは徳の高い方の妻になる事だって教えられてきた。そう言われて生きてきて……」

　翡翠がそこで言葉を詰つまらせた。初めて彼女の表情が変わった。

「でも、本当はそう言われるのが嫌いやだった……！」

　顔がくしゃりと歪ゆがんで、目に涙なみだが浮かんだ。いつも無表情の美しい翡翠。

　まるで人形のようだと思っていた彼女の泣き顔は、年相応で可愛かわいらしくさえあった。

「煌翔様を初めて見た時から恋こいしていたわ。あの方の妻だったらなりたいけど、好きでもない方ならどんなに徳が高くても嫌よ。だって私の人生ですもの。好きな方と結けつ婚こんしたいわ」
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　それは翡翠の心の奥深くに抑おさえられていた思いのようだった。

「本当はもっと勉強もしたいわ。女は着き飾かざって笑ってればいいなんて言われて育って、いつも嫌な気持ちになってた」

　誇ほこり高い彼女には、押さえつけられるような生き方は我が慢まんならないのかもしれない。

「お兄様達がやっている学問を私もやりたかった。だけど女の子なんだから控ひかえなさいって言われるの。男の人は自分より頭がいい女を嫌うからって。仕方ないのかもと思って生きてきたけど、あなたの言葉を聞いて私にも違う道を選ぶ事ができるのかもしれないと思ったの」

　翡翠が涙がたまった瞳ひとみでじっとこちらを見つめた。

「あなたは女なのに香こう士しになるという夢があるって言った。……うらやましかったわ。だって、私には夢を見る事もそれを口にする事も許されないのに」

　身分が高い貴族の姫ひめとして生まれた翡翠。美しくてなに不自由なく生きてきたのだろうと思っていた。しかし人によって、何が幸せかは違う。彼女にとっての幸せは守られて生きるよりも、自分の才能を生かして自力で生きていく事ではないかと思った。

「……翡翠姫。前にも言いましたが、夢は叶かなえる為ためにあるものです。どんなに大変な夢だとしても、目標に掲かかげるのは自由だと思います。夢を見るのに女性も男性も関係ない。翡翠姫がやりたいと思う事を夢として持って、それを口にするのは悪い事ではないと思いますよ」

　微笑ほほえむと、翡翠が唇くちびるを嚙かんだ。

「そう簡単にはいかないわ。それが宰相の娘として生まれた私のさだめよ。……行きなさい」

　翡翠がふいに表情を引き締しめて、凜とした声を上げた。そして手で戸を促うながす。

「あなたが犯人だとは思っていないわ。あなたの事だから、自分で事件を調べたいと思っているんでしょう。それもあなたの夢に向かう為に必要な事だろうから、好きにすればいいわ。でもそのままじゃ見つかるかもしれないから女官に変装したら？　着物を持ってきてあげる」

「いいんですか？　わたしを助けた事が知られたら、いくら翡翠姫でも罪に問われますよ」

「麗華宮から罪人が出たなんて事になったら、私達の立場も悪くなるわ。せいぜい真犯人を捕まえて無実だと証明してちょうだい。その為の協力はしてあげる」

　つんと顔を上げた翡翠に、思わず笑えみを浮うかべた。

「ありがとうございます……！」

「誤解しないで。私は本当に煌翔様が好きなの。だから助けるのは今度だけよ。犯人を捜さがしてさっさと麗華宮に戻ってらっしゃい」

「必ず戻って来ます。そして一いつ緒しよに自分の夢を目指せるように頑がん張ばりましょう。翡翠姫」

　翡翠がふっと微笑んだ。戸を閉めて出て行った翡翠の後ろ姿に、深く感謝して頭を下げた。
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　凜莉は翡翠が持ってきてくれた女官の着物に着き替がえて、広間の近くまでやってきていた。

　夜になっていたが、たいまつが広間に面した庭で焚たかれているのでそれなりに明るい。

　庭先の植え込みに隠かくれて、広間を窺うかがった。

「けっこう兵がいるわね。さすがにあの中には入れないわ」

　十人以上が広間を調べている様子を見て、これではいくら女官に変装していても気付かれると思った。考えた末、植え込みの陰かげに座り香こう炉ろを取り出す。

「もう一度だけ眠ねむり香に挑ちよう戦せんしてみよう。さっきは牢ろうの中で焦あせっていたから失敗しただけよ。大だい丈じよう夫ぶ、今度はうまくいく……はず？」

　自分でも疑問系に語ご尾びが上がったのがわかったが、気付かないふりをした。

「あんなにたくさんの兵達を一いつ斉せいに黙だまらせるには眠らせるしかないもの、今度こそ……！」

　たとえ失敗して興奮させたとしても、その方が彼らをここから追い出しやすいだろう。

　香料の配合を微び調ちよう整せいして、香炉に入れた。それを夜の闇やみに紛まぎれて、広間から向かって右手にある庭の植え込みまで持って行き、火をつける。風向きからすると、そこで焚けば広間に煙けむりがいく計算だった。そして煙を嗅かがないようすぐに庭の隅すみにある木の陰に移動した。

「お願いよ。今度こそ、成功して！……………………あれ？」

　眠り香は無む臭しゆうのはずなのに、かすかに鼻につく香かおりが漂ただよいはじめる。

　自じ慢まんの嗅きゆう覚かくがその香りを〝危険〟だと直接脳に伝えた。

「まずい……！」

　慌あわてて頭を抱かかえた。蹲うずくまると同時に、香炉の辺りがまるで真昼のように明るい光を放つ。




　ドォーン！




　地面が揺ゆらぐほどの地じ響ひびきとともに、香炉のあった植え込みが盛大にふっとんだ。

「何だ、いまの爆ばく発はつは！」

「あっちの植え込みだぞ！」

　広間にいた兵達は大おお騒さわぎだ。そして隠れていた自分も、目の前の光景が信じられないでいた。

「何で？　どうして香が爆発するのよ!?　眠り香を作ろうとしただけなのに……！」

　香料はすべて香木からできているのに、火をつけて焚いたらなぜか火薬の香りがした。

「……どうしよう。静かにさせるつもりがよけい大騒ぎに……ん？」

　地面に手をついて項うな垂だれたが、兵達が爆発した植え込みに集まり大騒ぎしているのに気付く。

「まだ爆発するかもしれないぞ。庭に誰だれかいないか捜せ！」

　兵達が散らばって辺りを捜そう索さくしだした。そのおかげで、広間は無人だ。

「違ちがうのよ……。眠り香で兵を眠らせて、さっそうと広間を調べるつもりだったのよ。確かに広間には誰もいなくなったから調べられるけど……！」

　思い描えがく理想と現実は大きな違いがあった。納なつ得とくはいかないが、贅ぜい沢たくはいっていられない。

「落ち込むのはあとよ。早くしないと兵が戻もどってくる。とりあえずこれでいいんだわ」

　自分に言い聞かせて、広間に駆かけ寄った。床ゆかに上がって、皇こう帝ていが座っていた壇だん上じように足を踏ふみ入れる。周りには赤い垂れ幕が下げられていて、細かな細工の窓まど枠わくが繊せん細さいな美を放っていた。

　そして中央には、調香会の時に皇帝が鎮ちん座ざしていた金細工が施ほどこされた椅い子すがあった。

「豪ごう華かな椅子ね。触さわるのも足が竦すくみそうだわ」

　気き後おくれしつつも、椅子に近づいた。椅子の後ろには金屛びよう風ぶがあって、昇のぼり龍りゆうが描かれている。そこでふいにある香りに気付いて、何度かくんくんと鼻を鳴らす。

「この香り、どこから……？」

　いままで嗅いだ事のないものだった。しかもいまにも消えてしまいそうなほど薄うすい香りだ。

「この椅子の肘ひじ置おきから香りがするみたい。どうしてこんなところから……あ！」

　肘置きの部分を触ると、表面がカタッと音がして外れた。

「やだっ、壊こわしちゃった？」

　慌てたが、すぐにそれが小物入れにする為にわざと外れるようになっているのだと気付く。

「これって、細工椅子になっているのね。父さまの椅子もこうなってたわ。父さまはよくここに菓か子しを入れて仕事中に食べてたっけ」

　人によってはたばこの灰を入れたり、貴金属を入れたりと使い方は様々だ。蓋ふたを戻そうとして、さきほどから漂っていた香りがここからだと気付く。よく見ると何かが入っていた。

「これって……！」

　藤ふじの花が描かれた白い香合が中に入っていた。見覚えがあって、取り出して眉まゆ根ねを寄せる。

「確か、煌翔様が初はつ恋こいの女性にもらったとかいう香合だわ。どうしてここに」

　香合の蓋を開けると、さきほどから気になっていた香りがした。かすかに残っている香りは、二種類の違う香りだった。一つは嗅ぐと胸がむかむかしてくる香りだ。本能でそれが危険な香りだと察知した。そしてもう一つの香りは、その危険な香りにいまにも消されそうになっていた。確かめようと鼻を近づけたが、むかむかがひどくなって思わず香合の蓋を閉める。

「これってまさか、毒香の残り香がではないかしら……」

　時間が経たっているので害はないだろうが、これ以上香りを嗅いで確かめるのは恐おそろしかった。

「まさか、煌翔様が……？」

　煌翔を思い出す。自分が疑われた時、彼は何も言わなかった。煌翔がもし犯人だとしたら、自分に罪を着せようとしてあの時黙っていたのではという疑念が浮かぶ。

　その疑念は、胸のうちをきゅっと締め付けるような苦しさをもたらした。







「誰かいるのか？」

　背後から聞こえた声にびくりとした。凜莉は慌てて香合を袖そでの中に隠して振ふり向く。広間の入り口に立っていたのは煌翔だ。いままさに疑っていた彼が現れて、心臓が縮み上がった。

「凜莉！　お前、どうしてここに？」

　煌翔が厳しい顔で近づいてくる。何を話せばいいかわからなくて、頭の中が混乱した。

（落ち着いて。香合がここにあったからって、煌翔様が犯人だとは限らないわ。でも、彼が一番あやしいのも確か。じっくり真実を見み極きわめないと）

　一つ深呼吸した。そしてなるべく静かな声を出す。

「犯人を捜したくて、牢を抜ぬけ出したんです」

「何だと！　早く牢に戻れ」

「でも、このままでは陛下を暗殺しようとした犯人として死罪になってしまいます。わたしは犯人ではありません！」

「そんな事はわかっている」

　あっさりと返って来た言葉に目を見開いた。

「えっ……？」

「そんな事はわかっていると言ったんだ。お前は犯人じゃない。真犯人は別にいる。だが、その真犯人はお前に罪を着せる気が満々だ。外をうろうろしていたら、真犯人に罪を着せられたまま殺されるかもしれないぞ。牢にいた方がかえって安全だ」

　煌翔の意外な言葉に何度も目を瞬またたかせた。

「そういうつもりで、わたしを牢に入れさせたんですか？」

「ああ。それなのに抜け出すなんて。外は危険なんだぞ！」

　顔つきからも口調からも本当に心配してくれている様子が伝わってきた。

　煌翔が信じてくれたというだけで、心の中がふわっと温かくなって、安心感が生まれた。

（よかった。信じてくれていないと思ってすごく辛つらかった。……あれ？　どうして辛いなんて思うんだろう。だって煌翔様は傲ごう慢まんで自分勝手であまり親しくしたいとは思えない感じの人だし、別に信じてもらわなくても……）

　疑問に思いつつ、いまはそんな事を考えている場合ではないと、気を取り直した。

（細工椅子にあった香合は煌翔様の物だわ。では彼が犯人？……でも煌翔様は口ほど人間は悪くない気がするわ。前に話した時、国を大事に思っている気持ちが伝わってきた。陛下を尊敬している気持ちも本物だと思う。何より、初恋の人にもらった香合を暗殺に使うかしら……？）

　子どもの頃ころの初恋をいまだ大事に思っている煌翔は、実はとても愛情深い人かもしれない。

　その煌翔が、父親の暗殺に使う道具にわざわざ大事な香合を選ぶとは思えなかった。

　確かめるすべはないかと、頭を巡めぐらせた。

「……煌翔様。陛下がお倒たおれになった時に、以前見せてくださった香こう合ごうから漂っていた香りと同じものを嗅いだ気がするんです。確かめたいのでもう一度香合を見せてもらえませんか？　もしかしたら犯人を捜さがす手がかりになるかもしれないので」

　平静を装よそおい、鼻に意識を集中させると、煌翔から焦った時に出る汗あせの香りがわずかにした。

「……あれは部屋にしまってある。あの時に同じ香りがしたなんて、お前の気のせいだ。兵ももうすぐ戻ってくるだろう。俺が足止めしておくから、お前は牢に戻れ。いいな」

　煌翔が足早に庭の方へと去って行く。普ふ通つうの人なら彼が動どう揺ようしたなんて気付かないだろう。

「でも、わたしの絶対嗅覚はごまかせないわ」

　呟つぶやいて、袖の中にある香合を見つめた。
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　凜莉は広間を出て、香道省へと向かっていた。

「木蓮に相談してみよう。香道宮には、香りの原料を探さぐり当てる道具があるはず。陛下が嗅いだ毒香とこの香合にわずかに残っている香りが同じか、調べてもらおう」

　夜の宮きゆう廷ていは移動するのも怖こわかったが、見張りの兵を避さけつつ、何とか香道宮の近くまで来た。

「あと少しだわ。……きゃっ！」

　ふいに背後から肩かたを摑つかまれた。驚おどろきすぎて心臓が止まりそうになる。

「だ、誰だれ！」

　恐こわいあまり、振り向きざまに右みぎ腕うでをあげて相手を叩たたこうとしたが、なんなくかわされる。

「目を開けろ。俺だ」

「我嵐。……ああ、びっくりした！　ごめんなさい。叩こうとしたりして」

　目の前に立つ我嵐を見て、ほっとした。頭を下げると、我嵐が腕うで組ぐみする。

「かまわない。それより、どうして牢ろうを抜け出したんだ。様子を見に行ったら見張りが倒たおれていたぞ。いったいどうやって見張りを倒したんだ？」

「ええっと、眠ねむり香を焚たこうとしたというか……」

　眠り香を作ろうとして失敗し、真逆の興奮作用のある香を作って、それを嗅かいだ兵が大暴れしたあげく気絶して運良く鍵かぎが手に入った。そんな情けない話を我嵐に知られるのは恥はずかしかった。ごにょごにょとごまかすと、我嵐が目を見張った。

「眠り香？　そんな香を作れるなんてすごいな！」

　褒ほめられたが、微び妙みような気持ちになる。曖あい昧まいに笑うと、我嵐が腰こしに手を当てた。

「だが、牢を抜け出したのはまずいぞ。俺が取り調べる為ためにお前を牢から出した事にしているが、長い間はごまかせない。事件を調べたくて抜け出したんだろうが、すぐに戻もどれ」

「でもどうしても広間を調べたくて。……我嵐、わたし広間であるものを見付けたんです」

　話していいのかと迷ったが、我嵐は信用できる人物だと思った。

　それに問題が大きすぎて、一人では抱かかえきれない。第三者の意見が欲しかった。

　我嵐に香合を見せ、広間でこれを見付けた事。そしてこれは煌翔の物である事。この香合から毒香らしき残り香がした事を話した。我嵐は驚きつつも、黙だまって話を聞いてくれた。

「……というわけで、香合を香道省で調べてもらおうと思ったんです。これは確かに煌翔様の物だけど、あの方が犯人だなんて思えなくて。そんな事をする理由だってないですし」

　煌翔は一年後には皇こう帝ていの座に就つく事が決まっている。いまでも、政治に関する事はほぼ煌翔が采さい配はいをふるっていた。皇帝を暗殺などしなくても、煌翔は皇帝になれるのだ。

　親子だから、もしかしたら他ほかにも憎にくしみあうような理由があるのかもしれない。

　だが煌翔が個人的な理由で、父親を暗殺するような暴挙に出るとは思えなかった。

「……いや、理由はない事はないぞ」

　我嵐が厳しい表情で言葉を漏もらした。驚いて見つめると、一つ息をつく。

「いまから言う事は他言するな。俺の個人的な見解だ。お前を信用しているから話すんだ」

　念押しされて頷うなずいた。我嵐がやや声を潜ひそめる。

「煌翔様は確かに一年後皇帝の座を継つがれる。しかし、そのあとも大事な決定は陛下の承しよう認にんを受けなければならないんだ」

「皇帝になるのに、大事な決定は前皇帝に伺うかがいを立てるって事ですか？　なぜそんな事を？」

「陛下はこの国の歴史の中で唯ゆい一いつ戦いくさを行わなかった皇帝として、臣下の信しん頼らいが厚い。ご存命なのに皇位を譲ゆずるというのもいままでの我が国ではあり得なかった事だ。皇位を譲っても、皇帝としての権力と決定権を陛下に残したままにしてはどうか、という貴族達の声が多いんだ」

　我嵐は言葉を選ぶようにして話を続けた。

「煌翔様は優ゆう秀しゆうだし賢かしこい方だが、やはりまだお若い。それを心配する声も多いんだ。それでも陛下のお身体からだの事もあるから、表向きの皇帝は煌翔様に。そして陛下には摂せつ政しようとして皇帝の権力と決定権をそのまま握にぎっていて頂こうというのが、宮廷全体の考えのようだ」

「摂政って君主が病弱だったり子どもだったりした時に代わりに政治を行う人の事でしょう？　退位しても皇帝としての権力や決定権を陛下がお持ちになるというなら、いまのままでもいいんじゃないんですか？　煌翔様に皇帝の座を譲る意味がないと思うんですけど」

「意味はあるさ。隣りん国ごくへの牽けん制せいだ。陛下は体調があまりよくない。それは隣国の湖蘭国にも知られている。これを機会に湖蘭国が攻こう撃げきを仕し掛かけようと虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっているようだ。だから表向きは若く健康な煌翔様が皇帝になれば、隣国への牽制になると踏ふんだんだ」

　皇帝は国の象しよう徴ちようだ。周囲が健康で若い皇帝を望むのは仕方ないかもしれない。

「でも、何だかそれでは煌翔様が利用されているような印象を受けます」

「ああ。煌翔様は皇帝としての器うつわも十分だ。だからこそ、そんな自分の状じよう況きようを不満に思って我が慢まんできなくなるのではと、密ひそかに心配していた」

　思わず我嵐と目を見合わせた。我嵐の言いたい事がわかった気がした。

「煌翔様が陛下を暗殺して思い通りの政治を行いたいと思っていると、疑ってるんですか？」

　我嵐が辛そうな表情になって、拳こぶしを握り締しめた。

「……心のどこかでそう疑う自分がいる。あの方は陛下を暗殺できるだけの知ち恵えと力と強い精神力をお持ちだ。今回の事も闇やみ香士の仕し業わざに見せかけて仕組んだという疑いは捨てきれない」

　我嵐が苦しそうに顔を歪ゆがめた。

「しかし煌翔様は陛下に礼を尽つくしておられた。犯人だなんて信じたくないとも思っている。煌翔様は子どもの頃から知っている。傲慢なところはあるが、命をかけてもお仕えしたいと思えるお方だ。だが宮廷の警護を預かる大将軍としての俺は、煌翔様を疑えと囁ささやくんだ」

　様々な感情が入り混じっているのが、言葉の端はし々ばしから感じられた。我嵐は状況を冷静に見ようという気持ちと、煌翔を信じたい気持ちで揺ゆれているようだ。彼の肩に、そっと手を置く。

「わたしは、煌翔様は犯人ではない可能性の方が高いと思ってます」

　自分でも驚くほど、はっきりした声が出た。我嵐が驚いた顔でこちらを見つめる。

「以前煌翔様と話をした時、とても国や陛下を大事にしているのが伝わってきました。煌翔様はああいう方だから、すべてが本音かはわからないけど、真実を言っているように聞こえた」

　言葉を句切って、口元を引き結ぶ。

「だけど、煌翔様の香合が陛下の細工椅い子すにあったのは事実です。その香合に毒香らしき残り香ががあったのも。だから、この香合を木蓮に調べてもらいます。それからまた考えましょう」

「木蓮か。あいつはどうも気に食わん。へらへらしてつかみ所がない奴やつだ。信用できるのか？」

　我嵐の眉まゆ根ねが寄せられた。軍と香道省は昔から仲が悪い。彼の嫌けん悪お感かんはそのせいだろう。

「木蓮は信用できます。父さまが宮廷を追われて事故で亡なくなって、母さまと屋や敷しきを出て二人で下町で暮らしてたんです。でも母さまは身体が弱くて働けないし、わたしはまだ子どもだった。毎日食べるものにも苦労していました」

　その頃の事は、あまり覚えていない。ただ、毎日お腹なかが空すいていたのは鮮せん明めいに覚えている。

「そんな時、木蓮が訪ねて来たんです。父さまにとても世話になったんだって言って、母さまの薬代とか、食べ物を買うお金を融ゆう通ずうしてくれました。わたしには香の調合の仕方を教えてくれたんです」

　鼻は利くが、調合の仕方もよく知らなかった自分に、木蓮は時間をかけて指導してくれた。

「香を調合して自分で稼かせげるようになって、初めてもらった給金で香料を買って木蓮に匂におい香を調合して贈おくったんです。わたしが独自に作った香はほぼ失敗するといってもいいんですけど、その匂い香だけはどうしても成功させたくて何度も何度も作り直してようやく完成して」

　香を贈った時の木蓮の顔はいまでも忘れられない。

〝凜莉が調合に成功するなんて!?　明日あしたは槍やりが降るね〟と言いつつ嬉うれしそうに笑ってくれた。

「木蓮は、その香が気に入ったからいまでも作ってと言ってくれるんです。だからなくなった頃ころ合あいを見て調合して渡わたしているんですよ。……木蓮がいなかったら、母さまと二人で飢うえ死にしていたかもしれません。彼はわたしの命の恩人で、香こうの師し匠しようなんです」

　懐なつかしい思い出を話し終えると、我嵐がようやく表情を緩ゆるめた。

「そんな親切な奴だとは思わなかった。すまない。凜莉の大切な人をけなしたりして」

「いいんです。宮廷ではいろんな人の思おも惑わくが混じり合って、人の本質が見えにくくなっているのだと思う。だけど、信頼できる人は宮廷にも必ずいます。あなたみたいにね、我嵐」

　微笑ほほえむと、我嵐が一いつ瞬しゆん目を丸くした。そしてふいに顔を赤らめて、目をそらす。

「お前に協力するのは、宮廷を預かる大将軍として犯人を見付けたいからだ。……仕方ない、牢に戻るのは少し待ってやる。一人では危ないから、俺も一いつ緒しよに木蓮のところに行こう」

　大きな身体で頰ほおを赤らめた我嵐が、何だか可愛かわいいと思えた。

「ありがとう。では行きましょう。真犯人を捕つかまえる為に！」

　頷きあって、背を向けた我嵐に続いて走った。
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　凜莉は香道宮にある木蓮の部屋の戸をそっと開けた。木蓮が香道宮にいるかは賭かけだった。

　ほぼ毎日調合室で寝ね泊とまりしていると聞いていたので、可能性は高いと思っていたが、実際に机に向かっている彼を見てほっとした。戸が開く音に気付いたのか、木蓮がこちらを向く。

「凜莉！　心配していたんだよ。無事でよかった」

　ほっとした顔の木蓮を見て、思わず笑えみがこぼれた。部屋の外で誰だれも来ないか見張ってくれている我嵐に顔を向け、頷きあってから部屋に足を踏み入れて戸を閉める。

「木蓮も無事だったのね。わたしの身元引受人だから、捕まってないか心配だったの」

「尋じん問もんは受けたけど、私も一応香道省の長で宮廷での地位はそれなりに高いからね。牢までは入れられずにすんだ。煌翔様に凜莉を釈しやく放ほうしてもらえるよう頼たのんだんだけど、取り調べがすんでからだと言われて。ここまで来たという事は自由になれたのか？　疑いが晴れたのかな」

　駆かけ寄った木蓮をまっすぐ見られなくて、思わず視線を落とす。

「いいえ。実は……逃にげてきたんです」

「何だって!?　それはまずいよ」

「わかってます。でもどうしても陛下が暗殺されようとしたあの広間を調べたくて。さっき広間に行って、陛下がお座りになっていた細工椅子からこれを見付けたんです」

　袖そでの中に隠かくしていた香合を取り出して差し出した。

「この香合の中に毒香が仕込まれていた可能性があります。もしかしたら、犯人はこれを使ったのかもしれません。それで、これに毒香が仕込んであったか調べて欲しくて」

「これに毒香が……？　ちょっと貸して」

　香合を渡すと、木蓮が蓋ふたを開けて手で扇あおいで中の香かおりを確かめた。

「私には何も匂わないけど、凜莉の嗅きゆう覚かくはここから毒香を嗅かぎ取ったのかい？」

「はい。でもかなりわずかでした。もっと早く見付けられたらよかったんですけど」

「そうか……。だが香りがわずかなのは、時間が経たっているのもそうだが、きっともともとの毒の分量が少ないせいもあると思う。壇だん上じようには煌翔様や我嵐大将軍もいた。細工椅子に毒香を仕掛けてあったなら、二人も嗅いだはずだ。しかし倒たおれたのは陛下だけ。つまり、お身体が弱っている陛下にだけ効くよう毒香の量を調節してあったんだろう」

　さすがに香道省の長だけはある推察力だった。木蓮が机の上から小さな瓶びんを持ってくる。

「どんな香料が使われているかを調べるのは、もう無理だろう。だけど、毒香かそうでないかを見分けるだけなら、何とかなるかもしれない」

　木蓮が瓶の中に筆を入れ、香合の中に筆についた液体をたらした。

「これは毒と混ざると、色が変わるんだ。もともとは透とう明めいだけど……」

　香合の中で液体はみるみる赤く染まった。まるで血の色のようで、ぞっとする。

　目を見開いて見上げると、木蓮が小さく頷うなずいた。

「毒の痕こん跡せきがあったみたいだね。どうやら犯人の物のようだ。いったい誰の物なんだろう？」

　思わず口ごもった。いくら木蓮でも、これが煌翔のものだというのは憚はばかられた。

　証しよう拠こは揃そろったが、煌翔の口から直接真実を聞きたいと言う気持ちが強かった。

（やっぱり、煌翔様と直接話をしよう。この香合の事も今度はちゃんと聞こう。二人で会うのは難しいかもしれないけど、我嵐が協力してくれれば何とかなるかもしれない）

　考え込んでいると、木蓮が一歩近づいた。

「何か考えているみたいだけど、とりあえず牢ろうに戻もどった方がいい。逃げ出したのがばれたらまずいよ。私が何としてでも凜莉の無実を証明してみせるから」

「いいえ、どうしても話したい人がいるんです。香合を返してください」

「駄だ目めだよ。これ以上危険な事に首は突つっ込まない方がいい」

　心配してくれているのはよくわかっていた。しかしここで引くわけにはいかない。焦あせっていたせいか、木蓮から香合を奪うばうように取った。その拍ひよう子しに体勢を崩くずして、倒れ込もうとする。

「危ない！」

　木蓮がさっと支えてくれたおかげで、床ゆかに倒れる事だけは防げた。

（わたしったら木蓮に抱だき付いちゃってる。恥はずかしい……！　あれ、この香りは……？）

　木蓮からふわりといい香りがした。かなり薄うすくて、木蓮自身が持つ香りと混ざり合っているので一瞬わからなかったが、以前自分が贈った匂い香の香りのようだ。

　その香りを嗅いで、ふと何かが気になった。自分でも何が気になったのかわからなくて、もう一度香りを確かめようとする前に、木蓮が身体からだを離はなした。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　凜莉」

「……はい。ごめんなさい。香合を調べてくださってありがとうございました」

　香りを確かめたかったが、これ以上ここにいるとまた木蓮に牢に戻るよう言われるだろう。

　仕方なく背を向けて、部屋を飛び出す。

「凜莉、待ってくれ！」

　呼び止められたが、外で待っていた我嵐と一緒に走りだした。
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　凜莉は我嵐に連れられ、煌翔の自室へと赴おもむいていた。

　煌翔と話がしたいと言うと、我嵐は渋しぶい顔をした。しかし真実を突き止めたい気持ちは同じだったようで、何度か説得すると仕方なさそうに協力を約束してくれた。

「失礼します。煌翔様。皇こう帝てい暗殺未み遂すいの件で、お耳にいれたい事が」

　我嵐が煌翔の部屋の前で声を上げると、中から声がした。

「入れ」

　低い声に、身体が震ふるえそうになった。相手はこの国の皇太子で、ほんの一月ほど前までは雲の上の人物だった。彼のいろんな事情を知る事になるなんて思いもしなかった。

　我嵐について室内に足を踏ふみ入れると、金細工の格こう子しが壁かべを埋うめ尽つくしているのが目に入る。

　ろうそくに照らされた広い部屋は、調度品のたぐいはあまりなくてすっきりしていた。

　布張りの椅い子すに座って何か読んでいた煌翔がこちらを見て、さすがに驚おどろいた顔をする。

「……いつのまに、我嵐に取り入ったんだ？」

　視線は隣となりにいる我嵐に向けられていた。表情はいつも通りだが、密閉された室内だと彼から怒おこっている時に発する汗あせの香りが漂ただよってくるのがよくわかった。

（いままでの煌翔様からは、焦ったり怒ったり悲しんだりする時に出る汗の香りがほとんどしなかった。だからあんまり感情の波がない人なんだと思っていたけど、いまはけっこう怒ってるわね。珍めずらしいな、こんなに感情を表に出すなんて）

　煌翔は自分の感情を抑おさえられる意志の強い人物だと思っていたが、そうでもないようだ。

「取り入ったりなんてしていません。真犯人を捜さがすのに協力しあっているだけです。どうしても煌翔様とお話ししたくて、連れてきてもらったんです」

　隣に目をやると、我嵐が深々とおじぎした。

「申し訳ありません。凜莉を牢に入れて誰も近寄らせるなというご命令でしたが、彼女は犯人ではないと判断し、真犯人を捕まえる為ために行動をともにしています。どんな理由があれ、命令に背そむいたのは事実。罰ばつを受ける覚かく悟ごはできています」

「そんな……！　煌翔様、我嵐は悪くないんです。わたしが頼んで助けてもらっているだけで。どうか我嵐を罰したりなんてしないでください」

「凜莉……」

　呟つぶやいた我嵐と目を合わせた。祈いのるように手を組み、彼に向かって大きく頷く。

「……見つめ合うな」

　聞いた事もないような、煌翔の低い声だった。慌あわてて顔を向けると、不ふ機き嫌げんだと顔に思いっきり書いてある。煌翔はじろりと我嵐を見つめた。

「凜莉が俺に話があるというなら聞いてやる。我嵐、お前は出て行け」

「しかし……」

「出て行け、と言ったんだ。聞こえなかったのか？」

　命令し慣れている声だった。我嵐が両方の拳こぶしをぐっと握にぎり締しめる。

「わかりました。……凜莉、外で待っているから」

　我嵐の目が心配だと訴うつたえていたが、小さく頷いて微笑ほほえんだ。

　我嵐が部屋から出て行って戸を閉める。しばらくの間、沈ちん黙もくが部屋を支配した。

「さて、話というのはなんだ？　いくら用事があるからといって、こんな夜中に男の部屋に来るのは感心しないぞ。お前は俺の後宮の才人だ。何をされても文句は言えないぞ」

　歩み寄った煌翔から、怒いかりの汗の香りが強くなったのを感じた。しかし顔には甘い笑みを浮うかべている。いつもだったら自分には絶対に言わないような事を口にした煌翔に首を傾かしげた。

「わたしにそんな事を言うなんてどうかしたんですか？　わたしは色気もへったくれもないような小こ娘むすめですけど」

　以前言われた言葉をそっくりそのまま返すと、煌翔が苦く笑しようした。

「お前は可愛かわいくないな。だが、そんなところを男は征せい服ふくしたくなるとわかっていない」

　煌翔の手が頰ほおに触ふれた。びくっとして慌てて後ずさろうとしたが、すぐ後ろは壁だった。

　彼の両手が、自分の顔を挟はさむようにして壁に押し当てられた。

　正面には煌翔の顔がある。顔の両りよう隣どなりに腕うでがあるので、逃げられなかった。

「……冗じよう談だん、ですよね？」

　さすがにこれは危ない状じよう況きようではと思わないでもなかったが、まさか一国の皇太子が自分に興味を示すはずはないとも思った。それにいままでも彼が自分を女だと見ているような発言はなかった。しかしいまの彼からはこれが〝本気〟だという香りが漂ってくる。

（ええ!?　どうして？　わたしなんかよりもっと美人な姫ひめ達が後宮に揃っているのに！　そっちからは逃にげ回っておいてどうしてわたしなんかに興味を持つの!?）

　頭の中は疑問だらけだ。混乱している間に、煌翔の顔は息がかかるほど間近に迫せまっていた。

「冗談に思えるか？　この状況が」

　神瑞国の皇太子煌翔は、国内のみならず近きん隣りん諸国においても類を見ないほどの美形である。

　そんな話を聞いた事があった。ずいぶん盛った噂うわさだと思ったが、実際の彼は噂のはるか上をいっていた。整った男らしい顔立ちはもちろん、聞くと腰こしが砕くだけそうになるほどの低い美声。

　背は高く細身に見えるが、実際はかなり鍛きたえた身体付き。神様が贅ぜいを尽くして造り上げた美を、彼は体現していた。そんな煌翔に間近で見つめられ、心臓が飛び出そうなほどに跳はねた。

（どうしよう！　どきどきして苦しい！　きゃっ！）

　心の中で悲鳴を上げたのは、逞たくましい腕に抱きしめられたからだ。

「……お前は、誰だれにも渡わたさない」

　甘い囁ささやきに、どきどきしつつも眉まゆ根ねを寄せた。

「そんな事を言われるほど、煌翔様に好かれているとは思えませんでしたけど……？」

　不思議で仕方なかった。煌翔のいまの台詞せりふは、まるで長年の思い人に囁く愛の言葉のようだ。

　抱き合った煌翔の身体が、わずかに震える。

「からかっているんでしょう？　放してください。大事な話があってきたんですから」

　煌翔の身体を押しのけようとするが、びくともしなかった。どうしようかと焦っていると、煌翔の腕の力が更さらに強くなった。痛いぐらいに抱きしめられて、息が苦しくなる。

　この国の皇太子と抱き合う事になるなんて、想像すらした事がなかった。

　じたばたと抵てい抗こうしていると、ふいに煌翔の腕が緩ゆるんだ。この隙すきに逃げようとしたが、煌翔は許してくれなかった。軽々と横抱きにされ、あっという間に寝しん台だいに下ろされる。

「何をするんですか!?」
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「さあ、何だと思う？」

　これは煌翔のたちの悪い冗談だと思っていたが、どうやら違ちがうかもしれないと、身の危険を感じた。そのまま煌翔が覆おおい被かぶさるように抱だきしめてくる。

「牢ろうに戻もどらないなら、ずっとここにいろ。俺のそばは世界一安全だ。事件にはもう関かかわるな」

　優やさしい声と言葉だった。普ふ通つうの女性ならうっとりするのかもしれないが、自分は違った。

　そのひと言で、なぜここに来たのか思い出したのだ。

「そんなわけにはいかないでしょーっ」

　叫さけんで、何とか煌翔の身体からだを押し返した。起き上がると、袖そでから何かが転げ出てきた。煌翔が寝台に転がったそれに目をやって動きを止める。それは彼が初はつ恋こいの人にもらった香こう合ごうだ。

「これは……どこでこれを？」

「その話をしにきたんです。ちゃんと話を聞いてください！」

　声を上げると、渋しぶ々しぶ煌翔が立ち上がった。これでようやくまともな話ができると息をつき、寝台を出て身なりを整えた。そして煌翔と向き合う。

「この香合は広間で陛下がお座りになっていた椅子の細工穴にありました。単刀直入に聞きます。この香合から、毒香の残り香ががしたんです。香道省で調べてもらったら、毒香が入っていた痕こん跡せきがありました。どういう事ですか？　煌翔様」

「……なるほど。お前は俺を疑っているわけだ。確かにそうだな。それは俺のものだ。毒香が入っていたなら、犯人のものだとも思われる。つまり、俺が犯人だと示す証しよう拠ことなるわけだ」

「そうです。だけど、わたしにはあなたが犯人だとは思えない」

　やや目を伏ふせると、煌翔が驚おどろいた顔をした。

「これだけ証拠が揃そろってて、俺が犯人ではないと思う理由は？」

「あなたは、口ほど人は悪くないと思うんです。傲ごう慢まんなように見えて、実は国の平和を願う立派な皇太子です。父親である陛下の事もとても尊敬しておられるし……」

「だが、それは噓うそかもしれないぞ。そう見せかけて、父を暗殺してこの国のすべての実権を握ろうと考えている……我嵐辺りはそう考えそうだな」

　疑いをかけられているのに、煌翔からは余よ裕ゆうのある態度が窺うかがえた。

「我嵐はいい奴やつだが、まじめで融ゆう通ずうが利きかないからな。状況は俺が犯人だと示している。しかし俺を信じたい気持ちもある。心の中ではさぞ葛かつ藤とうしているだろう。……ふむ。面おも白しろい」

「面白がらないでください。我嵐だって煌翔様を信しん頼らいしているからこそ葛藤しているんです」

　煌翔がふいにむっとしたような顔つきになった。

「さっきからずっと気になっていたが、俺は煌翔様で我嵐は呼び捨てなんだな。ずいぶんあいつと仲良くなったようだが、俺は知らなかったぞ。どういう事だ？」

　詰つめ寄られて、思わず目を瞬またたかせた。

（ええ!?　暗殺の犯人だと疑われているのに、いま気になるのはそこなの？）

「おい、さっさと言え。いつのまに我嵐と仲良くなった。あいつは香士が大だい嫌きらいなんだぞ」

「そんな話はあとでいいじゃないですか」

「よくない。お前は……！」

　何か言いかけて、煌翔が一度口を引き結んだ。何か考えるように目を伏せたあと、口を開く。

「お前は俺の後宮の才人だ。他ほかの男と親しくしたら、首を切られたって文句はいえないぞ」

「そうかもしれませんけど、煌翔様の後宮に来たのは秘宝香を作りたかったからです。煌翔様だって、別にわたしを后こう妃ひにしたいとか側室にしたいとか思ってないでしょう？」

　いままで彼が放った言葉の数々は全部覚えている。その中に一度として、女性として見ているような言動はなかった。煌翔はまた考え込んでいる様子だったが、ふいに息をついた。

「もういい。あとで我嵐に聞く」

　けっこうなしつこさだと辟へき易えきしたが、何とか話をもとに戻そうと、頭の中で言葉を選んだ。

「わたしは、煌翔様が噓をついていたとは思えません。あなたは人間性は最低だけど、噓はつかない人だと思うんです」

　見上げると、煌翔が不思議そうに首を傾げた。

「お前にそれだけ信用してもらえる何かをした覚えはないが」

「そうなんですよね。わたしも嫌いやみしか言われた覚えはないんですけど、なぜかそんな気がしてならないんです。……陛下がお倒たおれになった時、みんなが香を調合したわたしを疑いました。だけどなぜか煌翔様だけは無実を信じてくれるって気がしたんです。それも強く」

　彼と初めて会ったのは一月ほど前、下町の医い療りよう所だった。それから何度か彼と二人で話す機会があったものの、信頼しあえるほど親しくなった覚えはなかった。

「おかしいんですよね。あなたは陛下を暗殺したりなんてしないって……うまく言えないけど、心が叫ぶんです。どれだけあなたがあやしいという証拠が出ても、どれだけあなたが性格が悪くて最低な人間でも、その叫びが止まらなくて」

　煌翔がふいに俯うつむいた。そして肩かたを揺ゆらして突とつ然ぜん笑い始める。

「ふふっははっ。お前は本当に面白いな」

　初めて見た心からの笑えみは、とても優しかった。いつもの意地悪な顔つきが別人のようだ。

　思わず見とれてしまって、呆ぼう然ぜんとする。

「そこまで信用してくれるなら、俺も本音で話そう。その香合はなくした。いや、盗ぬすまれた」

「ええっ!?　いつですか？」

「昨夜ゆうべだ。その香合はお前に見せた時はたまたま持っていたが、いつもは部屋に置いてある」

　煌翔は寝台のそばにある机から、手の平で持てるぐらいの大きさの箱を持って来た。

　金細工が施ほどこされた箱は、傷一つなくきらきらと輝かがやきを放っていた。

「いつもはこの箱に入れてしまってある。しかし昨夜開けてみたらなかった。一昨日おとといはあったから、おそらく昨日のうちに誰かが盗んだんだ。すぐに犯人を見付けて取り戻そうと思ったが、調香会もあって宮きゆう廷ていがごたごたしていたから、終わるまで待つしかないと思っていた」

　その金細工の箱を見て、そしていまの話を聞いて、ある事に気付いた。

「やっぱり煌翔様は犯人ではないと思います。香合をこんな綺き麗れいな箱に入れて大事にしていたんですよね。昨日はなくて一昨日はあったというなら、毎晩香合を見ていたんだと思います。つまりそれだけ大切な物だった。その大切な物を、暗殺の道具に使うとは思えません」

　微笑ほほえむと、煌翔がややばつの悪い顔になった。

「他言するなよ。この香合を見せたのは、お前にだけなんだから」

　やはり彼は純情なところがあるようだ。箱を見つめる煌翔が何だか可愛かわいいとさえ思えた。

　ふと、煌翔が真顔になった。

「……俺は犯人じゃない。それにもし俺が犯人だったとして、お前が捜さがしたくらいでわかるような場所に俺の物である香合を残すなんて愚おろかな真似まねはしない。誰だれかが俺をはめたんだ」

　確かにそうだと思った。煌翔は抜ぬけ目がない。彼が本当に皇こう帝ていを暗殺するつもりなら、もっと完かん璧ぺきな計画を立てるはずだ。煌翔が口元に手を当てた。

「真犯人はもともと俺を犯人に仕立て上げるつもりだったんだ。考えてもみろ。お前があの場で香を焚たくのはあの時決まった事だ。誰も予想はできなかった。本当だったら細工椅い子すに座った父が毒香で倒れて、調べたら俺の香合があったとわかり、俺が犯人として捕つかまるはずだった」

　確かにそうだと思った。あの時、皇帝がここで香を焚いてみせよと言ったので、そうした。

　そしてそのあとに皇帝は倒れた。

　おそらく細工椅子で嗅かいだ香がじわじわ効いて、あの時に全身に毒がまわったのだろう。

「お前は巻き込まれただけだ。とにかく大人しくしていろ……おい、我嵐、入って来い！」

　声を上げると、戸が開いて我嵐が入ってきた。我嵐はむっとした顔を隠かくしてもいない。

「煌翔様。後宮以外で女性に手をつけるのは……」

「ちょっとした冗じよう談だんだ。わかっていたから、お前も入ってこなかったんだろう」

「それはそうですが……。凜莉は、香士になる為ために後宮に参ったのです。その思いを知ってなお、そのような冗談はいかがなものかと思いますが」

　我嵐は本気で怒おこってくれているようだ。言葉は丁てい寧ねいだが、殺気だっているのが汗あせの香かおりを嗅がなくてもわかった。煌翔がやや眉まゆ根ねを寄せる。

「我嵐。凜莉が好きなのか？　まるで嫉しつ妬としているようだぞ」

　我嵐の顔が一気に赤くなった。

「馬ば鹿かな事を！　凜莉とは真犯人を捕まえる為に協力し合っているのです。いわば同志！　その同志を軽く扱あつかわれるのが我が慢まんならないだけです！」

　彼の気持ちが嬉うれしくて、我嵐にそっと近づいた。

「ありがとう、我嵐。でも大だい丈じよう夫ぶよ。煌翔様のいつものたちの悪い冗談よ。いまはわたし達がもめている場合じゃないわ。協力して真犯人を捕まえましょう」

「いいや、お前とは協力しない」

　突然の煌翔の声に驚いて彼を見つめた。

「真犯人捜しは俺と我嵐だけでする。お前は牢に戻れ。信頼できる者を護衛につけてやる。外をうろうろしていたら、狙ねらわれるかもしれないぞ」

「そんな！　毒どく香こうが使われているんですよ。闇やみ香士が関かかわっている可能性が高いのでは？」

　煌翔の顔色がさっと変わった。

「どうして、闇香士の事を。……まさか、思い出したのか？」

　言葉の意味がわからず首を傾かしげると、煌翔がはっとしたような顔になる。

「思い出したって何をですか？　毒香を使う闇香士が存在すると、我嵐に聞いたんですが」

　そこまで話して、そういえば闇香士という言葉は、我嵐に聞く前に自分の頭にふと浮うかんだ言葉だったと思い出した。言い直そうとする前に、煌翔が口を開く。

「そうか。我嵐から聞いたのか……。いや、何でもない。どういう風に聞いたのかは知らないが、闇香士はとても危険な存在だ。彼らの仲間が宮廷に入り込んでいるという情報が前からあって、我嵐に調べさせていた。今回の事も奴らが関わっている可能性が高い」

　確かに毒香を使う彼らが陛下を暗殺しようとした可能性は高いが、一つ疑問があった。

「どうして闇香士は陛下を暗殺しようとするんでしょうか？」

　見つめると、煌翔と我嵐がわずかに視線をそらした。

「……それは、お前には関係ない事だ。凜莉、危険な事はもうここまでだ。あとは任せろ」

　煌翔の言葉に、我嵐も頷うなずいた。

「そうだ。凜莉。広間は調べたし、毒香の痕跡も見つかった。煌翔様とも話をしたし、もう気がすんだだろう。牢ろうの中がお前にとっては一番安全だ」

　さっきまで仲なか違たがいをしていたくせに、我嵐と煌翔はこんな時だけ意見をあわせてきた。

「でも毒香の入った香合を見付けたのはわたしです。協力させてください。それに……」

　思わず口ごもった。実はずっと気になっている事があった。煌翔が犯人ではないとしたら、その気になっている事が真実を見いだす為の大きな手がかりとなるような気がした。

　だからそれを確かめたいと説明したいのに、二人は聞く耳を持っていないようだ。

「駄だ目めだ。我嵐、連れて行け」

　煌翔の命に我嵐が頷いた。じりじりと近寄られて、思わず後ずさる。

（どうしよう。もう一つ確かめたい事があるといっても、きっと強ごう引いんにでも牢に戻もどされてしまうわ。これはわたしでなければ、確かめられない事なのに……！）

　さっと辺りに目を配った。幸い、入り口の戸は自分の背後にある。

「ごめんなさい、二人とも！」

　右手にあった椅子をわざと倒して我嵐を足止めし、入り口に向かって走る。足には自信があった。部屋を出て、追いかけてくる我嵐を振ふり切るように全速力で廊ろう下かを駆かけ抜けた。
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　もうそろそろ明け方のはずだが、夜の闇はまだまだ深い。

　凜莉は不安に苛さいなまれつつ、香こう炉ろを握にぎり締しめていた。背後には壁かべがある。その壁の向こうは、ある人物の部屋だった。背後に顔を向けると、格こう子し越ごしにろうそくの明かりが窺うかがえた。

（事件の真相を暴あばく為には、あの人にどうしても確かめなければならない事があるわ。だけどあの人にだけは面と向かって聞く勇気がない。だから……）

　手の中の赤い香炉に入っているのは〝自白を促うながす香〟だった。

　この香を嗅げば気持ちが緩ゆるやかになって、正直に何もかも喋しやべってしまうという効能がある。

　とても便利なはずの香だが、一つだけ問題があった。

（この香の調合法を編み出したのはわたしなのよね。ちゃんと効果を発揮するかしら……？）

　自力で編み出した香は、眠ねむらせようとして逆に興奮させたり、なぜか爆ばく発はつしたりとさんざんな結果に終わっていた。この自白を促す香も何度も調合に挑ちよう戦せんしているが、いまだかつて成功した事はない。そんな不完全な香を使うのは、なかなか勇気がいる事だった。

（でも煌翔様に見つかる前に真実を暴きたい。時間もないし、何より彼に面と向かって事件の事を聞き出すのは、わたしには荷が重すぎる。これがうまく作用してくれたらそれが一番いい）

　何度も何度も考えたが、結局行き着く結論は同じだった。意を決して、香炉に火をつける。

　煙けむりを吸わないよう、口と鼻を布で押さえて息を止める。そして風向きを見て格子の隙すき間まから中に煙が入るような位置に移動した。しばらくすると、中から声が聞こえてくる。

「ううっ……」

（反応があったわ。もしかして、今度こそ成功したかも……！）

「うっ、ごほっごほっ！」

　咳せき込んだ声と同時に戸が勢いよく開いた。

「何だ、この魚の腐くさったような臭においは！　目も喉のども痛いし……！」

　悲鳴に近い声を上げて出てきた人物を見て、また失敗した事を悟さとった。

　鼻を押さえていた布をとると、確かにひどい腐ふ敗はい臭しゆうがして思わず咳き込んだ。

「ううっ、げほっごほっ！　ああ、やっぱり大失敗だった……」

「凜莉!?　いったいまた何を作ったんだ。これは催さい涙るい香じゃないのか？」

　同じように咳き込みつつ声を上げたのは、木蓮だった。

「催涙香？　そういえば調合を習いたての頃ころ、泣き虫の友達に泣き止やんで欲しくて笑い香を作ったら、涙なみだと咳せきが止まらなくなる催涙香ができて、よけいに泣かせた事があったような……」

　確かにいま香炉から漂ただよっている香りは、あの時と同じものだった。

　木蓮が慌あわてた様子で、香炉の蓋ふたを閉じた。目に浮かんだ涙を拭ふいて、二人で息をつく。

　木蓮がこちらに顔を向けて、何か考えるように視線を動かした。

「……さっき飛び出していったから、真実を突つき止めるまでは戻って来ないと思っていたよ。もしかして、事件について何かわかったのかい？」

　優やさしい表情だが、眼鏡の奥にある黒い瞳ひとみがなぜか探さぐるような光を放っている気がした。

「ええ。まだ疑いの段階ですけど、少しずつ事件の真相が見えて来たように思います」

　木蓮の表情を観察した。顔色一つ変えないが、ほんのわずかに目が伏ふせられた気がする。

「そうなんだ。では、さっきの香はなんだったのかな？　自作の香が失敗したように見えたけど。凜莉はいったい私にどんな香を嗅かがせようとしたのかな？」

「……確かめたい事があったんです。だからちょっと失礼します、木蓮！」

　叫さけんで、木蓮の胸に飛びこんだ。彼に抱だき付き、胸いっぱいに息を吸い込む。

　木蓮は突とつ然ぜんの行動に虚きよを突かれたようだ。すぐに離はなれたあとも、目を見開いていた。

「なんなんだ？　いったい何がしたいんだ」

「ごめんなさい。香りを確かめたかったんです」

　改めて見つめると、木蓮が眉根を寄せた。

「香り？　どういう事だい？」

「いま、木蓮がまとっている香り。それってわたしが贈おくった香ですよね」

　それはさきほど、我嵐にも話した思い出話だった。

　香の調合を教えてくれた彼に、初めての給金で香料を買って匂におい香をつくり贈ったのだ。

「匂い香を身につけたのは三日前だ。凜莉の鼻はそんなに前に身につけた香も嗅ぎ取るのか」

　信じられないといった顔つきだ。その表情の中に、悔くやむような色合いが一いつ瞬しゆん浮かぶ。

「ええ。かなりわずかなので、抱き付かないとわからないくらいですが。……実は絶対にするはずのない所で、その香の香かおりがしたんです」

　木蓮はそれを聞いても、表情を変えずに腕うで組ぐみをしただけだった。

「その時も本当に少ししか香らなかったので、わたしの嗅きゆう覚かくをもってしても木蓮に贈った香だって気付かなかった。だけど香合を調べてもらった時に倒たおれそうになって支えてくれたでしょう。あの時木蓮から同じ香りがしたような気がして、それで思い出したんです」

　木蓮の眼鏡の奥の黒い瞳が、鋭するどくなった気がした。

「それで？」

　声もいつになく冷たい印象だ。震ふるえそうになりつつ、勇気を振り絞しぼった。

「わたしが贈った香だけど、木蓮のもともと持つ香りと混ざり合って変化するから、二つの香りが同じだと断定はできませんでした。だからもう一度抱き付いて香りを確かめたんです。本当は自白を促す香を嗅いでもらって話を聞こうと思ったけど失敗したので。……木蓮、いまあなたから漂っている香りと、その絶対にするはずのない所で嗅いだ香りはまったく同じでした」

　絶対にするはずのない所とはどこかと木蓮は聞かなかった。その代わりすっと表情が消えた。

「凜莉の絶対嗅覚はとても便利だけど、敵にするとやっかいそうだね」

　意味深な言葉だった。真実を知るのが恐こわくて仕方なかったが、勇気を振り絞って袖そでから煌翔の香合を取り出して、木蓮の前に掲かかげた。

「香合には毒香とは別に違ちがう香りもしました。おそらく犯人のものです。そしてそれはいまわたしが抱き付いて確かめた木蓮の香りと同じだった。贈った匂い香はわたしが独自に調合したもので持っているのは木蓮だけ。つまり香合に毒香を仕込んだ犯人は木蓮だって事になります」

　木蓮は、うっすら笑えみを浮うかべた。

「実は匂い香は人にあげてしまったんだ。もしかしたらその人が犯人かもしれないね。せっかく作ってくれたのに、人にあげたなんて言い出せなくて黙だまっていたんだ。ごめんね」

　信じられないが、噓うそだとは断定できなかった。

　その言葉を信じたい自分がいる。しかしさきほど無表情になった木蓮の顔が忘れられない。

「あの香合から私と同じ匂い香の香りがしたからといって、私が犯人だという理由にはならないよ。それより、香合の持ち主である煌翔様の方が犯人の可能性は高いだろう。私の香も、回り回って煌翔様が手に入れたのかもしれないし」

　木蓮の話を聞いて、はっと目を見開いた。

「……どうして、この香合が煌翔様の物だと知っているんですか？」

　木蓮の眉まゆがぴくりと動いた。

「凜莉が最初に香合を持ってきた時にそう言っただろう」

「いいえ。言っていません。言わないように気をつけていたから、絶対に違います」

「では、煌翔様に見せてもらったんだったかな」

「煌翔様は、これをとても大事にしていて、見せたのはわたしだけだと仰おつしやってました」

　木蓮はいつもくだらない噓をつく。だけど、それは明らかに噓だとわかる冗じよう談だんの部類に入るものだ。いまの息を吸うように自然に噓をつける木蓮なんて、見た事がなかった。

　子どもの頃から知っているのに、いま目の前にいる彼はまったく別人に見えた。

「木蓮。わたし以外でこれが煌翔様の物だと知っている人がいるとしたら────それは煌翔様の部屋から香合を盗ぬすんで毒香を仕込み、陛下の細工椅い子すに隠かくした犯人だけです」

　木蓮がすっと視線を落とした。何か考えているようなそぶりをみせて、やがて顔を上げる。

「そう。じゃあ、もうここまでかな」

　ぞっとするほど冷たい表情で見つめられ、生まれて初めて彼への恐きよう怖ふが身体からだを駆かけ巡めぐった。
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「我嵐！　凜莉は見つかったか！」

　煌翔は目の前で跪ひざまずいた我嵐に向かって叫んだ。

「いえ、近くにはいないようです。兵を呼んで捜さがさせましょう！」

　凜莉が犯人に捕つかまったのではと思うと、焦あせりと不安が心を支配した。いままでどんな苦難にぶちあたろうとも、皇太子として凜とした姿勢を貫つらぬいてきた。それなのにたった一人の少女のせいで、こんなに動どう揺ようするなんて思わなかった。落ち着けと自分に言い聞かせ、頭を巡らせる。

「……待て。あいつが行きそうなところに心当たりがある。だがもしその考えが当たっていたら、かなりまずい状じよう況きようになっているだろう。すぐに向かうぞ。絶対にあいつに凜莉を傷付けさせたりしない！」

　声を荒あららげると、我嵐が目を丸くした。その様子が気になって眉根を寄せる。

「何だ」

「……いつも冷静で陛下がお倒れになった時でさえ顔色一つ変えないほど自分を律していらっしゃるのに、いまはどうしてそう感情を顕あらわにされているのかと思いまして」

　確かに何も知らない我嵐は不思議に思うだろう。

　しかし我を忘れるくらい取り乱してしまうほどの理由はあった。

「──凜莉は特別だ」

「いま、なんと仰いました」

「何でもない。さっさと行くぞ」

　我嵐を促うながして走り出す。冷静になろうとしたが、そうできない自分に深い衝しよう撃げきを受けていた。
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「やっぱり、犯人は木蓮なんですか？　違いますよね。いつものたちの悪い噓ですよね？　木蓮が陛下を暗殺しようとしたなんて」

　凜莉は平静を保とうとしていた。しかし木蓮の見た事もないような冷たい顔つきに、不安と恐怖が入り乱れて、逃にげ出したい気持ちになっていた。すべていつもの木蓮の悪い冗談であると、万に一つの可能性にすがりたい。だが木蓮は困った顔で、微笑ほほえんだ。

「残念だね。今回ばかりは噓じゃないんだ」

　声はいつもの木蓮と同じで優しかった。我嵐が話していた事がふいに頭に蘇よみがえる。

「毒どく香こうを使うのは、闇やみ香士といわれる暗殺集団だと聞きました。彼らが宮きゆう廷ていに入り込んでいるようだとも。まさか、木蓮が闇香士……？」

　問いかけたが、木蓮はわずかに目を伏せただけだった。

「凜莉、『九きゆう尾びの狐きつね』って知っているかい？」

　突然何の話だろうと戸と惑まどっていると、木蓮の冷たい笑みが深くなった。

「九尾の狐は、龍りゆうや鳳ほう凰おう、そして麒き麟りんと同じく瑞ずい獣じゆうなんだ。皇族の守り神だと言われているが、徳のない皇こう帝ていが君臨した場合は革命を促すので凶きよう獣じゆうだとも言われている」

　声も表情も見た事がないほど凜としていた。まるで誇ほこり高く使命を帯びた戦士のようだ。

「私は闇香士団の長おさだ。そして闇香士団の長は代々、闇の称しよう号ごうとして九尾の狐を戴いただいている。その私が、いまの皇帝は徳がないと判断した。だから称号が示す意味に従って革命を起こす事にしたんだ。我らの手で新しい国を作る為ために」

「革命って……陛下は素す晴ばらしい方だと思います。徳がないってどういう意味ですか？」

「わかりやすく言うと、皇帝としてふさわしくないという事だ。九尾の狐はふさわしくない皇帝を廃はいして、革命を促すのが務め。凜莉、いい事を教えて上げる。我々はもともと、皇帝直属の暗殺部隊だった。だがたった一度の失敗で、皇帝は我らを見捨てたんだ……！」

　最後の言葉はまるで血を吐はくような叫さけびだった。

「暗殺部隊……？」

　ふと、煌翔と闇香士団の話をしていた時の事を思い出す。闇香士がなぜ皇帝を暗殺しようとしたのかと尋たずねたら、煌翔はお前には関係ないと言って教えてくれなかった。もしや、それは皇帝直属の暗殺部隊だった彼らの事を、煌翔も知っていたからではないかと思った。

（陛下が暗殺部隊を配下に従えていたなんて信じられない。しかも木蓮がそうだなんて……）

　目を見開いて見つめると、木蓮が微笑んだ。

「普ふ通つうに生活していたら、闇香士団の事を知らないのは当然だ。我らは皇帝から政敵や敵国の重じゆう鎮ちん達の暗殺を命令されていた。それなのに、たった一度失敗しただけで解散させられた。宮廷を放ほうり出された我らが、どんな目にあったか凜莉ならわかるんじゃないかな」

　その言葉に、はっとした。

（わたしも父さまが調合に失敗して宮廷を追われてから、ひどい生活だったわ。食べるものもまともに買えなくて。木蓮が助けてくれなかったら、いまごろこの世にはいなかったかも）

　俯うつむくと、木蓮が優やさしげな顔で小さく頷うなずいた。

「凜莉を初めて見た時、宮廷を追われたばかりの子どもだった自分を思い出したよ。……裏の世界で生きていた私達が、そう簡単に世の中に溶とけ込めるはずがない。我らを見捨てた皇帝に、恨うらみを募つのらせる者が多く出た。そして父から九尾の狐の称号を継ついで闇香士団の長になった私は、徳のない皇帝を断罪する為に生きてきた」

　声は静かで、とんでもない事を話しているのに、まるで寝ね物もの語がたりを聞かせてでもいるかのように優しかった。どうしても彼の話が信じられなくて、大きく首を横に振ふった。

「わたしが知っている木蓮はそんな人じゃない。わたしに調合法を教えてくれた恩人で……」

「凜莉に近づいたのは、凜莉の記き憶おくにあるはずの秘宝香の調合法を知る為だ」

　予想外のひと言に呆ぼう然ぜんとした。

「西堂は確かに秘宝香を完成させていた。秘宝香の力を使えば、どんな敵をも撃げき退たいできる。……凜莉、それほど強い力を持つ香とはどんなものだ？　もうわかっているんだろう？」

　試ためすような口調だった。国秘ではあるが香道省の長である木蓮は答えを知っているはずだ。

「秘宝香の効能、それは……」

　口にするのは勇気がいった。それでも覚かく悟ごを決める。

　木蓮の本心を知る為には、ここで躊ちゆう躇ちよしてはいけない気がした。

「香で記憶を操あやつる事、です」

　まっすぐ見つめて言い切ると、木蓮が優ゆう秀しゆうな生徒を見る教師のような目で頷いた。

「そう、さすが凜莉だね。だけど不思議だな。どうやってその効能を知ったんだい？　陛下には秘宝香に近い香を作ったと言っていただろう？」

「わたしが作ったのは、記憶を消す香だけなんです。調香会の三日前に涼果ができあがったその香をわたしに内ない緒しよで試したんです。涼果は部屋で倒たおれていて、抱だき起こしてしばらくして目を覚ましました。そしてわたしを見て言ったんです。『あなた誰だれ……？』と」

　あの時、涼果は初めて見る相手に向ける目つきをしていた。いろんな質問をして一ヶ月分くらいの記憶がすっぽり抜ぬけている事に気付いた。換かん気きしたのが早かったおかげか、涼果は次の日にはすべての記憶を取り戻もどしたが、しっかり香を嗅かいでいれば記憶は戻らなかっただろう。

「秘宝香は二つあると思います。一つは記憶を消す香。そして、もう一つは消した記憶を取り戻す香。その二つが揃そろって初めて、秘宝香と呼ばれるものになる。だけど、わたしが作れたのは記憶を消す香だけだった」

　それでは秘宝香を完成させたとは言えないだろう。

　だから、皇帝に記憶を取り戻す香の調合の為にもっと時間が欲しいと願い出たのだ。

「なるほど。そういう事か。……凜莉、もう一ついい事を教えてあげるよ。西堂は秘宝香を作り上げていた。そして最初に試したのは、自分の娘むすめにだった。鋭するどい嗅きゆう覚かくで調合の手伝いをし、工程のすべてを見ていた娘を危険から遠ざける為に、秘宝香を使って記憶を消したんだ」

　そこまで聞いてまさかという思いと、胸の中ですとんと何かが落ちたような気がした。

「どうして父さまの事になると記憶が曖あい昧まいになるのか、ずっとおかしいと思っていました。父さまの事を思い出そうとすると、ひどい頭痛もしたし。それってまさか……」

「そう、そのまさかだ。凜莉の記憶は秘宝香によって一部が消されている。凜莉が言う通り、記憶を消す香と記憶を取り戻す香の二つが揃って初めて秘宝香と呼ばれるんだ。……これは素晴らしい効能だよ。使い方によっては、とんでもなく強大な力となる」

　木蓮が一度口を閉じて、こちらをじっと見み据すえた。

「これは世間には知られていないが、数百年前、神瑞国が敵国に攻せめ入られて絶体絶命だった時があったそうだ。そんな時、ある香士が秘宝香を使って敵の将軍に味方同士で相あい討うちさせるよう記憶を操って、国を勝利へと導いた」

　そんな話は初耳だった。目を見張ると、木蓮が話を続けた。

「たった一人の秘宝香を使える香士さえいれば、どんなに数が多い強大な敵だって撃退できる。秘宝香を使って敵の将の記憶を操れば、彼らはもう敵ではなくなるからだ。確かに秘宝香は、どんな敵をも撃退できる強大な力だと言えるだろう。そしてそれは恐おそろしい武器にもなる。鋭い刃やいばや鋼鉄の鎧よろいよりも国を守る力となるだろう」

　木蓮の言う通りだと思った。改めて秘宝香の恐ろしさを想像して、身み震ぶるいした。

「その香士は功績を認められて、麒麟の称号を与あたえられた。しかし香士は秘宝香は使い方によってはとても危険なものになるといって、絶対に調合法を教えなかった。そして香士が死んで秘宝香を使える者がいなくなった。凜莉、我ら闇香士団は秘宝香を完成させ、新たな世の中を作る為に使いたいんだ。そこで提案がある」

　木蓮の口元が笑えみを象かたどった。それはいつも見ている優しい彼の表情だった。

「凜莉も我らと一いつ緒しよに来ないか」

　耳を疑うような提案だった。さすがに驚おどろいて息を吞のむ。

「何を言っているの……？　どうしてわたしが？」

「私達は皇帝を廃して自分達の国を作ろうとしている。本当に徳のある者を皇帝に据すえ、平等な世界を目指すんだ。革命が叶かなった暁あかつきには女性だからといって差別されない国作りを目指すつもりだ。それは凜莉の理想の世界ではないかな？」

　突とつ然ぜんの話に戸惑いを隠かくせないでいると、木蓮が右手を差し出した。

「この手を取って一緒に来れば、香士になりたいという凜莉の夢が叶う世界を作ってあげる。女性は国試を受けられない。だから凜莉は香士になる夢を叶えられない。そんな馬ば鹿かげたこの国を私が変える。私と一緒なら、凜莉の望みは叶うよ」

　それは誰よりも信しん頼らいしていて尊敬している木蓮からの、甘い誘ゆう惑わくだった。

（女性でも国試を受けて香こう士しになれるような国……）

　それは夢見ていた理想の国だ。この国の女性は挑ちよう戦せんする事さえ、許されない。

　翡翠は貴族の姫ひめに生まれ、徳の高い人の妻になるのが幸福だと教えられて育ったと言っていた。そう言われるのがずっと嫌いやだったとも。木蓮の手をとれば、男女の区別なく誰でも自由に将来を選べる国へと変えてくれるかもしれない。それは幸せな事ではないかとすら思う。

「──────ううん、違ちがう」

　木蓮の手を取りたい気持ちをぐっと唇くちびるを嚙かんで堪こらえた。木蓮がやや眉まゆ根ねを寄せる。

「そんな国になってほしいとは思います。だけど皇こう帝ていを暗殺して革命を促うながすような木蓮のやり方は間違っている！」

　毅き然ぜんとした声と顔つきになった。強い意志を目に込めて、木蓮を見据える。

「凜莉、そんな甘い事を言っていたら、世の中は変わらないよ。変える為ためには変化の風を起こさないと。大おお嵐あらしになるかもしれないけど、何もかも吹ふき飛ばして、一から国を作り直すんだ」

「でも血を流すような革命には反対です。そんな事をしなくても国は変えられます！」

「どうやって？」

　冷たく問い返された。実は宮きゆう廷ていに上がっていろんな事を経験して、考えていた事があった。

「わたしが秘宝香を完成させて麒き麟りんの称しよう号ごうを戴いただき、正香士となります。正香士は皇帝とともにこの国の政まつりごとの中ちゆう枢すうを担になえる。そうなったら、この国は必ず変わります。だって瑞ずい獣じゆうの称号を持つ三人の中に女性が入るんですから」

　木蓮がやや目を見張ったが、すぐに苦く笑しようする。

「だけど、宮廷に来ても秘宝香を完成できなかっただろう。本当は、凜莉の記憶に眠ねむっている調合法を思い出させたくて調香会の話をしたんだ。凜莉ならきっと参加したいと言うと思っていた。うまく誘ゆう導どうして、後宮に入れるようにしたのもすべて計画のうちだったんだよ」

　家に来て、調香会の話をした時の木蓮を思い出す。

　すでにあの時から彼の計画が始まっていたのかと思うと、背筋がぞっとした。

「西堂が調合していた宮廷にくれば、凜莉が何か思い出すのではと思ったんだ。宮廷を追われた君を捜さがし出したのも、秘宝香の調合を覚えているとすれば君だけだからなんだ。だけど、君は見事にすべて忘れていた」

　木蓮はため息混じりの声だった。

「調合を教えたのも、記憶を取り戻もどすきっかけになればと思ってだ。真実を告げようとも思ったけど、秘宝香で消した記憶を無理に思い出させると、記憶が混乱して肉体的にも精神的にも強い衝しよう撃げきを受けて最悪は死に至る可能性もあると聞いていた。そんな事になったら秘宝香の調合法は永遠にわからないままだ。だから時間をかけたんだよ」

「そんな。調合を教えてくれたのは、自力で生活できるようにだと……」

　彼は命の恩人だ。ずっとそう思ってきた。しかし木蓮は馬鹿にしたように鼻で笑った。

「違うよ。私が凜莉に近づいて親切にしたのは君の〝記憶〟が目的だ。秘宝香の調合を思い出させて、それを私が作った事にして正香士となり、麒麟の称号を受けて政の中枢に入るつもりだった。そしてこの国を変えていくというのが、第一の計画だったんだ」

　木蓮は一度言葉を句切って、ため息をついた。

「それなのに君ときたら何年経たっても思い出さないから、待てなくなってね。宮廷に呼んで調香会に参加するよう仕向けたんだ。それでも完全には思い出せなかった。失望したよ」

　師とも仰あおぐ木蓮の言葉に、強い衝撃を受けた。

「そんな言い方……」

「だって本当の事だよ。調香会までに、君が完全に秘宝香を再現できるかどうか、私にとっても賭かけだった。だけど君は再現できなかった。だから皇帝を暗殺する直接手段にでたんだ」

　木蓮が腕うで組ぐみした。そして困ったような顔つきになる。

「皇帝が亡なくなった時の混乱に乗じて仲間が宮廷に攻め入る予定だったんだ。だけど皇帝が案外しぶとくてまだ生きているんだよね。……本当は君に仲間になってほしかった。私達が作ろうとしている国は、君のように実力があっても虐しいたげられている人達の為の国なんだよ。貴族とか皇帝とか男とか女とかの区別を廃止して、平等な世の中を作るんだ」

「平等な世の中にはなってほしいと思います。だけど、それは陛下を暗殺したり、戦いの末に奪うばい取るものではないと思います」

「戦わなければ、ほしいものは手に入らないよ」

　木蓮の言葉に頷うなずきそうになる自分がいる。だけど違うと首を横に振ふった。

「闇やみ香士団のやり方には納なつ得とくできません。目的は同じでも方法が違う。協力はできません！」

　言い切ると、木蓮が一度目を伏ふせた。

「仕方ない。意見が合わないようだね。できれば納得して一緒に来てほしかったんだけど」

　木蓮が右手を掲かかげた。同時に背後でがたっと音がする。慌あわてて振り向いて、ひっと悲鳴を上げた。いつのまにか、黒装しよう束ぞくの男達が廊ろう下かに面した庭に立っていた。

「私の仲間は、それなりの人数が宮廷に入り込んでいるんだよ。記き憶おくを消す香だけでも完成したというなら、その調合法だけでも教えてもらうよ。凜莉」

　木蓮が薄うすく笑った。そこにいる彼は、もう自分が知っている彼ではなかった。

「絶対に教えないわ！　悪用されるのがわかってるんですもの！」

「口を割らせる方法はいくらでもある。君は子どもの頃ころから知っているから、拷ごう問もんするのはさすがに可哀かわい想そうだ。自白効果のある香を嗅かいでもらおう。君は失敗した香だけど、私はとうに完成させていたよ。どんなに嫌でもぺらぺら喋しやべるくらいのできばえだ」

（まずい……！　このままでは本当に秘宝香の作り方を喋らされてしまうわ。逃にげなきゃ！）

　庭には男達がいる。右手の廊下の先が門だったと思い出して、身体からだの向きを変えた。しかし走りだす前に動きを止める。そちらにも黒装束の男達が数人立っていた。慌てて後ろを向いたが、そちらにもやはり敵がいる。総勢二十名ほどの敵に囲まれる中、木蓮に腕うでを摑つかまれた。

「抵てい抗こうしないでくれ。凜莉。できたら傷付けたくない」

　声は優やさしかったが、言う事を聞かなければ容よう赦しやしないという気き迫はくが伝わってきた。

「────絶対にあなた達に秘宝香の調合は教えない！」

　木蓮の腕を振り解ほどいた。生まれて初めて彼を睨にらみつける。木蓮が一いつ瞬しゆん悲しそうな顔をした。

「……残念だよ。凜莉。そんな態度なら少々手て荒あらな事をするしかないね。──捕とらえろ」

　最後の言葉は周りの男達に向かってだ。怖こわくて怖くてたまらなかったが、顔を上げて彼らを見つめた。気持ちだけでも負けたくはなかった。男の一人が摑みかかろうと駆かけ寄ってくる。

「きゃぁぁぁ！」

　さすがに声を上げてしゃがみ込み、身を固くした。

「うわっ！」

　頭上で男のうめき声が聞こえた。おずおずと顔をあげると、男が倒たおれ込んでいる。

　気絶しているらしき男の隣となりには、大きな槍やりが落ちていた。

「大だい丈じよう夫ぶか！　凜莉っ」

　廊下を駆けてきたのは、煌翔と我嵐だ。走りよった二人が、背に庇かばうように立ってくれる。

「この馬鹿が！　どうして勝手に行動する！」

　煌翔に怒ど鳴なりつけられたが、彼の声が聞けて嬉うれしくてたまらなかった。

「助けに来てくれたんですか……！」

　声を震ふるわせると、煌翔がふんっと鼻を鳴らした。

「お前に死なれたら寝ね覚ざめが悪いからな。……木蓮。これはどういう事かな？」

　木蓮は薄い笑えみを浮うかべたまま、煌翔と睨み合っていた。

「いまさら何を仰おつしやっているのです。煌翔様は早くから私があやしいと、そちらにいる大将軍に調べさせていた。だから凜莉を捜して香道宮に来たんでしょう？」

　我嵐が男に投げた槍を拾い上げる。そして木蓮を見み据すえた。

「闇香士団の者が香道省に入り込んでいると、煌翔様は気付いておられた。煌翔様も俺もお前が一番あやしいと踏ふんでいた。しかし、凜莉はお前の事を信頼しているようだったから、俺も一度はお前は関係ないと信じかけたのだぞ。それなのに」

　苦々しい表情の我嵐に、木蓮が微笑ほほえんだ。

「なるほど。……そういえば、実は二人にお聞きしたい事があったんです。調香会は香道省にいる闇香士が誰だれか確定する為のものでもあったのではありませんか？」

　鋭するどい問いに、煌翔が小さく頷いた。

「闇香士団が秘宝香を狙ねらっているのはわかっていた。調香会を大々的に開けば、香道省に潜もぐり込んだ闇香こう士しが必ず行動を起こすだろう。しっぽを出させて捕つかまえてやろうと思ったんだ」

「そうですか。では、半分成功、半分失敗ですね。私という闇香士の正体は突つき止めたけれど、皇帝を危険な目にあわせた。あなたにしたら、屈くつ辱じよくでしょう」

　煌翔は余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。

「だが皇帝は死んでない。お前を捕まえればほぼ成功といっていいだろう。────覚かく悟ごしろ」

　煌翔が腰こしの剣けんを抜ぬいた。相対した男達も剣を抜く。

「殺せ」

　冷たく響ひびく木蓮の声が戦いの合図となった。







　黒装束の男達は二十人ほどいたのに、煌翔と我嵐の方が優勢に戦っていた。剣で敵を切りつける煌翔と、大きな槍を操り敵を貫つらぬく我嵐は、まるで優ゆう雅がな舞ぶ踊ようを舞まっているようだ。凜莉は無む駄だのない動きに目を奪われていたが、すぐ隣に敵が倒れ込んだのに気付いてびくっとする。

「もっと壁かべ際ぎわによれ！　危ないぞ！」

　煌翔に促されて、壁際に走りよった。悔くやしいが、いまの状じよう況きようでは何の役にも立てなかった。

　次々と敵を倒す二人を見つめていて、ふと目の端はしに何かが映ったのに気付いた。

「あれは……！」

　木蓮が手の平に置いた小さな香こう炉ろで何かをしようとしていた。

　闇香士は毒香を操あやつると思い出して、慌てて彼に走りよる。

「だめっ！」

　木蓮に飛びかかろうとして、すぐにかわされた。しかし諦あきらめずに体勢を立て直す。

「もう諦めて。このままじゃけが人が増えるだけ。香士は人を癒いやすのが使命でしょう」

「私達闇香士は、毒香を専門に扱あつかう。香を使う目的が普ふ通つうの香士とはまったく違ちがっているんだ。こんな仕事を私達に押しつけたのに、皇こう帝ていは一度の失敗で見放した。ひどいと思わないか？」

「待て！　それは違う」

　煌翔が敵の剣をはじいて駆け寄った。そして目の前に庇うように立ってくれる。

「何が違うのですか？」

「父は暗殺を生業なりわいとするお前達の事を憂うれえていた。新しい生き方をしてほしいと願って、闇香士団を解散させたんだ。決して見捨てたわけではない！」

　木蓮は顔色一つ変えなかった。

「暗殺の為ために生きて修しゆ行ぎようしてきたのに、突とつ然ぜんもういいと言われた気持ちがわかりますか？」

「確かにやり方は乱暴だったかもしれない。しかし父は祖父から受け継ついだお前達闇香士団が哀あわれに思えていたと言っていた。宮きゆう廷ていを出て、日の当たる世界で生きてほしかったと」

「では、皇帝に伝えてください。我らは暗殺集団として誇ほこりを持っている。哀れまれるような生き方はしていない。──闇香士の長おさである私は、九きゆう尾びの狐きつね。その私がいまの皇帝は徳がないと判断した。だから称しよう号ごうが示す意味に従って革命を起こし、この国を変えると」
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　木蓮が言葉を句切って、煌翔を見る目を鋭いものに変えた。

「──これは、宣戦布告だ」

　木蓮は改心する事はないと、その言葉で悟さとった。それでも一いち縷るの望みをかけて口を開く。

「一つ聞かせて。わたしの面めん倒どうを見てくれていたのは、本当に秘宝香の為だけだったの？」

　突然の問いに、一瞬だけ木蓮の表情が曇くもった。

「そうだ。凜莉には何の情もない。だから皇帝の暗殺は凜莉が行ったように仕向けた」

　調香会の時の事を思い出す。確かに自分が作った香を嗅いだあとに、皇帝は倒れた。

　しかし、納なつ得とくがいかない事がいくつかあった。

「それは噓うそだわ。だってわたしが香を披ひ露ろうする事になったのは、陛下が自ら決められた事よ。もともとは煌翔様に罪を着せるつもりで香合を盗ぬすんだんでしょう？　その香合に毒を仕込んで細工椅い子すに隠かくした。でもわたしが急に香を披露する事になって、陛下がそれを嗅いだ時に倒れてしまった。だから私が疑われた。……わたしに罪を着せるつもりではなかったんですよね」

　木蓮は闇やみ香士の長だ。彼の主義主張はどうやっても受け入れられない。

　しかし恩人として面倒を見てくれた彼の笑顔だけは、噓ではないと信じたかった。

「わたしは木蓮が優しい人だって知っています。涼果だって木蓮の香のおかげで、お母さんが長なが患わずらいから快復したって感謝していました。革命の為だけに宮廷に入り込んだのなら、そんな事をする必要はなかったはずなのに、木蓮は涼果のお母さんを助けた」

　香士として苦しんでいる人を見捨てられなかったのかもしれない。

　そんな木蓮は、やはり尊敬に値あたいする師し匠しようだった。

「木蓮がわたしを陥おとしいれようとしたなんて、どうしても信じられません。わたしが捕まったのは予想外の事だったんでしょう？　もしかして、さっき香合が煌翔様のものだって知ってると口を滑すべらせたのもわざとじゃ……」

　木蓮が目を伏ふせて、小さく首を横に振ふった。

「そんなはずないじゃないか。私を信用しすぎると、痛い目を見るよ」

　声はやや力なく聞こえた。木蓮は恩人だ。下町で暮らし始めた頃ころ、食べる物もなくて母の病気を治す薬も買えなかった。お腹なかを空すかせて、だけど母を心配させたくなくて無理して笑っていた。木蓮はそんな自分を初めて見た時、辛つらいなら泣いていいよと言ってくれた。

　彼の言葉が嬉しくて大声を上げて泣いた。木蓮は人の気持ちに添そえる優やさしい人だ。

「わたし、信じてます。木蓮はわたしを陥れたり、傷付けたりしたかったわけではないって。秘宝香の調合法だって、もっと強ごう引いんに思い出させる方法はあったはず。でもそれでは危険だからじっくり時間をかけた。────今回の事は、本当に木蓮が企たくらんだ事なんですか？」

　ずっと心にあった違い和わ感かんを口にした。木蓮はひょうひょうとしているが、思し慮りよ深い。

　皇帝を暗殺して仲間達と宮廷に乗りこむなんて方法は、彼のやり方ではないと感じていた。

　木蓮にも自分が知らない事情があるのかもしれない。そう思うと、彼を憎にくむ気持ちにはなれなかった。木蓮はしばらく何か考え込むようにして、やがて顔をあげた。

「誰だれが企んだかなんて関係ないじゃないか。今回の事は我ら闇香士団の決意表明だ。我らが皇帝に反旗を翻ひるがえすというね。────我ら闇香士団は必ずこの国を改革する。その為の手段は選ばない。だけど今回はいろいろと予定が狂くるった。一度仕切り直しをさせてもらう」

　木蓮が手に持っていた香炉に、廊ろう下かに掲かかげてあるたいまつからとった火をつけた。

「凜莉、君には一いつ緒しよに来て欲しかった。このまま君がいくら頑がん張ばったってこの国は変わらない。私と一緒なら、君の夢を叶かなえてあげられたのに」

　木蓮が一度口を閉じて、表情をがらりと厳しいものに変えた。

「次に会う時は敵だ。もう容よう赦しやはしないから、次はそのつもりで」

　香炉から大量の煙けむりが一気に上がる。木蓮はそれをこちらに投げつけた。

「では、さようなら」

　木蓮の笑えみが煙に隠れた。

「待て！」

　煌翔が向かおうとしたが、黒装しよう束ぞくの男が道を阻はばんだ。男と剣を交えている間に、煙が夜風に吹ふかれて消えて行く。完全に煙が消え去った時には、木蓮の姿はどこにもなくなっていた。
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　黒装束の男達は二十人ほどいたにもかかわらず、煌翔と我嵐の二人によって制圧された。

　凜莉は床ゆかに倒たおれた男達を見て、思わず口元に手を当てる。

「生きているの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　人を癒やす事を生き甲が斐いとしてきた。これがたとえ正義の戦いだとしても、人が傷付くのを見るのは辛かった。我嵐が槍やりを地面に向けて駆かけ寄ってくる。

「心配するな。生きている。こいつらは大事な手がかりだからな。闇香士団の手下だろうから、締しめ上げて奴やつらの事を吐はかせてやる」

　煌翔が剣けんを鞘さやに収めて厳しい表情をした。

「いや、おそらくこいつらは大した事は知らないだろう。だから木蓮は置いていったんだ。だが念ねんの為に軍で取り調べよう。我嵐、誰か呼んでこい」

　我嵐が礼をしたあと、廊下を駆けていく。その背中を見送って煌翔がこちらに顔を向けた。

「大丈夫だったか、凜莉」

　煌翔は珍めずらしく心配そうな顔をしていた。

「はい。なんとか」

「そうか。……この馬ば鹿かが！　なぜ大人しくしていられない。どれだけ捜さがしたと思ってる！」

　煌翔がほっとした顔をしたのもつかの間、怒いかりの声を上げた。

（ひぃー。怖こわい……！　だけど、これって本気で心配してくれたから怒おこってるのよね）

　震ふるえ上がると、煌翔は大きなため息をついた。そしてやや口元を緩ゆるめて、頭に手を置く。

「まあ、いい。このぐらいにしてやる。無事だったからな」

　ぽんぽんと頭を叩たたく手は温かかった。いつもの俺様な言動の彼からはとても信じられないほどの優しい表情だ。彼らしくなくて、思わず目をぱちくりする。

　不思議そうに見つめると、煌翔がふいにばつの悪い顔になって、頭から手を退どけた。

　そして代々香こう道どう省の長が使う部屋を見つめる。

「闇香士が宮きゆう廷ていに入り込んでいるのには気付いていた。木蓮も疑ってはいたが、まさかという気持ちもあった。それなのに……。香道省に入る者の身元は十分確かめていたはずなのに、どうやって潜もぐり込んだんだ」

　悔くやしそうな顔だった。一度息をついた煌翔がこちらに向き直る。

「話しておかなければならない事がある。お前の父親の事だ。なぜ死んだと聞いている？」

　真しん剣けんな表情をした煌翔に、思わず首を傾かしげた。

「父ですか？　事故で亡なくなったと聞きましたが」

「それは誰から聞いた？」

　問われて、記き憶おくを巡めぐらせた。しかし誰から聞いたのか、思い出せなかった。

「……多分母ではないかと」

　父が亡くなった時の事はよく覚えていない。葬そう式しきもあったはずだが、記憶にはなかった。

「その記憶は間ま違ちがっている。秘宝香を焚たいて記憶を消す時、周りで繰くり返し囁ささやき続けた言葉を真実かのように記憶に残す事ができるらしい。つまり記憶を改ざんする事ができるんだ」

　驚おどろいて目を見開くと、煌翔が話を続けた。

「実は、西堂は秘宝香を狙ねらって宮廷に忍しのび込んだ闇香士と戦って死んだ。秘宝香を守り抜ぬいてな。そして────お前はその場にいた」

　ひゅっと息を飲んで、呼吸ができなくなった。煌翔のいまの言葉を何度も頭で繰り返す。

（父さまが死んだ時、そばにいた。わたしが……？）

　記憶のどこを探さぐっても、思い出せない。だが煌翔が噓を言っているとは思えなかった。

「詳くわしい事は話せない。無理にお前の記憶を呼び起こす事になるからな。そんな事をしたら、記憶が混乱して危険な状態になる。最悪は死に至る事もあるらしい」

　それは木蓮も言っていた事だった。そんな状態になった自分を想像して、寒気がした。

「闇香士団の事は国秘だ。皇こう帝ていが暗殺集団を擁ようしていたなんて、知られるわけにはいかない。だから西堂が闇香士と戦って亡くなったのは、公おおやけにはできなかった。お前の母は、今度は秘宝香作りを見ていたお前が狙われるのではと恐おそれて、姿を消したようだ」

　それで下町に住む事になったのかと、ようやく納なつ得とくした。ずっとおかしいと思っていた。父は亡くなったと聞いていたが、その時の事はまったく覚えておらず、屋や敷しきを出た記憶もない。

　気付いたら、下町のあの部屋で、泣いている母を慰なぐさめていたのだ。

「宮廷としてはお前達母子には精いっぱいの事をしてやりたくて、ずっと捜していた」

　煌翔が姿勢を正した。そして真剣な眼まな差ざしで頭を下げる。

「ここに正式に謝罪する。お前の父、央西堂は立派な香士だった。秘宝香を作り上げ、その秘密を守って亡くなった。しかし、西堂の死の秘密も秘宝香の事も公にはできないのだ。そのせいで、お前達には辛い思いをさせた」

　傲ごう慢まんな彼が謝罪するなんて思ってもみなかった。深々と頭を下げられて、何を言っていいかわからなくなる。ただ父の死の真相には大きな衝しよう撃げきを受けていた。煌翔が顔を上げる。

「父が目を覚ましたと連れん絡らくがきた。凜莉に会いたいと言っているそうだ。来てくれるか？」

　煌翔が手を伸のばした。頭はまだ混乱していたが、それでも頷うなずいた。

「行きます。わたしも陛下とお話がしたいです」

　煌翔の手をとった。男性特有の大きくて骨張った手はこんな状じよう況きようでは何より頼たのもしかった。
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　皇帝の寝しん所じよでは数人の医師達が忙いそがしそうに立ち働いていた。

　凜莉が煌翔と一緒に寝所に入ると、寝台に座った皇帝がこちらに顔を向けて微笑ほほえんだ。

「きたか。こちらへ」

　煌翔が周りの医師達に、外に出るよう合図する。ほどなくして、部屋には煌翔と皇帝、そして自分だけになった。寝台の際で膝ひざをついて見上げると、皇帝の顔色は悪かった。

「父上。宮廷に潜り込んでいた闇やみ香士は木蓮でした。木蓮が現在の闇香士団の長おさのようです」

　煌翔がさきほどの事をかいつまんで報告した。聞き終えた皇帝が深い息をつく。

「九きゆう尾びの狐きつね現る、か。わしが徳のない皇帝だと、彼らは判断したという事だな。九尾の狐は改革への道を示す。彼らはまた仕し掛かけてくるぞ」

　厳しい顔つきは、皇帝としてのそれだった。恐れ多さと神こう々ごうしさで、震えそうになる。

「凜莉、お前は真実をいち早く暴あばいたようだな。何より、お前の父親は秘宝香を守る為ために亡くなった。公にはできぬが、その功労を称たたえたいとずっと思っておった。しかしお前達母子は長く行方ゆくえ不明で、それが叶わなかった」

　皇帝の目は優やさしかった。そして気付く。その瞳ひとみの奥に、後こう悔かいが隠かくれていると。

「皇帝としてのわしの心残りの一つは、西堂が秘宝香を守り抜いて命を亡くしたのに、それを隠さなければならなかった事だ」

　悲しみと悔しさと、いろんな感情が皇帝の言葉には詰つまっていた。

「もし秘宝香作りに成功していたと公になれば、その調合法を狙ってお前達母子が狙われるのが予想できた。お前達を守る為に仕方ない事だったが、それでも悔くやんでいる。すまなかった」

　皇帝の手がそっと頰ほおに触ふれた。しわだらけだが、力強い手だった。父の努力を認めてくれる人がここにいたと知って、涙なみだが出そうになった。煌翔が皇帝に向かって頭を下げる。

「父上。一つ提案があります。俺は一年後に皇位を譲ゆずり受けます。俺が目指す国は、優ゆう秀しゆうな者達が活かつ躍やくできる国です。身分や、男女関係なく」

　煌翔の思いを具体的に聞くのは初めてだった。煌翔に目を向けた皇帝が小さく息をつく。

「優秀な者が活躍できる国……。確かに理想だろうが、我が国で実現させるのは難しいぞ」

「わかっています。国から与あたえる資格を取る為の国試も、官人になる為の科挙も男性でないと受けられません。更さらに科挙は貴族しか受験できません。この制度を変えるのは並なみ大たい抵ていではないでしょう。しかし一つだけ、古い制度を吹ふき飛ばせる可能性を秘ひめた者がいます」

　皇帝の目は厳しかったが、どこか面おも白しろそうなものを見ているような印象もあった。

「それは何だ？」

「凜莉です」

　煌翔の目がこちらに向けられた。灰はい褐かつ色しよくの瞳で見つめられて、どきりとした。

「凜莉が秘宝香を作り上げて正香士となればこの国は必ず変わります。瑞ずい獣じゆうの仁の心を持つ麒き麟りんが女性なのですから。麒麟の称しよう号ごうを受ければ、俺の右みぎ腕うでとして政まつりごとにも関われるでしょう。女性や身分が低い者にも優秀な者はいると世間に知らしめる事ができます」

　それは木蓮に話した自分の夢と同じ内容だった。その話を聞いた途と端たん、心が沸わき立った。

　木蓮は、皇帝を殺して革命を起こすと言った。彼が目指している身分や男も女も区別されない平等な国は自分にとっても理想だ。だが血を流す事でその世の中を作ろうとは思わない。

　犠ぎ牲せいを払はらわなくても、革命を起こす事は可能だと証明したかった。

（いまわたしが何を言っても木蓮は革命をやめないわ。でもわたしが秘宝香を作って正香士になれば、この国に新しい風を吹かせられる。犠牲を出さなくても革命はできると証明すれば）

　そうしたら、九尾の狐はもとの皇族を守るという立場に戻もどってくれないだろうか。

　難しいとわかっていたが、木蓮を止める為に自分にできる事はそれしかないと思った。

（木蓮……あなたはわたしの命の恩人。具合の悪い母さまと二人で食べるものもなくて、下町の長屋で寒さに震ふるえていた時、訪ねてきてくれた。あなたが何者だろうと嫌きらいになれない……）

　彼にはたくさんの恩がある。そして大切な思い出はもっとあった。彼を復ふく讐しゆうの渦うずから救い出したい。そして何より、秘宝香を完成させて父の名めい誉よを回復させたいという気持ちが強かった。

「やらせてください。わたしは香士ではありませんが、父の調合を見ていました。その時の記憶は秘宝香で消されていて曖あい昧まいです。ですが記憶は消されても、わたしの絶対嗅きゆう覚かくは調合に使った香料を覚えています。その証しよう拠こに、秘宝香の一つ〝記憶を消す香〟は作れました」

　見上げると、皇帝が考え込むようなそぶりをしていた。

「時間と材料があれば、秘宝香のもう一つの香こう〝記憶を取り戻す香〟を作ってみせます。その香を使って、まずは自分の記憶を取り戻して、父が亡なくなった時の事を思い出したいんです」

　きっと父の死を見ていた時の記憶は凄せい惨さんなものだろう。だから思い出すのは恐こわかった。

　しかし真実を知りたいという思いの方が強い。何より、父の顔すらうっすらとしか思い出せないのが辛つらかった。記憶を取り戻す香を使って、父との思い出もまた取り戻したかった。

　気持ちを込めて訴うつたえると、煌翔が厳しい顔つきになった。

「凜莉、これは危険な道でもある。命を賭かける事にもなるだろう。女を登用してはならないと考える者は多い。気が荒あらい者は、お前を殺してでも宮きゆう廷ていから追い出そうとするかもしれない」

　考えると、不安が心に広がった。いまの煌翔の言葉は、脅おどしでも何でもない。秘宝香を作る為に宮廷に残れば、遠からずいまの言葉通りの事が起こるだろう。だが、心を強く持った。

「危険は承知しています。それでもやらせてください。正香士となり麒麟の称号を得て、仁の心を持って国を守れる存在になりたいんです。煌翔様や我嵐大将軍と協力して、この国の平和を継けい続ぞくさせていきたい。女性でもそれができると証明してみせます」

　翡翠の顔がふと頭に浮うかぶ。彼女にも、きっと心に秘めた夢があるはずだ。

　その夢を堂々と口にできる世の中になってほしかった。皇帝がふっと笑った。

「さすが西堂の娘むすめだ。西堂も目的の為に強い意志をもって行動していた。……二人の気持ちはわかった。次期皇帝の煌翔がそういう世の中を目指すというなら、それもよかろう。わしはもう老いた。側近達は煌翔に皇帝の座を譲っても決定権はわしにと言うが、もうよい」

　皇帝がやや困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「凜莉が秘宝香作りをするのはよいが問題もある。簡単に宮廷の制度は変えられぬ。香士でもない凜莉に香道省で秘宝香を作らせるのはまずかろう。必ず見み咎とがめて騒さわぐ者が現れるはずだ」

　確かにそうだと思った。煌翔がちらりとこちらに目を向けた。

「実はそれを俺も考えていました。闇香士が秘宝香を狙っていますし、それ以外の者も凜莉が秘宝香作りをしているとわかったら、彼女の父の記き憶おくを狙って襲おそってくるかもしれません。ですから香道宮ではなく、麗華宮で秘ひ密みつ裏りに調合をさせてはいかがでしょうか？」

　皇帝がやや目を見開いた。しばらく考え込むようにして、小さく頷く。

「それはいいかもしれぬ。あくまで凜莉は煌翔の後宮の才人という身分のままで、こっそり調合を行う方が危険も少ないだろう。麗華宮なら男子禁制で警護も固い。必要なものはすべて揃そろえさせるから、どうだ、凜莉」

　複雑な気分だった。香道宮の方が道具も揃っているし、香士達もいるから協力もできる。

（でも、陛下の言われる事ももっともだわ。わたしは正式な香士ではないから、香道宮に堂々と出入りできるような身分じゃない。秘宝香作りも内密で行った方がいいわ）

「わかりました。精いっぱい頑がん張ばります」

　覚かく悟ごを決めて口にすると、皇こう帝ていは満足そうに頷いた。

「それともう一つ、一年後には煌翔が皇帝の座を継つぐ。それまでに秘宝香を完成させよ。煌翔が皇帝となる時には、隣りん国ごくの脅きよう威いに不安を募つのらせている民たみ達に、秘宝香の威い力りよくと瑞獣の称号を持つ三人が揃っている事を知らせて安心させてやりたい。凜莉、秘宝香を一年後までに作れたらお前を正香士と認め、麒麟の称号を与えよう。できるか？」

　鋭するどい視線を向けられて、ふいに臆おく病びよう風かぜが心に吹いた。もし成功しなかったらどうなるのかと。

　もし秘宝香を狙ねらう敵に襲われたら？　宮廷での女性の活躍を疎うとむ者達に邪じや魔まされたら？

　考えると、どんどん不安が心を占しめた。そんな時、そっと背中に温かい何かを感じた。

　目をやると、煌翔が背中を支えるように手を当てていた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。お前は夢に向かって走れ。────俺が守ってやる」

　力強い言葉に心を占めていた不安が吹き飛んだ。その言葉に押されるように皇帝に向き直る。

「必ず、一年の間に秘宝香を完成させてみせます！」

　決意を込めた声が、部屋に響ひびいた。
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『木蓮！　この香をもらってほしいの。木蓮の優しさとそばにいると安心できる感じを思い浮かべながら調合したのよ。高い香料は買えなかったけど調合を教えてくれたお礼がしたくて』

　木蓮は、三年前凜莉が恥はずかしそうに匂におい香の入った袋ふくろを差し出した時の事を思いだしていた。凜莉はどういうわけか、自力で香を調合するとことごとく失敗する。しかしその匂い香は自分が知っている限り、初めて彼女がまともに作れた香だった。自分に贈おくり物をする為だけに頑張ってくれたと思うと、生まれて初めて感じるような甘あま酸ずっぱい気持ちがわきあがった。

　嬉うれしくてたまらなかった反面、騙だましている事を初めて申し訳なく思った瞬しゆん間かんでもあった。

「木蓮。失敗したというのに、ずいぶんと落ち着いた様子だな」

　椅い子すに座って昔の事を思いだしていた木蓮は、目の前にきた人物の声に顔を上げた。

「失敗ではありません。少々予定が変わっただけです。凜莉の絶対嗅覚がどれだけすごいのか一番よく知っていたはずなのに、油断しました」

　初めて会った時から、凜莉の嗅覚の素す晴ばらしさには目を見張っていた。そんな彼女に調合を教え、みるみる腕うで前まえを上げていく姿を見るのは、何よりの喜びでもあった。

「凜莉か。秘宝香の調合法を思い出さないようなら始末しろと言ったのに、お前が必ず思い出すはずというから様子を見ていたのだぞ。そのせいでこのざまだ。責任はどう取るつもりだ」

　冷たい物言いに、そっと拳こぶしを握にぎった。しかし表情は変えずに、平静な声を出した。

「凜莉は生かしておく方が得策です。昔、西堂から秘宝香は記憶を完全に消す物ではなく、封ふうじ込めて眠ねむらせるもののようだと聞き出した事があります。万に一つの可能性だが、記憶を取り戻す香を使う以外でも、何かきっかけがあれば思い出す事もあるのかもしれないと」

　必死さを出さないように、口調にも態度にも気を遣つかった。

「これは西堂の個人的な見解ですので、絶対とは言えません。しかし凜莉は秘宝香で過去の記憶を封じられていても、自分の嗅覚を頼たよりに記憶を消す香を作った。何かのきっかけがあれば、もう一つの記憶を取り戻す香の作り方も思い出すかもしれません」

　顎あごに手をあてて話を聞いていた男が、にやりと笑う。

「だが記憶を取り戻す香が完成して、凜莉がそれを使ってすべてを思い出したら一番困るのはお前ではないか？　凜莉は覚えていないんだろう。お前が……」

「やめろ」

　思わず睨にらみつけて低い声を放つと、男は慌あわてたような口を閉じた。

「そうか。それは秘密にしておく約束だったな。わかった、もう言わない。そう怒おこるな。……木蓮、凜莉を生かしておくというなら、彼女がこれ以上我々の邪魔をしないようにすべきだ」

「わかっています。私は九きゆう尾びの狐きつね。その称しよう号ごうを戴いただいた時から、この国の弱き者達を守る為ために革命を起こすと誓ちかいました。次の手は考えてあります」

　男をじっと見み据すえた。そして決意の声を上げる。

「我ら闇やみ香士団が新しい国を作ります。邪魔をするなら、たとえ凜莉でも容よう赦しやしません」

　言葉に迷いはないはずなのに、凜莉の笑え顔がおが頭に浮かんで胸が締しめ付けられて苦しくなった。
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　煌翔は物心ついた時から、宮廷の東に位置する小さな庭が好きだった。

　池があるだけの庭はあまり人が訪おとずれる事もない。十四歳になり立ての自分には、一人になれるその庭が秘密の隠かくれ場所のようで心から落ち着けた。

　照りつける日差しで汗あせが滲にじむ暑い日、いつものように池で涼すずもうと植え込みをかき分けて、静かな庭に足を踏ふみ入れようとした。

　そこでふと動きを止める。今日は珍めずらしく池のそばに人がいた。驚おどろくと同時に、甘酸っぱい香かおりがした。その香りは、池のほとりで敷しき物ものを敷しいて座っている少女からのようだった。

「何をしているんだ？」

　声をかけると、少女が振ふり向いた。初めて見る少女だ。自分より少しばかり年下だろう。

　後宮に入るには幼すぎるし、皇族ではない。愛らしい大きな黒い瞳ひとみが印象的で長い黒くろ髪かみを三つ編みにしていた。身なりはそれなりだが、髪かみ飾かざりなどの装そう飾しよく品は高価な物ではなさそうだ。

「あっ、見つかっちゃった。父さまに誰だれにも見つかるなって言われてるのに……」

　少女は困った顔で慌あわてたように立ち上がった。そしてこちらを見つめて、きょとんとする。

「赤い髪と灰はい褐かつ色しよくの瞳なんて初めて見たわ。とても綺き麗れいね……！　外国の人かしら」

「外国の人って……。俺が誰か知らないのか？」

　皇族が民とは違ちがう髪や目の色をしているというのは誰でも知っている話だ。

　なのにそれを知らないとは、ずいぶん物知らずな少女のようだ。

「もしかして、宮廷の見張りとかしている人なの？　お願い、わたしの事は誰にも言わないで」

「内ない緒しよにしろという事は、宮廷に入ってはいけない身分の者か？　だったら兵を呼ぶ」

　きびすを返そうとすると、少女が駆かけ寄って腕うでを摑つかんだ。

「待って。あやしい者じゃないの」

「こそこそしているくせに、あやしくないなんてよく言えるな」

「それはそうなんだけど……あれ？」

　少女がふいに目を瞬またたかせて、こちらをじっと見つめた。

「あなたから悲しい〝香り〟がするわ」

　思わず目を丸くした。初めて会ったばかりの少女に内心を見み透すかされたからだ。

　側近達も気付かないほどうまく感情を隠しているのに、なぜわかったのだろうか。

「悲しい香りってどういう意味だ？」

「わたしとっても鼻が利きくの。相手から漂ただよう香りで、体調とか感情とかもわかるのよ。父さまはわたしの絶対嗅きゆう覚かくが相手の汗の香りが変化しているのを嗅かぎ分けるんだろうって言ってた」

　とうてい信じられない話だった。だが悲しんでいるのは事実だ。少女が首を傾かしげた。

「どうして悲しいの？　何か嫌いやな事があった？」

　躊ちゆう躇ちよしたものの、口が勝手に開いていた。

「…………母上が亡なくなったんだ」

　どうして言ってしまったのかとすぐに悔くやんだ。つい数日前、后こう妃ひだった母が突とつ然ぜん亡くなった。子供心にも病気や事故ではなく、何者かの手によって殺されたのだと理解できた。

　おそらく犯人は後宮にいる女達の誰かだ。皇帝である父の後宮には、数百人の女性がいる。

　女ばかりの陰いん謀ぼう渦うず巻まく世界は、后妃として皇帝の愛を一身に受ける母の命を奪うばった。

　母を奪った後宮の女達が大だい嫌きらいだった。もし成長して皇帝になっても、絶対に後宮はもたないと心に決めていた。自分には愛する人が一人いればいい。

　なぜ見も知らぬ少女に話してしまったのだろうと考えて、ふと誰かに聞いてほしかったのかもしれないと思った。それだけ、母が亡くなった事は抱かかえきれないほどの悲しみだったと気付く。物心ついた時から皇帝になるべく教育を受け、感情を出さないよう訓練してきた。それなのに、いくら悲しかったとはいえ見知らぬ少女に気持ちを話してしまった事を後こう悔かいした。

　こんな事ではいけないと思いつつ目を向けると、少女の瞳からぽろりと大おお粒つぶの涙なみだが流れる。

「何でお前が泣く！」

「だって悲しいんでしょ。なのに平気な顔をしているなんて、すごく我が慢まんしているんだよね。それって辛つらいよねって思ったら涙が……ううっ！」

　少女がぽろぽろ涙をこぼして泣き始めた。

　女の涙なんて初めてでどうしたらいいかと戸と惑まどいつつも、少女の肩かたに手を置く。

「おい、泣くなよ。もう！　うっ……」

　嗚お咽えつがこみ上げて来たが何とか我慢しようとした。少女が肩に置いた手に、手を重ねる。

「……泣いてもいいよ。絶対に誰にも言わないから」

　少女の優やさしい言葉が、感情を溢あふれさせるきっかけとなった。思わず少女を抱だきしめて、二人で泣きじゃくった。皇太子としていつも凜としていろと父や母に言われて、そうあるべきだと自分を律して生きてきた。そんな自分にとって、人前で泣いたのはそれが初めてだった。

　二人でひとしきり泣いて、ようやく落ち着きを取り戻もどしたのは、ずいぶん経たってからだ。

「ごめんね。悲しかったのに、先に泣いちゃって。そうだ、これをあげる」

　少女が涙を拭ぬぐってから、袖そでの中から小さな香こう合ごうを取り出した。陶とう器きでできていて、白い地に藤ふじの花が描えがかれている。少女が香合の蓋ふたを開けると、白い包みがいくつか入っていた。

「気分を落ち着ける香が入っているの。悲しくなったら焚たいてみて。きっと落ち着くから」

　少女の優しい気持ちが嬉しかった。自分が皇太子だと知らない彼女の前では素す直なおになれた。

「ありがとう。そうだ、君は名前はなんと言うんだ？」

　彼女にもっと話を聞いてほしかった。ずっと我慢していた辛いこの気持ちを。

　きっと彼女ならどんな話でも聞いてくれる気がした。
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「わたしは……」

　がさがさっと植木が動く音がした。驚いて顔を向けると、数人の男達が立っている。

「煌翔様、一いつ緒しよに来て頂こう」

　見知らぬ男達だ。皇太子である自分に向かって剣けんを抜ぬいたのを見て、敵だと気付く。

　男達がじりじりと近寄ってきた。怯おびえた顔をした少女を見て、このままでは彼女も巻き込まれると悟さとった。彼女を守らなければと本能が叫さけぶ。すぐに少女の手を摑んだ。

「こっちだ！」

　手を引っぱって、男達がいる方とは正反対に逃にげた。全速力で走ったが、さすがに相手は大人だ。すぐに追いつかれて前を塞ふさがれた。少女が涙を浮うかべながらも、男達に叫ぶ。

「彼にひどい事をしないで。彼はとっても悲しい思いをしているのよ！　何かするなら、わたしが許さないっ。誰か！　誰か助けてーっ」

　少女の叫びがこんな時なのに嬉うれしかった。彼女はこちらの身分を知らない。純じゆん粋すいに心配してくれていると思うと、初めて味わうような甘い感情で胸がいっぱいになる。皇太子という身分抜きで、自分を見てくれた人はいなかった。父や母でさえ、皇太子という身分を持った子どもとして扱あつかっていた。自分自身を見て大事にしてくれる人なんているのかとずっと思っていた。

　だけど、ここにいた。

　彼女は会ったばかりだけど、悲しい自分の気持ちに寄り添そって一緒に泣いてくれた。手が震ふるえているから怖こわいのだろうに、それでも自分を敵から守ろうと勇気を振り絞しぼってくれている。

　そんな女性は初めてだ。彼女を守りたかった。そして、この腕に抱いて放したくないと強く思った。彼女との出会いが、この先の自分の運命を変える予感がした。
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　あれが初はつ恋こいだったと、少女と出会った池を眺ながめていた煌翔は苦く笑しようした。

　あの時の記き憶おくは強きよう烈れつで、六年間一日たりとも忘れた事はなかった。

　あのあと、少女の叫びを聞きつけた兵と彼女を捜さがしていた父親が来て、敵を追い払はらってくれた。彼女が危険を顧かえりみず叫んでくれたおかげで、命が助かったのだ。

　あれからずっと、池を眺めつつ彼女を思い出しながら本を読むのが唯ゆい一いつの癒いやしだった。

　ゆったりと流れる時間を楽しんでいると、前方にきょろきょろしながら女性が現れたのに気付いた。彼女は凜莉。秘宝香を作りたいが為ために後宮に飛びこんだ少々無む鉄てつ砲ぽうな女性だ。

　今日はいつもいる東あずま屋やではなくて、池の反対側にある植え込みの近くで地面に直接座り込んで本を読んでいた。自分を捜しにきたのだろう彼女が、東屋を見て困ったような顔をしている。

　実は一つ、凜莉に黙だまっている事があった。

「俺もこの池も忘れているなんて薄はく情じようだな。俺にとっては片時も忘れられない思い出なのに」

　六年前、この池で出会った少女は、凜莉だった。

　愛らしい大きな黒い瞳。艶つややかな黒髪も、正義感が強くて人の感情に聡さといところも六年前とちっとも変わっていないと思ったら、思わず笑えみがこぼれた。自分はあの時の事をつい昨日の事のように覚えているが、彼女は何もかも忘れている。それは秘宝香のせいだった。

　あの時、助けに来た彼女の父親である西堂は、襲おそってきた敵は闇やみ香士だと言った。

　煌翔を誘ゆう拐かいし、完成したばかりの秘宝香と交こう換かんしようとしたのだろうと。闇香士の存在は知られてはならないし、娘むすめは秘宝香作りの工程を見ていたので可哀かわい想そうだが記憶を消すと言った。

　西堂に連れて行かれる少女と別れた時は、自分の事も忘れてしまうのかと悲しい気持ちになった。しかし西堂の娘だとわかっていたので、また出会いをやり直せばいいとも思っていた。

　だがその晩、西堂は秘宝香を奪おうとした闇香士に襲われ、戦いの末に亡なくなった。その時も凜莉はそれを見ていたらしいが、秘宝香を使った直後だったせいで覚えていないようだ。

　男達に襲われて騒さわぎになったせいで、少女の名前を聞き損そこねたのは人生最大の失態だったと悔やんでいる。知り合いの娘なのでまたすぐ会えると油断したのがいけなかった。

　西堂が亡くなってすぐ、凜莉は母親に連れられて姿を消した。せめて名前だけでもわかればと調べたが、西堂は娘の絶対嗅覚が悪用されるのを恐おそれていたらしく、表に出す事がほとんどなかったらしい。使用人さえ娘には近づけさせなかったようで、名を知る者はいなかった。

「大きくなったものだ。最初は気付けなかった」

　初恋の記憶は自分にとってかなり大きな存在だ。妻にするなら人の感情さえ嗅ぎ分け、人の為に泣ける優しさと、襲われても相手を助けようとする強さを持った彼女だと決めていた。

　だがあれから数年経って、少女への想おもいはわずかに変化していた。もし再会できたとしても、彼女は自分を忘れている。出会いをやり直したとしても、嫌きらわれたらと思うと恐こわくなった。

　傲ごう慢まんだという自覚はある。この国を背負って立つ責任と、新しい世の中を作るという夢の為には、たとえ誰だれに嫌われてもかまわないと思っていた。

　だけど、彼女にだけは嫌われたくないという自分が、心の奥底にいる。

　長年心を占しめる想いはある意味呪のろいのようだとさえ思う。他ほかの女性を見ても、いつも少女の顔が浮かぶ。彼女がわがままで嫌いやな女になっていたらいいとさえ思った事もある。

　そうしたら、ようやくこの呪いにも似た初恋の感情から抜け出せるからだ。

　凜莉に秘宝香を調合する許可を与あたえ、もし失敗したら罰ばつすると言ったのは、彼女を試ためす為でもあった。香道省には闇香士がいるかもという危き惧ぐがあったので、麗華宮で調合をさせた。

　後宮という逆境の中でもし逃げ帰るようなら、彼女に失望もできるだろう。

　そうすればようやく初恋への執しゆう着ちやくから抜け出せて楽になれると思った。

　しかし凜莉は予想の斜ななめ上をいった。

「一年後までに后こう妃ひを決めろとせっつかれているが、やはり初恋はいつまでも引きずるな」

　宮きゆう廷ていでの凜莉の行動を見て、あの時の少女は大きくなっても変わっていないと確信した。

　だったらやはり后妃は一人しかいない。だが彼女を妻にするには、一つ大きな問題がある。

「俺の事を思いだしてほしいが……秘宝香か。やっかいだな」

　無理に思い出させると、記憶が混乱して肉体的にも精神的にも強い衝しよう撃げきを受け、最悪は死に至る可能性もある。そう西堂に聞いていたので、再会しても無む理り矢や理り思い出させるのはまずいと思った。だから彼女がくれた香こう合ごうを見せたり、思い出話をしたりしてみたが、一向に効果はない。秘宝香を使えば記憶を取り戻もどせるが、調合法は消された彼女の記憶にしかない。

「……仕方ない。凜莉が秘宝香を作り上げるのを待つか、もしくは……」

　凜莉を見つめてそっとほくそ笑む。

「いまの凜莉が、俺に恋こいをすれば、問題ないな」

　凜莉は色恋には疎うとそうだから、なかなか難しいだろう。

　しかしようやく再会した運命の相手を、逃がすつもりはなかった。
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「本当に煌翔様がこの裏庭にいるのか、凜莉」

　背後から我嵐に声をかけられて、凜莉は頷うなずいた。

「ええ、いつもこの東屋で本を読んでいるんですけど。どこにいったのかしら？」

　辺りを見回して、ため息をつく。そしてふと我嵐に言いたい事があったと思い出した。

「我嵐。なかなか二人で話せる事はないと思うから、この場を借りてお礼を言わせてください。木蓮に襲われた時、助けにきてくれてありがとう」

「礼はいい。お前は恩人だ」

「恩人だなんて、我嵐こそわたしの命の恩人です。……我嵐はすごく身分も高いし年上だけど、わたしは友達だと思っているの。そう思っててもいい？」

　友人に対する口調で話しかけた。さすがに恐れ多いかと見上げると我嵐は破顔していた。

「ああ、そう思ってくれて光栄だ。これからは友達として凜莉と仲良くできたら嬉しい」

「よかった！」

　裏表のない我嵐は話していてとても楽しいし、頼たのもしい存在だ。喜んでいると、ふと右手から嫌な気配がした。顔を向けると、いつのまにか煌翔がむっとした顔ですぐ近くに立っている。

「あ、煌翔様。陛下がお呼びだそうです。我嵐が捜していたんで、案内してきたんです」

　にっこり笑うも、煌翔の仏ぶつ頂ちよう面づらはまったく変わらない。

（機き嫌げんが悪そう。まあ、機嫌がいい時は悪わる巧だくみしている時か、意地悪している時だけだけど）

　いくら心の中だけの呟つぶやきでも辛しん辣らつすぎたかと思ったが、事実だから仕方ないとも思った。

「……ずいぶん仲がいいようだな」

　煌翔がじろっと我嵐とこちらを交こう互ごに見つめて、低い声を出した。

「ええ。我嵐とは友達になったんです！」

　顔を綻ほころばせると、煌翔の機嫌は更さらに悪くなったようだ。

「お前に友達ができるなんてな」

「どういう意味ですか。友達くらいわたしにだってできます」

　よほど人付き合いができないと思われているのかと、むっとする。煌翔が目を伏ふせた。

「そういう意味じゃない」

（何か変よね。煌翔様って時々わたし相手に、ふてくされてるみたいな態度を取って……）

　疑問に思ったものの、気のせいだろうとすぐに思い直した。一国の皇太子が自分に対してそんな子どもっぽい事をするはずがない。煌翔が一度息をついて、我嵐に目を向けた。

「陛下にすぐに参りますと伝えてくれ」

　我嵐が膝ひざをついて礼をし、その場をあとにした。煌翔と二人になって、改めて彼を見つめる。

「煌翔様。いろいろありがとうございました。煌翔様が陛下に口くち添ぞえしてくださらなかったら、きっと宮廷に残る事はできなかったと思います。秘宝香作りを続けられるのは、煌翔様のおかげです。必ず秘宝香を完成させて、正香士になってみせます」

「陛下はお前に見込みがあると思われたから、機会をお与えになったんだ。陛下のお気持ちに添そえるようにせいぜい頑がん張ばれ」

「はい！……あ、そういえば、もう一つお礼を言わせてください。母を国家平安医い療りよう所へ移れるよう手配してくださったんでしょう。ありがとうございました」

　国家平安医療所とは、神瑞国でも一番の医療施し設せつだ。医師も薬も香も揃そろっているが、多額の費用がかかり、皇族や高い身分の貴族しか利用できないという。

「真光の医療所の先生に手紙で母の様子を聞いたら、母が煌翔様の紹しよう介かいで国家平安医療所に入れる事になったと返事が来て。そのすぐあとに、母にも手紙を書いたんです。心配するといけないからと後宮入りする事を黙だまっていたんですけど、包つつみ隠かくさず真実を書きました」

「……木蓮の事も書いたのか？」

　煌翔の口調は変わらないが、やや伏せられた目つきから心配している様子が伝わってきた。

「いいえ。それだけは言えませんでした。母も木蓮の事をとても信しん頼らいしていたので」

　木蓮の裏切りには心を抉えぐられるような衝撃を受けた。母に同じ気持ちを味わわせたくない。

「それでいい。心労を増やさない方がいいだろう。国家平安医療所は、医療もそうだが、警護も完かん璧ぺきだ。もしお前が秘宝香を完成させたら、母親を人ひと質じちにとって秘宝香と交換しようと考える者も出てくるかもしれない。お前の母親は、俺が責任を持って守ってやる。安心しろ」

　頼もしい言葉と微笑ほほえみに、胸がどきっと高鳴った。

（煌翔様ってやっぱり笑うととても素す敵てきだわ。見つめられたらどきどきする。あんなに口が悪いくせに、本当にかっこいいわよね……）

　内心でどきどきしているのを知られたくなくて、俯うつむいたまま、もう一度頭を下げた。

「ありがとうございます。涼果も無事に釈しやく放ほうされて、煌翔様がわたしの女官として新たに雇やとってくださったので助かりました」

　涼果は木蓮の裏切りを知り涙なみだを流したが、秘宝香を作るという夢を応おう援えんすると言ってくれた。

「これで秘宝香作りに集中できます。これから忙いそがしくなりますね。秘宝香を作る期限は一年と決められているし、寝ねる間も惜おしんで頑張らないと。後宮でも道具と材料さえ揃えば何とかなると思います。あ、でもそういえば一つ困った事があったんだった」

　ぽんっと手を打った。

「何だ、困った事って？」

「それが、後宮のわたしの部屋は住むには十分なんですが、調合をするには少々手て狭ぜまで。調合の道具とか香料とか置くと寝る場所もなくなってしまうんです。それに調合の際に出る香かおりのせいで隣となりの部屋から苦情が来てて」

　香を調合する際に漂ただよう香りは、人に不快感を与える事も少なくない。

　秘宝香作りをしている間も、何度も両隣に住む女性達から怒おこられていた。

「もし、よかったらなんですが……部屋をもう少し広めにしてもらうか、隣に迷めい惑わくがかからないような場所で調合をさせてもらえたら嬉うれしいんですが」

　贅ぜい沢たくな願いだとわかっていた。しかしどうしても秘宝香を作るには必要な願いだった。

　煌翔が顎あごに手を当てて、考え込む。

「……場所か。一つ、いい案があるぞ」

　灰はい褐かつ色しよくの瞳ひとみが楽しい事を見付けた時のようにきらめいた。

「今度、麗華宮で家いえ柄がらや容姿、品位や美び貌ぼう、舞まいに行ぎよう儀ぎ作法などを競きそう『美人会』が開かれる。美人会で優ゆう秀しゆうな成績を取った姫ひめの中から四し妃ひが選ばれるんだ。四妃に入れば宮ぐうを持てる」

　あまり聞き慣れない言葉ばかりで、面めん食くらった。

「四妃って……確か後宮で后こう妃ひの次に位が高い側室の方達ですよね。確か、貴妃・淑しゆく妃ひ・徳妃・賢けん妃ひとかそんな感じの」

「そうだ。俺はまだ后妃を娶めとっていないから、麗華宮の実権を握にぎるのは、その四人の女性になる。四妃には特別に自分専用の建物……つまり宮が与あたえられる。秘宝香作りをするなら、自分の宮があったら便利じゃないのか？」

　確かにそれは魅み力りよく的だった。内密に秘宝香作りを行う以上、周りに気を遣つかわなくていい宮を持てたら、さぞかし調合もはかどるだろう。

「自分の宮を持てば、そこに住むのはお前とお前の女官だけだ。香りが漂って迷惑をかける事も、苦情を言われる事もない」

「本当に四妃に入れたら、宮をもらえるんですか？」

「ああ、ただし、四妃に入るには美人会に出て、他ほかの姫と競い合う必要があるがな」

　宮は欲しいが、美人会に出るのはどうも気が進まない。

「わたしが出ても、勝てないと思いますけど……」

「お前はもともと貴族の姫だろう。礼れい儀ぎ作法もそれなりにできるはずだ。だから何とかなるさ。美人会に出ろ。そして四妃の一人になれ。后妃はその中から選ばねばならない。お前が四妃に入らないと困る」

　最後の言葉の意味が不明すぎた。

「何で、わたしが四妃に入らないと困るんですか？」

　煌翔が珍めずらしく慌あわてたように口を噤つぐんだ。一度目を閉じたあと、息をつく。

「前に話しただろう。初はつ恋こいの女性がいると。もしかしたらもうすぐ彼女に会えるかもしれない」

「ええっ!?　そうなんですか。それはよかったですね！」

「ああ、だが事情があって、いますぐは無理なんだ。だから彼女に会うまでは、后妃を娶る事を先延ばしにしたい。美人会にお前が出て四妃に入り、妻となる事を拒きよ否ひして時間を稼かせいでくれれば、彼女に会うまで妻を娶らないですむかもしれない。だから、頼む」

　煌翔が頭を下げた事が意外すぎて言葉を失った。

（あの傲ごう慢まん皇太子が頭を下げるなんて……！　そんなに初恋の女性が大事なのね。どんな女性か知らないけど、よっぽど魅力的な人なんだろうな。こんなに煌翔様に好かれているなんて）

　そう思いつつ、心の奥底にちくりと針でさしたような痛みを覚えた。

（あれ……どうして、ちくちくするんだろ？）

　ふいに訪おとずれた痛みに戸と惑まどっていると、煌翔の手が肩かたに置かれた。

「聞いているのか？」

「あ、はい。すみません。聞いてます」

「ならいいが。ともかく、美人会で優秀な成績を取れ」

　俯いて考え込んだ。調合する広い部屋は欲しい。それに宮をもてれば、人の目を気にしないですむ。一年と時間も区切られている以上、調合に集中できる環かん境きようが欲しかった。

「────仕方ありません。これも正香こう士しになる為ためですものね。美人会に出ます」

　そう言ったものの、心の中は不安でいっぱいだ。

「後宮の女性はなかなか気が強いというか、彼女達と競うのかと思うと憂ゆう鬱うつですが……」

　煌翔を狙ねらって睨にらみ合う女性達との戦いを想像すると、背筋がぞっとした。

　それでもここで下町に逃にげ帰るなんてできなかった。

「でも、負けません！　絶対に秘宝香を作り上げてみせます！」

　拳こぶしを握り締しめて宣言すると、煌翔が一いつ瞬しゆんほっとしたような顔になった。

　不思議に思って見つめると、彼はすぐに表情を引き締める。

「ああ、その意気だ。必ず四妃に入ってくれよ」

　これから始まる後宮での生活は、大きな波乱に満ちたものになるだろう。

　しかし何があっても夢の為に必ず乗り越こえてみせると、凜莉は誓ちかった。







[image: ]




　初めましての方もお久しぶりの方もこんにちは。伊い藤とうたつきです。

『後こう宮きゆう香こう妃ひ物もの語がたり　龍りゆうの皇こう太たい子しとめぐる恋こい』をお送りしました。

　今回は、一度は書いてみたかった中ちゆう華か後宮をテーマにしたお話です。お仕事やプライベートでもいろいろありまして、一時はお仕事が続けられるんだろうかと心配したりもしましたが、何とか新作を書く事ができました。またこうして小説を書く事ができて、すごく幸せです！




　みなさん、お香こうは好きですか？

　私は大好きです。以前は仕事中にお香を焚たいたりしていました。いまは子どもが触さわると危ないので控ひかえていますが、また落ち着いたらいろんな種類のお香を集めたいなと思っています。

　私の大好きなものが詰つまった一冊になっています。

　みなさんにも、この楽しい気持ちが伝わればいいなと願っています。

　それでは、また次にお会いできる事を祈って。





伊藤たつき　
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